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アイコン一覧表

ユーザガイド参照

製造業者

製造日

使用期限

容器/包装あたり1個

本製品を地方自治体の非分別ごみ収集に廃棄物として出さないで
ください。

製品番号

シリアル番号

構成または固有バージョン識別番号

保管温度制限

保管湿度制限

MRI非対応

BF形装着部
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グローバル無線周波数認証の識別番号

非電離電磁放射線

連続的な水浸による影響からの保護

Conformité Européenne (欧州適合性)。この記号は、本製品が欧州
連合法に完全に適合することを表します。

ANZ(オーストラリア、ニュージーランド)無線通信の要件に適合し
ています。
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安全性および適応
本ユーザガイドでは、スマートデバイス接続およびスマートガードテクノロ
ジーを搭載したミニメド780Gシステムの操作方法について説明します。スマー
トガードテクノロジーでは、治療の決定に血糖値を入力する必要がなく、グル
コース(SG)値に基づいてインスリン注入量を調整します。スマートガード機能
が無効である場合、ミニメド780Gインスリンポンプはマニュアルモードで動作
します。
ガーディアン4トランスミッタを備えたミニメド780Gシステムでは、較正ま
たは糖尿病治療を決定するための指先穿刺が必要ありません。治療は、グルコー
ス値とトレンドの矢印の組み合わせに基づいて決定されます。詳細について
は、153ページの「グルコース値を用いた治療決定」を参照してください。
インスリンポンプ療法を開始する前に、医療従事者にご相談ください。

本ガイドの使用方法
必要な情報を見つけるには、本ユーザガイド冒頭の目次と末尾の索引をご覧く
ださい。
用語および頭字語の定義については用語集を参照してください。

凡例
用語 定義
選択 を押して、画面の項目をアクティブにするか、値を決定する

か、あるいは動作を開始します。
選択および長押し を長押しして、動作を実行します。
押す ボタンを押してから放します。
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用語 定義
長押し ボタンを長押しします。
太字 「次へを選択して続行」など、画面の項目およびボタンを示しま

す。
X ポンプ画面と表示が異なる可能性のある値を示します。
ノート 注：ノートには役に立つ情報が記載されています。
注意 注意：注意とは、潜在的危険性を防ぐことができ

なかった場合、患者さんへの軽度から中等度の健
康被害、または機器の損傷に至るおそれがあるこ
とを告げるものです。

警告 警告：警告とは、潜在的な安全上の問題を防ぐこ
とができなかった場合、重大な健康被害または死
亡に至るおそれがあることを告げるものです。ま
た、重篤な副作用が生じる可能性があることを表
す場合もあります。

センサまたは注入セットなど、ミニメド780Gシステム上の機器の設定方法に
ついては、関連機器のユーザガイドを参照してください。

緊急キット
必要な備品をすぐに取り出せるよう、いつでも緊急キットを利用できる状態に
しておきます。家族、友人などに、緊急キットがどこにあるか知らせておいて
ください。
旅行中は、活動レベルや食事時間の変化に対応するため血糖値(BG)の測定頻度
を増やしましょう。
緊急キットに入れておくべき品目は次のとおりです。

• 吸収の早いブドウ糖錠剤
• 血糖値測定用備品
• 尿中または血中ケトン体測定用備品
• 予備の注入セットとリザーバ
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• 予備の新品単3リチウム電池もしくはアルカリ電池、または完全充電した
NiMH電池

• インスリン注射器と超速効型U-100インスリン(担当医師からの服薬指示を
含む)

• 被覆保護材(固定用テープ)
• グルカゴン

警告：注射器やペンを用いてインスリンを手動で投与した後しば
らくは、ボーラスの計算にボーラスウィザード機能を使用しない
でください。手動による注射は残存インスリン量として計算され
ません。手動で注射した後、すぐにボーラスウィザード機能を使用
すると、インスリンの過剰注入となり、低血糖を引き起こすおそれ
があります。手動注射からボーラスウィザード機能を使用するま
でに必要な所要時間ついては、医療従事者にご相談ください。

警告：注射器やペンを用いてインスリンを手動で投与した後しば
らくは、スマートガード機能を使用しないでください。スマート
ガード機能が有効な場合、手動による注射は考慮されません。手動
で注射した後、すぐにスマートガード機能を使用すると、インスリ
ンの過剰注入となり、低血糖を引き起こすおそれがあります。手動
注射からスマートガード機能を使用するまでに必要な所要時間に
ついては、医療従事者にご相談ください。

安全上の注意
適応
ミニメド780Gシステム
ミニメド780Gインスリンポンプのスマートガード機能は、インスリンの1日
総投与量が8単位/日以上の1型糖尿病患者(7歳以上)を対象としています。
ミニメド780Gシステムは、選択可能な速度で基礎インスリンを継続的に注入
し、選択可能な量のボーラスインスリンを投与するために使用されます。シス
テムは、皮下間質液のグルコース値を継続的にモニタするためのものでもあり
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ます。ミニメド780Gシステムにはスマートガードテクノロジーが搭載されて
おり、持続グルコースモニタ(CGM)に基づいてインスリン注入を自動調整する
よう設定することができます。さらに、グルコース値が事前設定した閾値を下回
る、または下回ることが予測される場合は、インスリン注入を一時停止するこ
とができます。

対象患者
ミニメド780Gインスリンポンプの対象患者は、皮下投与のインスリンに反応
する小児、青年、成人です。

禁忌
ポンプ療法は、ポンプの通知、アラート、およびアラームを目や耳で認識する
ことのできない患者さんには推奨されません。
インスリンポンプ療法は、血糖自己測定器の値を測る意思がある患者さんのみ
に推奨されます。
インスリン投与の一日必要量が、8単位未満または250単位を超える方は、ス
マートガード機能を使用することができません。
ポンプ療法は担当医師と密接に連絡を取る意志がない患者さん、またはこれを
行うことができない患者さんには推奨されません。
ポンプ療法は、目が見えない、聴覚障害がある、手先が正確に動かせないなど、
ポンプを安全に操作する能力に影響を及ぼす著しい認知機能障害または身体
障害のある患者さんには推奨されません。
ポンプ治療は、患者さんのためにポンプを安全に操作することができる保護者
または介護者の管理下にない子供には推奨されません。

リスクおよび副作用
インスリン投与およびポンプの使用に関連したリスク
インスリン注入およびインスリン投与の潜在的中止に関連するリスクは次の
とおりです。

• 低血糖
• 高血糖
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• 糖尿病性ケトアシドーシス
• てんかんなどの発作
• 昏睡状態
• 死亡

インスリンポンプ注入セットに関連したリスク
インスリンポンプ注入セットに関連するリスクは次のとおりです。

• 限局性感染症
• 皮膚の炎症または発赤
• あざ
• 不快感または痛み
• 出血
• 刺激感
• かぶれ
• インスリン投与を妨げ、高血糖と糖尿病性ケトアシドーシスに至る可能性

のある閉塞
注入セットの装着やケアについては、ユーザガイドに記載された指示に従って
ください。注入部位に刺激感を覚えたり炎症を起こしたりしている場合は、注入
セットを医療廃棄物容器に廃棄し、別の注入場所を選択して新しい注入セット
を挿入します。

センサ使用関連リスク
センサの使用に関連するリスクは次のとおりです。

• 皮膚の刺激感
• アレルギー反応
• あざ
• 不快感
• 発赤
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• 出血
• 痛み
• かぶれ
• 感染
• 隆起
• 針の装着部位における小さい「そばかす様」斑点
• 針挿入に対する不安・おそれによる気絶
• ひりひり感または圧痛
• 挿入部位の腫脹
• センサの破断、破損または損傷
• センサ針除去に伴う微量血液の飛散
• 接着剤、テープ、またはその両方により残る赤み
• 瘢痕

センサの使用に関連した固有のリスク
ヒドロキシウレア(別名ヒドロキシカルバミド)を服用している場合は、持続グ
ルコースモニタを使用しないでください。ヒドロキシウレアは、癌や鎌状赤血
球貧血などの特定の病気の治療に使用されます。ヒドロキシウレアを使用する
と、血糖値に比べてグルコース値が高くなります。ヒドロキシウレア服用時に
持続グルコースモニタを使用すると、インスリンの過剰注入による低血糖が発
生する、アラームおよびアラートが不正確になるまたは作動しなくなる、セン
サによるインスリン一時停止機能の不全または作動遅延が発生する、ならびに
レポートに記載されるグルコース値が実際の血糖値よりも大幅に高くなるな
どの可能性があります。
服薬時は必ず服用する医薬品の表示を確認し、ヒドロキシウレアまたはヒドロ
キシカルバミドが有効成分に含まれているかどうかを確認してください。ヒド
ロキシウレアを服用している場合は、医療従事者に相談してください。センサ
機能をオフにして、持続グルコースモニタを無効にしてください。詳細につい
ては、151ページの「センサ機能の無効化」を参照してください。血糖値を確認
するため、追加で血糖自己測定器の測定値を使用してください。
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センサ装着中にアセトアミノフェンまたはパラセタモールを含有する薬を服用
している場合は、グルコース値を治療の決定に用いる前に医療従事者にご相談
ください。アセトアミノフェンやパラセタモールを含有する薬は、グルコース値
を上昇させてしまうおそれがあります。誤差の範囲は、体内に残留しているア
セトアミノフェンまたはパラセタモールの量によりますが、個人差がある場合
もあります。グルコース値が実際より高く測定されると、インスリンの過剰投与
となって、低血糖を引き起こすおそれがあります。アセトアミノフェンまたは
パラセタモールを含む薬には、風邪薬や解熱剤などがありますが、これらに限定
されません。服用中の薬のラベルを確認し、アセトアミノフェンまたはパラセ
タモールが有効成分かどうか確認してください。血糖値を確認するため、追加で
血糖自己測定器の測定値を使用してください。
アセトアミノフェンまたはパラセタモールを服用している場合は、グルコース
値を使って治療決定を下す前に、薬剤の使用を停止してください。血糖値を確認
するため、追加で血糖自己測定器の測定値を使用してください。スマートガード
機能が有効な時にアセトアミノフェンまたはパラセタモールを服用した場合
は、最大8時間または医療従事者が推奨する時間、一時目標をプログラムして
ください。詳細については、177ページの「一時目標の設定」を参照してくださ
い。アセトアミノフェンまたはパラセタモールを服用後、最大8時間または医
療従事者が推奨する時間、食事ボーラスまたは補正ボーラスを計算するには、
グルコース値ではなく、血糖値を使用してください。
グルコース値と血糖値は異なる場合があります。症状がグルコース値と一致し
ない場合は、治療を決定する前に血糖自己測定器を使用して血糖値を確認して
ください。症状がグルコース値と一致しない場合に血糖値の確認を怠ると、イ
ンスリンの過剰注入または過少注入が生じ、その結果、低血糖もしくは高血糖を
引き起こすおそれがあります。引き続きグルコース値が症状と一致しない場合
は、医療従事者にご相談ください。
2～17歳の患者さんについては、上腕背面と臀部へのセンサ挿入が試験され、
承認されています。他の部位にはセンサを挿入しないでください。
18歳以上の患者さんについては、腹部と上腕背面へのセンサ挿入が試験され、
承認されています。他の部位にはセンサを挿入しないでください。
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血糖自己測定器の使用に関連するリスク
最新のリスク情報については、機器に付属している取扱説明書を参照してくだ
さい。

サータ使用関連リスク
サータには小さな部品が含まれているため、重大な健康被害または死亡につな
がりかねない窒息のおそれがあります。
副作用には、不快感や装着部位の皮膚の刺激感があります。

ミニメド780Gシステムに関連するリスク
• 低血糖
• 高血糖
• 糖尿病性ケトアシドーシス
• てんかんなどの発作
• 昏睡状態
• 死亡

一時保管のためのポンプ取り外し
ポンプを取り外す必要性または希望がある場合は、以下のガイドラインに従い
ます。

• 現在の基礎レートを記録し、「設定の保存」機能を使用します。詳細につい
ては、189ページの「設定の保存」を参照してください。

• 電池を取り出します。詳細については、266ページの「ポンプの保管」を参
照してください。

• ポンプを取り外して1時間未満の場合、インスリンの調整が不要な場合が
あります。ポンプを取り外してから1時間以上が経過した場合、医療従事者
に相談して別のインスリン注入方法を決定してください。
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一般的警告
ポンプ

• ポンプは、酸素や亜鉛化窒素などの酸化剤を含む混合麻酔薬がある場所で
は使用しないでください。これらの条件にさらされると、ポンプが損傷して
重大な健康被害につながるおそれがあります。

• 血糖自己測定器の値をポンプに入力する場合は、必ず指先で採血してくだ
さい。血糖値のすべての値が較正に使用されます。ポンプに入力する血糖値
の測定に、手のひらから採血した血液を使用しないでください。手のひら
からの血液の使用については、スマートガード機能に関する研究が行われ
ておらず、この血液サンプルを使用した場合のシステムの性能については
不明です。

• グルコース値と血糖値は異なる場合があります。症状がグルコース値と一
致しない場合は、治療を決定する前に血糖自己測定器を使用して血糖値を
確認してください。症状がグルコース値と一致しない場合に血糖値の確認
を怠ると、インスリンの過剰注入または過少注入が生じ、その結果、低血糖
もしくは高血糖を引き起こすおそれがあります。引き続きグルコース値が
症状と一致しない場合は、医療従事者にご相談ください。

• ポンプの音または振動のみを頼りに、ポンプ画面やメニューを操作しない
でください。ポンプの音あるいは振動のみを頼りにポンプ画面を操作する
と、誤ったメニューまたは設定の選択につながるおそれがあります。メ
ニューを選択してシステムに情報を入力する際は必ずポンプ画面を確認し
てください。

• 注入ポンプには担当医師が処方した超速効型U-100インスリン(ヒューマ
ログ™*およびノボラピッド™*)のみを使用してください。他の薬剤または
リザーバの薬剤を使用すると重大な健康被害を引き起こすおそれがあり
ます。

• ポンプの巻戻しや注入セットのチューブの充填を行う前に、必ず注入セッ
トを身体から外してください。チューブが身体に装着された状態で、リザー
バをポンプに取り付けないでください。誤ってインスリンが注入され、低
血糖を引き起こすおそれがあります。

• ポンプを巻き戻す前にリザーバを挿入しないでください。誤ってインスリ
ンが注入され、低血糖を引き起こすおそれがあります。

安全性および適応 31

■
安

全
性

お
よ

び
適

応



• 他の電子機器のそばでミニメド780Gインスリンポンプまたは追加のシス
テム機器を使用しないでください。干渉が発生する可能性があります。電
子機器には、ミニメド780Gシステムとペアリングしない携帯電話などの
モバイルコミュニケーション機器、GPSナビケーションシステム、盗難防
止システム、1Wを上回る送信器の出力電力を持つあらゆる電子機器が含
まれます。インスリンポンプと一般的なRFエミッタの推奨分離距離は、
30cm(12in)です。インスリンポンプと一般的なRFエミッタの推奨分離距離
ガイドラインに関する詳細については、「指針および製造業者の宣言」を参
照してください。システムの正常な動作の障害となる可能性がある他の電
子機器は禁忌となっています。詳細については、37ページの「磁場および
放射線への曝露」を参照してください。

• 注入セットを身体に装着した状態で、リザーバのチューブコネクタを緩め
たり締め直したりしないでください。誤ってインスリンが注入され、低血糖
を引き起こすおそれがあります。

• ミニメドリザーバおよび注入セットは、ミニメド780Gシステム専用に設計
されたもののみを使用してください。

• ミニメドリザーバまたはミニメド注入セットは変更または改造しないで
ください。これらの構成品を改造すると、重大な健康被害を負ったり、機器
動作に支障をきたしたり、保証が受けられなくなるおそれがあります。

• 血糖値をチェックするタイミングは、事前設定されたポンプアラームやタ
イマーのみに頼らないようにしてください。携帯電話などの他の機器にも
タイマーを設定しておいてください。

• 内部RFトランスミッタまたはアンテナは変更または改造しないでくださ
い。機器の安全な動作を妨げるおそれがあります。

• ミニメド780Gシステムは、Bluetooth™*ワイヤレステクノロジーを搭載
したガーディアン4トランスミッタ(MMT-7841)との併用について承認さ
れています。ポンプとの通信が承認されていないトランスミッタを使用す
ると、システム構成品に損傷が生じ、グルコース値が不正確になるおそれ
があります。

• ミニメド780Gシステムとペアリングしていない携帯電話、コードレス電
話、トランシーバー、およびワイヤレスネットワークなど高周波を利用す
るその他の機器を使用している場合は、トランスミッタとインスリンポン
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プ間の通信に干渉が発生する可能性があります。この干渉によって、誤っ
たデータが送信されたり機器に害が及んだりすることはありません。これ
らの機器から本製品を遠ざけるか機器の電源を切ることで、通信が可能に
なる場合があります。RF干渉が継続する場合は、メドトロニック24時間サ
ポートラインにご連絡ください。

• 電磁両立性(EMC)に関する特別な注意：この装着型機器は、一般的なレベ
ルの放射「E」(V/m)または磁場「H」(A/m)が存在する住宅、家庭、公共、ま
たは職場環境での操作を目的としています。これらの磁場を放射するテク
ノロジーの例には、ミニメド780Gシステムとペアリングしていない携帯
電話、無線技術、電子缶切り、電子レンジおよび電磁誘導加熱式(IH)オーブ
ンなどがあります。ミニメド780Gシステムは、高周波エネルギーを生成・
使用・放射することがあり、取扱説明書に従って設置および使用しなかっ
た場合は、無線通信に有害な干渉を及ぼすおそれがあります。

• ポータブルおよびモバイルRF通信機器は、ミニメド780Gシステムの動作
に影響を与える可能性があります。干渉が発生した場合は、RFトランス
ミッタから離してください。

• ミニメド780Gインスリンポンプは、高周波エネルギーを生成・使用・放射
することがあり、取扱説明書に従って装着および使用しなかった場合は、
無線通信に有害な干渉を及ぼすおそれがあります。ミニメド780Gインス
リンポンプがラジオやテレビに干渉を及ぼす場合には、以下の1つ以上の
方法によって干渉を抑えるようにしてください。

– トランスミッタとインスリンポンプとの間の距離を、1.8メートル
(6フィート)以内にする。

– 血糖自己測定器とインスリンポンプとの間の距離を、1.8メートル
(6フィート)以内にする。

– トランスミッタと干渉を受けている機器または干渉源になっている
機器との距離を離す。

• ミニメド780Gシステムの安全性は、腎機能障害がある患者さんでは試験は
行われていません。腎機能障害のある方は、ポンプ療法の潜在的利点がリ
スクを上回るかどうかについて医療従事者にご相談の上判断してください。

• 糖尿病性網膜症をモニタしてください。インスリンポンプ療法の開始時に、
迅速な血糖コントロールの改善とA1cの低下により、既存の糖尿病性網膜
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症が悪化する場合があります。ミニメド780Gシステムの使用は、血糖コン
トロールの急激な改善と関連があります。網膜検査で糖尿病性網膜症をモ
ニタし、ミニメド780Gインスリンポンプによる治療を開始する前に、必要
に応じて担当医師が適切な治療を行う必要があります。

• ミニメド780Gシステムの安全性は、妊婦、2型糖尿病の人、またはインス
リンを含まない他の高血糖治療薬を使用している患者さんについて研究さ
れていません。これらの状況にある方は、ポンプ療法の潜在的利点がリス
クを上回るかどうかについて医療従事者にご相談の上判断してください。

• ポンプ経験のない患者さんにおける「低グルコース前一時停止」および「低
グルコース一時停止」機能の使用の安全性は不明です。インスリンポンプ
設定が確立されていない場合は、「低グルコース前一時停止」および「低グ
ルコース一時停止」機能を使用しないでください。インスリンポンプ設定
には、基礎レート、糖質/インスリン比、およびインスリン効果値などが含
まれます。「低グルコース前一時停止」および「低グルコース一時停止」機能
を使用する前に、医療従事者にご相談ください。

リザーバと注入セット
リザーバおよび注入セットに関連する最新の警告については、機器に付属して
いるユーザガイドを参照してください。

• インスリンや他の液体が注入セットのチューブコネクタ内部に付着した場
合、一時的に通気孔が塞がれ、ポンプによる注入セットの充填が適切に行
えなくなる可能性があります。その場合、インスリンの過少注入または過
剰注入が生じ、その結果、高血糖もしくは低血糖を引き起こすおそれがあ
ります。この問題が発生した場合は、リザーバと注入セットを交換してく
ださい。

• インスリン注入中に血糖値が想定外に高くなったり、閉塞アラームが発生
した場合は、注入セットに詰まりや漏れがないかをチェックしてください。
原因がはっきりしない場合は、カニューレが外れていたり、折れていたり、
部分的に閉塞している可能性があるため、注入セットを交換してください。
このような事態が発生した場合には、医療従事者に相談して、インスリンを
迅速に補充する計画を立ててください。血糖値をチェックして、適切な量
のインスリンが注入されていることを確認します。
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• メドトロニックダイアビーティスが製造または販売するリザーバおよび注
入セットのみを使用してください。ポンプは、互換性のあるリザーバおよび
注入セットと組み合わせた操作を想定して試験されています。メドトロ
ニックダイアビーティスは、本ポンプを第三者が提供したリザーバまたは
注入セットとともに使用する場合、ポンプの適切な動作を保証することは
できません。メドトロニックダイアビーティスは、互換性のないコンポー
ネントの使用に関連して発生する健康被害やポンプの不具合について責任
を負いません。

センサおよびサータ
最新の警告については、機器に付属しているユーザガイドを参照してください。

• センサおよびサータは子どもの手の届かないところに保管してください。
これらの製品には小さな部品が含まれているため、重大な健康被害や死亡
につながりかねない窒息の危険があります。

• センサには格納式の挿入針が取り付けられており、挿入中にごく少量の血
液が飛び散ることがあります。医療従事者と介護者のため、滅菌ガーゼで
センサを覆って血液との接触を最小限に抑えます。針を取り外す際は、で
きるだけ患者さんとの距離を保つようにしてください。

• センサが壊れている場合は、取り外そうとしないでください。体内でセン
サの破損が生じた証拠がなくても、実際にセンサが破損している場合、重大
な健康被害を引き起こすおそれがあります。センサが挿入中に破損した場
合は、安全なセンサの取り外しについて医療従事者にお問い合わせくださ
い。

• パッケージが未開封で破損していない限り、センサは滅菌されており非発
熱性です。滅菌パッケージが開封されていたり損傷したりしている場合は、
センサを使用しないでください。滅菌されていないセンサを使用すると、
挿入部位の感染を引き起こすおそれがあります。

• ワンプレスサータ(MMT-7512)の使用方法は、他のメドトロニック挿入機器
と異なります。指示に従わなかったり異なるサータを使用したりした場合、
不適切な挿入、疼痛または皮膚の損傷の原因となるおそれがあります。

• 針刺し事故や穿刺事故を回避するため、ニードルハブから常に目を離さな
いでください。
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• 不適切な挿入、疼痛、または軽度の健康被害を防ぐため、センサがサータに
しっかり入っていることを確認します。

• 装着部位(センサの下側、周囲、上側)に出血がないか確認してください。出血
が認められた場合は、以下のことを行ってください。

1. 滅菌ガーゼまたは清潔な布をセンサの上に被せ、3分ほどしっ
かりと圧迫してください。滅菌されていないガーゼを使用する
と、挿入部位の感染を引き起こすおそれがあります。

2. 出血が止まったら、トランスミッタをセンサに接続してくださ
い。出血が止まらない場合は、トランスミッタをセンサに接続し
ないでください。血液がトランスミッタのコネクタに入り、機器
が損傷する可能性があります。

• 出血が続きひどい痛みや不快感がある、あるいはセンサのプラスチック
ベースにかなりの血液がみられる場合、次のことを行ってください。

1. センサを取り外し、出血が止まるまでしっかりと圧迫してくださ
い。センサは医療廃棄物容器に廃棄します。

2. 挿入部位の発赤、出血、刺激感、痛み、圧痛、炎症をチェックして
ください。医療従事者の指示に従って治療を行ってください。

3. 新しいセンサを別の部位に装着してください。
• 重病の患者さんにおけるセンサ使用の安全性については不明です。重病の

患者さんにおけるセンサ使用は推奨されていません。

トランスミッタ
トランスミッタの使用に関連する最新の警告については、機器に付属している
ユーザガイドを参照してください。
子供が小型部品を口に入れないようにしてください。本製品を子供が誤って口
に入れた場合は、窒息するおそれがあります。

血糖自己測定器
最新の警告については、機器に付属の取扱説明書を参照してください。
血糖自己測定器の値をポンプに入力する場合は、必ず指先で採血してください。
血糖値のすべての値が較正に使用されます。ポンプに入力する血糖値の測定に、
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手のひらから採血した血液を使用しないでください。手のひらからの血液の使
用については、スマートガード機能に関する研究が行われておらず、この血液
サンプルを使用した場合のシステムの性能については不明です。

磁場および放射線への曝露
• 強い磁場が生じるMRI装置およびジアテルミー装置、またはX線やCTス

キャンなどの放射線にポンプ、トランスミッタ、またはセンサを曝露させ
ないでください。強い磁場の影響によりシステムに不具合が発生し、その
結果、重大な健康被害が生じるおそれがあります。ポンプが強力な磁場に
曝露された場合は、使用を中止してメドトロニック24時間サポートライ
ンにご連絡ください。
磁場、磁石との直接的な接触によりシステムの正確な機能が損なわれるお
それがあります。これにより低血糖または高血糖などの健康リスクを招く
可能性があります。

• X線装置、MRI装置、ジアテルミー装置、またはCTスキャン装置が設置さ
れた検査室に入る前に、ポンプ、センサ、トランスミッタ、および血糖自己
測定器を取り外してください。これらの装置近傍の磁場および放射線によ
り、本製品が機能不能になったり、インスリン注入の調節を行うポンプ部品
が破損したりして、インスリンの過剰注入および重症低血糖をもたらすお
それがあります。

• 磁気金具付きポンプケースなどの磁石にポンプを近づけないでください。
磁石に近づけるとポンプ内のモータの動きが妨害されることがあります。
モータの損傷から機器の誤作動が起こり、重大な健康被害が生じるおそれ
があります。

• ポンプまたはトランスミッタをX線スキャン装置に通さないでください。
放射線によりインスリン注入の調節を行うポンプ部品が破損して、インス
リンの過剰注入および低血糖をもたらすおそれがあります。
フルボディスキャナを使ってスクリーニングする前に、ポンプ、トランス
ミッタ、およびセンサを含むすべてのシステム部品を取り外す必要があり
ます。システムを除去しなくて済むよう、必要に応じて他のスクリーニング
方法を要請してください。

• 旅行の際は、機器に同梱されている緊急情報カードを携帯してください。
緊急情報カードには、空港のセキュリティシステム、飛行機内でのポンプ
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使用に関する重要な情報が示されています。緊急情報カードに記載のガイ
ダンスに従わない場合、重大な健康被害が生じるおそれがあります。

一般的注意事項
ポンプアラームは、注入セットの漏れやインスリンの劣化について患者さんに
は通知しません。血糖値が範囲外になった場合は、ポンプおよび注入セットを
点検し、必要な量のインスリンが注入されていることを確認してください。
ポンプが皮膚に接触した場合の副作用の有無を確認してください。これらの反
応には、発赤、腫脹、刺激、感作、発疹、その他のアレルギー反応が含まれます。
ポンプの素材は、無傷の皮膚との接触についてのみ安全であると評価されてい
るため、ポンプを傷口がある皮膚に接触させないようにしてください。

注：ポンプを落とした場合、その後4時間は必ずグルコース値を
モニタしてください。

防水機能
• 製造時、およびリザーバとチューブが正しく挿入されている場合、ポンプは

防水性です。ポンプは最長30分間、水深2.4メートル(8フィート)までの影
響から保護されます。

• ポンプを落として固い物体にぶつかったり破損したりすると、ポンプの外
部ケースの防水性が損なわれる場合があります。ポンプを落としたり、損傷
が発生したりする可能性がある場合、ポンプを水にさらす前にひびが入っ
ていないかどうか慎重に点検してください。

• この防水機能規格はポンプのみに適用されます。
• ポンプに水が入った場合、あるいは他のポンプの不具合がみられた場合は、

血糖値をチェックし、必要に応じて他のインスリン手段を使って高血糖の
治療を行います。詳細についてはメドトロニック24時間サポートライン
にお問い合わせください。高血糖または低血糖の値、もしくは治療に関す
るその他の質問については医療従事者にご相談ください。
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静電放電
• ESDが非常に高レベルの場合、ポンプのソフトウェアをリセットする必要

があったり、ポンプのエラーアラームが発動したりする可能性があります。
アラームを解除したら、ポンプの日付と時刻が正しく設定されていること、
またその他の設定値が目的の値にプログラムされていることを確認して
ください。ポンプをリセットした後は、残存インスリンを更新するため、ス
マートガード機能を5時間使用することができません。

• ポンプのアラームに関する詳細については、「ポンプのアラーム、アラート、
およびメッセージ」を参照してください。ポンプ設定入力について問題が
ある場合は、メドトロニック24時間サポートラインにお問い合わせくだ
さい。

極端な温度環境
機器が極端な高温・低温にさらされた場合、破損するおそれがあります。以下の
状態は避けてください。

• ポンプの保管温度が50 °C(122 °F)を超える、または−20 °C(−4 °F)未
満。

• ポンプの使用温度が37 °C (98.6 °F)を超える、または5 °C (41 °F)未満。
インスリン溶液は0 °C(32 °F)近くで凍結し、37 °C(98.6 °F)以上の高温
で分解します。低温の場合、ポンプを身体の近くに装着し、暖かい衣服で
覆ってください。温かい環境では、ポンプおよびインスリンを低温に保つ
よう対策を取ります。

• ポンプに蒸気を当てたり、滅菌を行ったり、オートクレーブを使用したり、
あるいは加熱したりしないでください。

スキンケア製品
ローションや日焼け止め、虫除けなどの一部のスキンケア製品は、ポンプケー
スのプラスチックを損傷させる可能性があります。スキンケア製品を使用した
後は、ポンプに触る前に丁寧に手を洗ってください。スキンケア製品がポンプに
付着した場合は、湿った布と中性洗剤でできるだけ早く拭き取ります。ポンプの
洗浄方法については、265ページの「ポンプの洗浄」を参照してください。
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注入セットと部位、センサ、トランスミッタ、および血糖自己測定器
機器に関するすべての警告、注意事項、および取扱説明については、対応する機
器のユーザガイドを参照してください。対応する機器のユーザガイドを参照し
ない場合、軽度の健康被害や機器の損傷につながるおそれがあります。

有害反応
センサの使用に関連する有害反応ついては、センサのユーザガイドを参照して
ください。センサのユーザガイドを参照しない場合、軽度の健康被害やセンサの
損傷につながるおそれがあります。

安全性に関する注意事項
ミニメド780Gインスリンポンプシステムは、システムおよびデータの安全性を
防護するよう設計された安全性機能を備えています。インスリンポンプシステ
ムにおけるこれらの安全性機能は工場で設定され、患者さんがインスリンポン
プを受領してすぐ使えるように準備が整えられています。たとえば、ポンプが
血糖自己測定器、トランスミッタ、互換性のあるモバイル機器など、システム内
のその他の機器と通信する場合、送受信が行われるデータは暗号化され、巡回
冗長検査によって保護されます。これらは、システムデータが他の人々の目に曝
されたりインスリンポンプ療法に障害が加わったりすることを避けるのに役立
ちます。
システムの安全性を確保するため、以下の指示に従ってください。

• インスリンポンプやペアリングした機器を放置しないでください。
• ポンプ、トランスミッタ、血糖自己測定器のシリアル番号の情報を他人と

共有しないでください。
• メドトロニックが認可していない第三者の機器とポンプを接続しないで

ください。
• メドトロニックが認可していないソフトウェアを使用してシステムを制御

しないでください。
• ポンプは通知、アラーム、アラートで、第三者が機器に接続したり干渉した

りしたことを示している可能性があるので、注意を払ってください。
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• 機器を使用しないときは、ブルーアダプタをコンピュータから切り離して
ください。

• サイバーセキュリティ対策を実行してください。ウイルス対策ソフトウェ
アを使用し、コンピュータソフトウェアを最新の状態に保ってください。

• 互換性のあるモバイル機器をメドトロニック機器と併用する際は、安全性
を維持する方法について、ミニメドモバイルアプリユーザガイドを参照し
てください。

ポンプはペアリングされた機器とのみ通信します。ポンプとその他の機器のペ
アリングにかかるのは短時間ですが、安全性に配慮が必要な時間です。その間、
意図しない機器がポンプとペアリングする可能性があります。メドトロニック
ではこのようなことを避けるため、システムに安全性機能を設けています。ペ
アリング中、システムを安全に維持するため、これらの手順に従ってください。

• トランスミッタ、血糖自己測定器、対応するモバイル機器をポンプとペア
リングする際は、他の人や機器から離れたところで行ってください。

• トランスミッタが正常にポンプとペアリングすると、トランスミッタの緑
色のLEDが点滅を停止します。ペアリングした後、トランスミッタの緑色の
LEDが数分以上点滅し続ける場合は、意図していない機器とペアリングし
ていた可能性があります。270ページの「ポンプからトランスミッタのペ
アリング解除」を参照して、トランスミッタをポンプから削除し、手順に
従って再度ペアリングを行ってください。

• 血糖自己測定器または対応するモバイル機器をポンプとペアリングした後、
血糖自己測定器または対応するモバイル機器の表示でペアリングが成功し
たことを確認してください。

重症低血糖または糖尿病性ケトアシドーシスの症状があるか、インスリンポン
プの設定またはインスリン注入が偶発的に変更されたことが疑われる場合は、
担当医師にご相談ください。
他人が機器に接続しようとしているまたは干渉しようとしていることが懸念
される場合は、機器の使用を中止し、メドトロニックの最寄りのサポート担当者
に直ちにご連絡ください。
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インスリンガイドライン

警告：システムを使ったトレーニング中は、インスリンが充填さ
れたリザーバをポンプに挿入したり、インスリンが充填された注入
セットを体につないだりしないでください。誤ってインスリンが
注入され、低血糖を引き起こすおそれがあります。インスリン療法
は、医療従事者から指示された場合にのみ開始してください。

ミニメド780Gシステムは、以下の超速効型インスリンU-100について研究さ
れ、これと併用するものです。

• U-100 Humalog™*
• U-100 NovoRapid™*

ミニメド780Gシステムでのその他のインスリン使用については研究されてお
らず、本機器との使用は推奨していません。

警告：ミニメド780Gシステムでは、担当医師が処方した超速効
型U-100インスリン(ヒューマログ™*およびノボラピッド™*)のみ
を使用してください。正しくない種類のインスリン、または濃度が
高すぎたり低すぎたりするインスリンの使用は、インスリンの過
剰注入または過少注入となり、低血糖もしくは高血糖の原因となる
可能性があります。ポンプに対応したインスリンの種類に関する
質問については、医療従事者にご相談ください。

消耗品
本ポンプは、使い捨て、単回使用のミニメドリザーバと注入セットを使用して
インスリン注入を行います。
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警告：メドトロニックダイアビーティスが製造または販売するリ
ザーバおよび注入セットのみを使用してください。本ポンプを、メ
ドトロニックダイアビーティスが製造・販売している互換性のあ
るリザーバおよび注入セットとともに使用する場合、ポンプが適切
に作動することを確認するため、広範囲な試験を行っています。メ
ドトロニックダイアビーティスを第三者が提供したリザーバまた
は注入セットとともに使用する場合、メドトロニックダイアビー
ティスはポンプの適切な動作を保証することはできず、したがっ
て、そのような使用状況下で生じ得るいかなる傷害あるいはポン
プの誤動作に対しても弊社は責任を負いません。

• リザーバ–メドトロニックエクステンデッド注入セットを使用する場合は、
メドトロニックエクステンデッドリザーバMMT-342、3.0mL (300単位)を
使用してください。または、ミニメドリザーバは、MMT-332A、3.0mL (300
単位)またはMMT-326A、1.8mL (180単位)を使用してください。

• 注入セット–メドトロニックダイアビーティス注入セットを選択する際は、
医療従事者にご相談ください。注入セットのユーザガイドに記載されてい
る使用期間に従って注入セットを交換してください。
以下の表に、対応する注入セットを記載します。その他の対応する注入セッ
トが使用可能になった場合、MMTの番号が変更される場合があります。

種類 MMT番号
ミニメドクイックセット注入
セット

MMT-386A、MMT-387A、MMT-394A、
MMT-396A、MMT-397A、MMT-398A、
MMT-399A

ミニメドシルエット注入セット MMT-368A、MMT-377A、MMT-378A、
MMT-381A、MMT-382A、MMT-383A、
MMT-384A

ミニメドSure-T™注入セット MMT-862A、MMT-864A、MMT-866A、
MMT-874A、MMT-876A、MMT-884A、
MMT-886A

メドトロニックエクステンデッ
ド注入セット

MMT-430A、MMT-431A、MMT-432A、
MMT-433A、MMT-440A、MMT-441A、
MMT-442A、MMT-443A
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注：注入セットの中には、地域によって販売されていないものも
あります。

その他のミニメド780Gシステム機器
• アキュチェック™*ガイドLink血糖自己測定器–ミニメド780Gポンプはア

キュチェック™*ガイドLink血糖自己測定器に対応しています。血糖自己測
定器をポンプに接続すると、実測血糖値のポンプへの送信が可能になりま
す。国によって、このデバイスが販売されていない場合があります。

• ガーディアン4トランスミッタ(MMT-7841)–本トランスミッタはポンプ
とペアリングして、センサで測定し収集したデータをポンプに無線送信し
ます。CGMには本機器が必要です。

• ガーディアン4センサ(MMT-7040)–本センサは間質液中のグルコース値を
測定するために、皮膚のすぐ下に挿入される単回使用の使い捨て製品です。
CGMには本機器が必要です。ガーディアン4グルコースセンサは、ガーディ
アン4トランスミッタと互換性がある唯一のセンサです。

アクセサリー
ミニメド780Gシステムには、以下のアクセサリーがあります。

• ポンプクリップ–ポンプクリップはベルトに取り付けて使用し、また電池
収納部を開ける際に使用することができます。

• アクティビティガード–アクティビティガードは、身体活動中にリザーバが
回転したりポンプから外れたりするのを防ぎます。

• ミニメドモバイルアプリ(Android™*対応のMMT-6101またはiOS™*対応
のMMT-6102)–本アプリはインスリンポンプデータおよびCGMの補助
ディスプレイとして機能し、システムデータをケアリンクソフトウェアに
アップロードします。アプリは複数のモバイル機器にインストール可能で
すが、ポンプとペアリングできるのは一度につき1台の機器に限られます。

• ケアリンクコネクトアプリ(Android™*対応のMMT-6111またはiOS™*対
応のMMT-6112)–アプリストアから対応するモバイル機器にダウンロー
ドすることができます。セットアップと操作については、アプリ内のアプ
リのユーザガイドを参照してください。このオプションのアプリは、家族・

44



保護者などが患者さんの治療データを閲覧したり、選択した患者アラート
を受信したりするために利用することができます。このアプリは、インス
リンポンプのリアルタイムでの表示や、主たる閲覧機器のCGMデータ表示
に代わるものではありません。治療に関連する判断は、主たる閲覧機器の値
に基づいて行ってください。対応するモバイル機器とオペレーティングシ
ステムの詳細については、メドトロニックダイアビーティスのウェブサイ
トを参照してください。

• ブルーアダプタ–ブルーアダプタはコンピュータのUSBポートに接続し、ケ
アリンクソフトウェアにシステムデータをアップロードします。ブルーア
ダプタのセットアップと操作については、ケアリンクソフトウェアのユー
ザガイドを参照してください。
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システムの概要
本章では、システムの構成要素や、システムを使用する際に必要となる重要な
概念や用語について学びます。

ミニメド780Gシステムの構成要素
以下の項目が、主なシステム構成要素です。

• ミニメド780Gポンプ—医療従事者の設定に基づき、注入セットを通して
インスリンを体内に送るポンプです。

• 注入セット—注入セットは、ポンプと身体の両方に接続します。ポンプから
押し出されるインスリンを運び、注入します。

• リザーバ—リザーバにインスリンを注入し、ポンプに設置することで、イ
ンスリンを注入セットから体内に注入することができます。

• センサおよびトランスミッタ—センサは、皮下間質液に含まれるグルコー
スを測定します。ポンプとトランスミッタがワイヤレス接続を通して相互
に通信します。センサとトランスミッタは、持続グルコースモニタ(CGM)シ
ステムを構成しています。

• アキュチェックガイドLink血糖自己測定器—この測定器は血中のグルコー
スを測定します。血糖自己測定器は、この血糖値(BG)情報をワイヤレス接続
を通してポンプに送ります。

次の図は、ポンプ、血糖自己測定器、センサ、トランスミッタの外観と、それらを
身体に装着する場合のイメージ図です。第3章後半の図では、注入セットとリ
ザーバの詳細を示しています。
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モード
ポンプは、マニュアルモードとスマートガードモードの2つのモードで動作し
ます。
ミニメド780Gインスリンポンプを初めて使用するときは、マニュアルモード
になっています。マニュアルモードとは、食事のためのボーラス注入や血糖値の
調整を行うために、マニュアル操作が必要なモードのことです。マニュアルモー
ドは、持続グルコースモニタの有無にかかわらず使用することができます。マ
ニュアルモードでCGMを使用する場合、グルコース値の推移を確認したり、低
グルコースアラート、高グルコースアラートを受信したり、設定に応じてイン
スリン注入を中断することができます。
マニュアルモードで数日間使用した後、医療従事者の指示により、スマートガー
ドモードをオンにすることができます。スマートガード時には、基礎インスリ
ンを自動で調整・注入し、グルコース値を目標グルコース値に調整するための
自動補正ボーラスを投与することができます。食事ボーラスを注入するために
は食べた糖質を入力する必要があります。
次の表は、マニュアルモードとスマートガードモードの主な機能を示していま
す。それぞれの詳細については、本ガイドの後半に記載しています。
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マニュアルモード(CGMなし)

ボーラス注入オプション 基礎注入機能 一時停止オプション
• ボーラスウィザードは、設定

した内容に基づいてボーラ
スを計算する

– 補正ボーラスには実
測血糖値(BG)が必要

– 食事ボーラスには、
糖質の入力が必要

• マニュアルボーラス

• プログラミングされた基礎
注入設定

• 一時基礎レートは、基礎イン
スリン注入を増減させるた
めに使用することができる

• 手動一時停止

マニュアルモード(CGMあり)

ボーラス注入オプション 基礎注入機能 一時停止オプション
• マニュアルモード(CGMな

し)と同じ
• マニュアルモード(CGMな

し)と同じ
• 手動一時停止
• 低グルコース前一時停止
• 低グルコース一時停止
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スマートガード

ボーラス注入オプション 基礎注入機能 一時停止オプション
• スマートガードボーラス機

能は、グルコース(SG)値と糖
質の入力に基づき、ボーラス
インスリンを注入する

• グルコース(SG)値がボーラ
ス画面に表示されない場合、
実測血糖値(BG)が必要な場
合あり

• ボーラス量の調節不可
• ポンプは、範囲内の時間を最

大にするために、自動的に自
動補正ボーラスを注入する
ことがある

• ポンプは、最近のインスリン
注入必要性履歴、グルコース
(SG)値、およびグルコース目
標値に基づいて、自動的に基
礎インスリンを注入する

• 一時目標は、運動時などイン
スリン必要量が少ない場合
に対して設定することがで
きる

• 手動一時停止
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ポンプの基礎
本章では、ミニメド780Gインスリンポンプの基本的機能、ボタン、および画面
に関する情報を説明します。

ボタンの使用
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注意：先端の尖ったものでポンプのボタンを押さないでください。
尖ったものを使用するとポンプが破損するおそれがあります。

注：ポンプでアラームまたはアラートが発生すると、通知ライト
が点滅します。通知ライトは点滅しない限り見えません。

以下の表では、ボタンの使用方法について説明します。
ボタン 説明

このボタンを押してホーム画面からメニュー画面を表示し、現在強
調表示されているメニューオプションを選択します。

、 、 、 これらのボタンを押して、上下にスクロールしたり、特定の画面で左
右に移動したり、メニュー画面でアイコンを選択したり、設定値を増
減したりすることができます。
このボタンを押して、前の画面に戻ります。
このボタンを長押しして、ホーム画面に戻ります。
このボタンを押してグラフ画面にアクセスします。
このボタンを長押しして、ポンプをスリープモードにします。

スリープモード
2分後にポンプがスリープモードに入り、電池を節約します。スリープモードに
入ってもインスリン注入に影響はありません。いずれかのボタンを押すとポン
プがスリープから復帰します。 を2秒間長押しすると、手動でスリープモー
ドに入ります。

ポンプ注入システム
次の図は、注入セット*、リザーバ、ポンプを含む、ポンプ注入システムの部品を
示しています。

56



注入セット
注入セットは次の構成部品で構成されています。

• チューブはリザーバから体内にインスリンを送ります。
• チューブコネクタはリザーバに取り付けられます。
• 穿刺部セクションは体に装着します。
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• カニューレとは、体内に挿入する細くて柔軟なチューブです。一部の注入
セットでは、カニューレの代わりに細い針を使用します。

• 接着剤で注入セットを固定します。
注入ガイドに付属しているユーザガイドに従って注入セットを変更します。

リザーバ
リザーバは注入するインスリンを保管しておくもので、ポンプのリザーバ収納
部に挿入されます。

ポンプ
リザーバ収納部の下で、ピストンによってリザーバの底からチューブに押し上
げられたインスリンは、カニューレを通って体内に送られます。
ポンプは0.025単位という少量のインスリンを注入します。新たに充填したリ
ザーバを収納部に挿入する際は、ポンプ内のピストンを巻き戻す必要がありま
す。

電池の挿入
ポンプには新品の単3電池(1.5V)が1本必要です。最良の成果を得るには、新品
の単3リチウム(FR6)電池を使用してください。また、単3アルカリ電池(LR6)、
または充電された単3NiMH (HR6)ニッケル水素充電式電池も使用可能です。

注意：ポンプにマンガン電池を使用しないでください。マンガン
電池はポンプと互換性がないため、表示されるポンプの電池残量が
不正確になる可能性があります。

注：低温状態の電池は使用しないでください。電池寿命が不正確
に表示される可能性があります。電池が低温の場合は、室温に戻
してからポンプに挿入してください。

電池キャップはアクセサリーと共にポンプの箱の中に入っています。
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電池挿入方法：
1. 新品または完全充電された単3電池を挿入します。必ずマイナス側(-)から

入れるようにしてください。

2. 電池キャップをポンプに取り付けます。ポンプクリップの下端またはコ
インを使ってキャップを締めます。
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注意：電池キャップは締め過ぎや緩みがないようにして
ください。電池のキャップがきつすぎると、ポンプケース
が破損するおそれがあります。電池のキャップが緩すぎる
と、新しい電池が検出されなくなるおそれがあります。下
図のように、電池キャップを時計方向に回し、キャップス
ロットとポンプケースが横向きで揃うようにしてくださ
い。

初めてポンプに電池を入れると、スタートウィザードが起動します。それ
以降に電池を入れる場合は、ホーム画面が表示され、ポンプによる基礎
注入が再開されます。

スタートウィザードの設定
初めて電池を入れると、スタートウィザードが表示されます。スタートウィザー
ドを使って言語、時間形式、現在時刻および日付を設定し、ポンプを巻き戻し
ます。これらの設定を再入力するには、258ページの「ポンプの問題」を参照し
てください。

スタートウィザードの使用方法
1. 言語の選択画面で、言語を選択してから を押します。
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時刻表示を選択してください。画面が表示されます。
2. 時刻表示を選択してから、 を押します。

3. 現在の時刻を入力してから、次へを選択します。

日付の入力画面が表示されます。
4. 現在の日付を入力してから、次へを選択します。
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「巻戻し中」というメッセージが表示されます。ピストンがリザーバ収納部
のスタート位置に戻ります。これには数秒間かかることがあります。

巻戻しが完了したら、スタートウィザードが完了したことを示すメッセー
ジが表示されます。

5. OKを選択して、ホーム画面に移動してください。

マニュアルモードのホーム画面
電池を交換した後、ポンプがスリープモードから復帰して、まだ別の画面がア
クティブに使用されていない場合は、ホーム画面が表示されます。
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注：この例は、センサ機能がオフのときのマニュアルモードの
ホーム画面を示しています。センサ機能がオフのホーム画面に関
する情報については、132ページの「マニュアルモードで持続グ
ルコースモニタ(CGM)使用時のホーム画面」を参照してください。
スマートガード機能付きのホーム画面に関する情報については、
170ページの「スマートガード機能のホーム画面」を参照してく
ださい。

ホーム画面には以下の項目が表示されます。
項目 説明
ステータスアイ
コン

ステータスアイコンには、ポンプシステムのクイックステータスが
表示されます。詳細については、64ページの「ステータスアイコン」
を参照してください。

現在の時刻 時刻の設定に関する詳細については、185ページの「時刻および日
付」を参照してください。

血糖値 現在の実測血糖値(BG)が表示されます。血糖値は手入力するか、ま
たはペアリングされたアキュチェック™*ガイドLink血糖自己測定器
から送信されます。

残存インスリン 残存インスリンはインスリンポンプから注入されたボーラスイン
スリンで、血糖値を引き続き下降させます。残存インスリンは、必ず
しも超速効型インスリンの薬物動態や薬力学を反映したものでは
ありません。残存インスリンの詳細については、90ページの「ボー
ラスウィザード設定」の残存インスリン時間の説明をご覧ください。

ホーム画面からのショートカット
次の表は、特定のポンプ機能に素早くアクセスするためのショートカット一覧
です。これらのショートカットはホーム画面でのみ機能します。
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ショートカット 説明
ステータス画面にアクセスするにはこのボタンを押します。
イージーボーラス機能がオンの場合、このボタンを長押しすると
イージーボーラスが起動します。ミニメド780Gポンプは最初にマ
ニュアルモードでかつスリープモードである必要があります。
センサ機能がオンになった状態で、目標範囲内の時間 (TIR)画面にア
クセスするにはこのボタンを押します。
ボーラス画面にアクセスするにはこのボタンを押します。表示さ
れるボーラス画面は、現在アクティブなボーラス機能によって異な
ります。

ステータスアイコン
ホーム画面のステータスアイコンは、ポンプシステムの現在のステータスを示
します。詳細なステータス画面を表示する方法については、69ページの「ス
テータス画面」を参照してください。
アイコン名 説明
電池 アイコンの色と目盛りは、ポンプ電池の充電レベルを表します。ポ

ンプの電池が消耗するにつれ、アイコンは以下の順に、緑色から変化
します。

• 電池残量は100%です。
• 電池残量が少なくなっています。
• 電池の使用可能時間は30分未満のため、交換する必要があり

ます。
リザーバ リザーバアイコンは、ミニメドリザーバMMT-332A、3.0mL (300単

位)の充填ステータスを示すものです。
• リザーバには約85%～100%のインスリンが残っています。
• リザーバには約71%～84%のインスリンが残っています。
• リザーバには約57%～70%のインスリンが残っています。
• リザーバには約43%～56%のインスリンが残っています。
• リザーバには約29%～42%のインスリンが残っています。
• リザーバには約15%～28%のインスリンが残っています。
• リザーバには約1%～14%のインスリンが残っています。
• インスリン量は不明です。
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アイコン名 説明
注：アイコン充填レベルは3.0mLリザーバに基づいています。フル
サイズの1.8mLリザーバを使用すると、約43%～56%の黄色のアイ
コンが表示されます。

接続 接続アイコンには、次の情報が表示されます。
• センサ機能がオンで通信中です。
• センサ機能はオンですが、トランスミッタがポンプと通信し

ていません。
ネットワークへ
の一時的接続

は、ポンプが一時的に遠隔アップロード機器に接続されている場
合に表示されます。

センサステー
タス

センサステータスアイコンでは、センサの状態(準備中、有効、要血
糖値)、またはセンサステータスが利用不可である状態を表示します。
これらのアイコンは、センサ機能がオンの場合にのみ表示されます。

• センサが作動しており、センサに対する操作の必要がない場
合は、アイコンの周囲に緑色の円が表示されます。

• アイコンが赤に変わる場合は、血糖値が必要です。
• センサ情報が不明な場合は、アイコンは青色の円で囲まれた

クエスチョンマークになります。
• これは、センサステータスの更新中（準備中および較正中を含

む）で、ポンプが待機している場合に発生します。
センサ寿命 センサ寿命アイコンの数字は、センサ寿命の残り日数を示していま

す。このアイコンは、ステータス画面上に、センサ機能がオンになっ
ている場合にのみ表示されます。新規センサを装着後、アイコンは緑
色になります。センサ寿命の残り日数が1日になると、アイコンが赤
くなります。

センサ寿命の残り日数がまだ取得できない場合(準備中など)は、セ
ンサ寿命アイコンに3つの点が表示されます。
センサ寿命の残り日数が不明の場合は、センサ寿命アイコンにクエ
スチョンマークが表示されます。

ブロックモード ブロックモードアイコン は、ポンプがロックされていることを示
しています。ブロックモードに関する詳細については、186ページの

「ロックモード」を参照してください。
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アイコン名 説明
一時停止 センサによる一時停止アイコン は、「低グルコース前一時停止」ま

たは「低グルコース一時停止」イベントにより、インスリン注入が一
時停止される状態を示します。詳細については、135ページの「低グ
ルコース前一時停止機能」および138ページの「低グルコース一時停
止機能」を参照してください。
一時停止利用不可アイコン は、「低グルコース前一時停止」または

「低グルコース一時停止」機能が使用できないことを示します。詳細
については、139ページの「「低グルコース前一時停止」または「低グ
ルコース一時停止」機能が使用できない場合」を参照してください。

アラート消音 アラート消音アイコン は、アラート消音機能がオンで、一部のア
ラートが音や振動を発生しないことを示します。センサアラートは、
アラート消音機能を使って特定期間消音できます。詳細について
は、157ページの「センサアラートの消音」を参照してください。

注：ステータスアイコンが提供する情報は限られています。たと
えば、リザーバアイコンはリザーバのインスリンが少ないことを
示す場合があります。ステータス画面には、残り単位数などのより
詳しい情報が表示されます。ステータス画面の詳細については、
69ページの「ステータス画面」を参照してください。

メニュー画面
メニューを使って、システムの様々な特徴と機能を表示する画面に移動します。
ホーム画面で  を押してメニューに移動します。選択したメニューオプショ
ンが色付きで表示されます。その他すべてのメニューオプションはモノクロ表
示されます。

メニューを使って次の画面に移動します。
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メニュー選択 メニュー
アイコン

説明

インスリン ボーラス注入、基礎インスリンの設定と注入、ボーラス注入中のボー
ラス停止

履歴とグラフ 履歴、センサグルコース履歴、グラフ、および目標範囲内の時間 (TIR)
の表示

スマートガード スマートガード機能の設定

音とバイブ 通知の音、バイブ、および音量オプションの設定

リザーバと注入セット 新しいリザーバと注入セットの設定、カニューレ充填

血糖 血糖値の入力

ステータス ポンプおよびその他のシステム機能のステータスの表示

ペアリングされた機器 機器またはケアリンクソフトウェアのペアリング

設定 機器設定、注入設定、およびアラート設定

メニューマップ
次の図は、メインメニューから利用可能な画面と機能へのマップを示します。
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音とバイブ画面
音とバイブオプションは、音とバイブ画面で設定します。センサアラートも一
時的に消音できます。アラートの消音方法については、157ページの「センサ
アラートの消音」を参照してください。ホーム画面のステータスアイコンは、ア
ラートが消音されている時を示します。詳細については、64ページの「ステー
タスアイコン」を参照してください。
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音とバイブ設定の変更方法
1. ホーム画面で を押し、 を選択します。
2. 音量を調整します。

a. 音量を選択します。
b. を押します。
c. 、 、 、 を押し、 を押します。

3. 音を選択してから を押し、音をオンまたはオフにします。
4. バイブを選択してから を押し、バイブをオンまたはオフにします。

ステータス画面
ステータス画面からは、ポンプやセンサに関する情報にアクセスすることがで
きます(該当する場合)。ステータス画面からは、すべてのインスリン注入を一
時停止したり、基礎インスリン注入を再開したりするオプションも使用できま
す。
ステータス画面を使って、次の画面またはオプションにアクセスします。
画面またはオプ
ション

説明

ボーラス停止 このオプションは、ボーラス注入が進行中に表示されます。ボーラス
停止を選択して、アクティブなボーラスを停止します。

全注入一時停止
または基礎注入
再開

このオプションは、インスリン注入が現在一時停止中かどうかを示
します。全注入一時停止を選択すると、インスリン注入を一時停止し
ます。基礎注入再開を選択すると、基礎インスリン注入を再開しま
す。詳細については、84ページの「すべてのインスリン注入の一時
停止と基礎レートインスリン注入の再開」を参照してください。

スマートガード
のチェックリス
ト画面

この画面には、ポンプがスマートガード機能を使用するための前提
条件のリストが表示されます。詳細については、168ページの「ス
マートガードのチェックリスト」を参照してください。

ポンプステータ
ス画面

この画面には、ポンプステータス、リザーバステータス、電池ステー
タス、ポンプシリアル番号、ポンプ名、モデル番号、およびその他の
ポンプ詳細を示す詳細ビューが表示されます。

センサステータ
ス画面

この画面は、センサ機能が有効な場合にのみ表示されます。センサ寿
命、トランスミッタの電池寿命を含むセンサステータス画面には、ト
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画面またはオプ
ション

説明

ランスミッタのシリアル番号およびバージョン番号が表示されま
す。

ステータス画面の表示方法
1. ホーム画面で を押し、 を選択します。

2. または を押して、ステータス画面を選択し、 を押します。

基礎注入情報の表示
現在の基礎レートの表示方法

1. ホーム画面で を押し、 を選択します。
2. 基礎レートを選択します。

現在の基礎レートが画面上部に表示されます。

基礎レートパターンの表示方法
1. ホーム画面で を押し、 を選択します。
2. 基礎レートパターンを選択します。

基礎レートパターン画面には、設定した基礎レートパターンのリストと、
それぞれの基礎レートパターンでの24時間の合計インスリン量が表示さ
れます。起動中の基礎レートパターンの横にはチェックマークが付いて
います。

3. 基礎レートパターンの詳細を表示するには、基礎レートパターンを選択
します。
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基礎レートパターンに関する詳細については、79ページの「基礎レー
トパターン」を参照してください。

24時間をカバーする設定
ポンプ機能の中には、24時間にわたって設定を変更できるものもあります。
このセクションの手順は、24時間にわたって複数の値を設定する方法を示し
ます。これらの手順は次のタスクに適用されます。

• 基礎レートパターン設定
80ページの「新しい基礎レートパターンの追加」を参照してください。

• 高グルコース設定
142ページの「高グルコース設定のセットアップ」を参照してください。

• 低グルコース設定
145ページの「低グルコース設定のセットアップ」を参照してください。

• ボーラスウィザード機能の糖質比、インスリン効果値、および目標血糖値
91ページの「ボーラスウィザード機能の設定」を参照してください。

たとえば、以下のスクリーンショットでは、基礎インスリンレートが時刻によっ
て変更できるように基礎レートパターンが設定されています。

注：次の手順では、基礎レートパターンの変更画面を例として使
用します。
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24時間にわたる値の設定方法
1. 適切な設定画面で、終了時刻を選択して、最初の時間帯の終了時刻を入力

します。この例では、最初に設定したい時間は8時です。開始時刻は常に
00:00から始まり、8時を設定する場合は終了時刻に8:00を入力します。

2. 最初の時間帯に単位数を入力します。

3. を押します。
次の時間帯の開始時刻が表示されます。

4. 次の時間帯の終了時刻を入力します。
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5. 次の時間帯の単位数を入力します。

6. を押します。
次の時間帯の開始時刻が表示されます。

7. 終了時刻24:00に到達するまで、希望する各時間帯に対してステップ3～5
を繰り返します。これは、24時間で完了します。
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インスリン注入の設定
本章では、さまざまな種類のインスリン注入の使用方法について説明します。

基礎インスリンの設定
基礎インスリンとは、食事を摂取しない状態で目標血糖値を維持するために終
日、身体が必要とする「基盤」となるインスリンを指します。基礎インスリンは、
1日に必要なインスリンのおよそ半分に相当します。ミニメド780Gインスリ
ンポンプは、 インスリンを24時間持続的に注入することで、膵臓に似た働き
をします。

警告：ポンプは、基礎レートパターンを用いて使用することを想定
しています。基礎レートパターンは手動で入力し、ポンプに保存す
る必要があります。基礎レートパターンが入力・保存されるまで、
ポンプは基礎レート0.0U/hで動作します。基礎レートをプログラ
ムするためのリマインダーメッセージはありません。必要な基礎
レートパターン内容を決定するには、医療従事者にご相談くださ
い。基礎レートパターンに関する詳細については、79ページの

「基礎レートパターン」を参照してください。

基礎レート
基礎レートとは、ポンプが1時間に持続的に注入する基礎インスリンの量を指
します。1日を通じて同じ基礎レートを使用するか、時間により異なるレートが
必要であるかは、患者さんによって異なります。
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基礎レートには、1つ以上の基礎レートパターンを設定します。各基礎レート
パターンで24時間をカバーします。基礎レートパターンに関する詳細につい
ては、79ページの「基礎レートパターン」を参照してください。

最大基礎レート
最大基礎レートとは、ポンプが1時間あたりに注入可能な基礎インスリンの最
大量を指します。医療従事者が指示した最大基礎レートを設定します。基礎レー
トの上限値を超過する基礎レート、一時基礎レート、またはプリセット一時基礎
レートを設定することは不可能です。基礎レートパターンまたはプリセット一
時基礎レートを設定した後、最大基礎レートは既存の基礎レートを下回ること
はできません。最大基礎レートは1時間あたり0～35単位で設定できます。

最大基礎レートの設定方法
1. ホーム画面で を押し、 を選択します。
2. 注入設定 > 最大基礎レート/ボーラスを選択します。

最大基礎レート/ボーラス画面が表示されます。

3. 最大基礎レートを選択します。

4. 最大基礎レート画面に進むには、続行を選択します。
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5. 最大基礎レートを選択して、1時間あたりの基礎インスリン単位の最大値
を設定します。

6. 保存を選択します。

基礎レートパターン
昼夜を通して投与される基礎インスリンの量は、基礎レートパターンによって
決定されます。基礎レートパターンは、24時間全体をカバーするように設定し
た、1～48の基礎レートで構成されます。基礎インスリン必要量が変化する可
能性があるため、基礎レートパターンは8つまで設定可能です。
以下の例は、3つの異なる時間帯に対して3つの基礎レートを設定した1つの
基礎レートパターンを示します。

基礎レートパターンを決定するには、医療従事者にご相談ください。基礎レー
トパターンは手動で入力し、ポンプに保存する必要があります。基礎レートを
プログラムするためのリマインダーメッセージはありません。

インスリン注入の設定 79

■
イ

ン
ス

リ
ン

注
入

の
設

定



警告：基礎レートパターンが入力されていることを確認します。
基礎レートパターンが必要なのに入力・保存されていない場合、
基礎インスリンの注入量が不足する可能性があります。インスリ
ンの注入量が不足すると、重度の高血糖を引き起こす可能性があ
り、糖尿病性ケトアシドーシスを引き起こす可能性があります。

新しい基礎レートパターンの追加
この手順では、初めて新しい基礎レートパターンを追加する方法について説明
します。基礎レートパターンを追加するには、224ページの「その他の基礎レー
トパターンの追加」を参照してください。

新しい基礎レートパターンの追加方法：
1. ホーム画面で を押し、 を選択します。
2. 注入設定 > 基礎レートパターン設定を選択します。

3. 基礎レート1を選択します。
4. オプションを選択してから変更を選択します。

80



5. 1つの基礎レートを設定するには、最終時刻を変更する必要はありませ
ん。24:00で を押します。

注：24時間にわたる複数の基礎レートの設定方法につい
ては、71ページの「24時間をカバーする設定」を参照し
てください。

6. 完了を選択します。

基礎パターンを確認します。 を押すと前の画面に戻り、変更を行うこ
とができます。

注： を押して保存が選択されない場合、変更は保存さ
れません。

注意：操作をしないと、ポンプ画面が暗くなることがあり
ます。設定入力後に保存が選択されないと、操作をしない
で画面が暗くなってから2分後に、保存されていない設定
が失われます。

7. 保存を選択します。

注：基礎レートパターンをプログラムすることは、インスリンポ
ンプを使用するための設定で重要な部分です。医療従事者から指
示された設定に基づき、これらが正確にプログラムされているこ
とを確認するために、設定を確認してください。
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一時基礎レート
一時基礎レート機能は、短期の活動または状況に対して血糖値を管理する目的
で直ちに使用することのできる、一時基礎レートの設定および開始に役立ちま
す。
プリセット一時基礎レートは、繰り返し発生する短期的な状況に合わせて設定
できます。プリセット一時基礎レートの詳細については、221ページの「プリ
セット一時基礎レート」を参照してください。一時基礎レートの期間は30分間
～24時間です。一時基礎レート注入が完了またはキャンセルされた後、プログ
ラムされた基礎レートパターンが再開されます。一時基礎レートおよびプリ
セット一時基礎レートは、現在の基礎レートパターンに対するパーセントを使
用するか、特定のレートを設定することにより定義できます。その方法を以下の
表で説明します。
一時基礎レートの種類 説明
パーセント パーセントを使用すると、一時基礎レートの持続中、起

動中の基礎レートパターンにプログラムした基礎レート
のパーセント量で注入されます。基礎レートが1時間あ
たり1単位未満に設定されている場合、一時基礎レートの
量は0.025単位で切り捨てられます。また基礎レートが1
時間あたり1単位を越えて設定されている場合、一時基礎
レートの量は0.05単位で切り捨てられます。
一時基礎レートは、予定されている基礎レートの0～
200％の範囲で注入を行うよう設定することができます。
使用されるパーセントは、一時基礎レートの持続時間中
に予定されている基礎レートの最大値に基づいており、
最大基礎レートによって制限されます。

レート レートを使用すると、一時基礎レートの持続中、一定の基
礎インスリンレート(1時間あたりの単位)で注入されま
す。設定量は最大基礎レートによって制限されます。

一時基礎レートの開始
一時基礎レートを開始する場合、基礎注入は、設定時間の間、一時基礎レートに
変更されます。注入時間が終了すると、基礎インスリンは起動中の基礎レート
パターンに自動的に戻ります。
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一時基礎レートの開始方法
1. ホーム画面で を押し、 を選択します。
2. 基礎レート > 一時基礎レートを選択します。
3. 持続時間を設定します。

4. 次へを選択します。
5. タイプを選択し、レートまたはパーセントを選択します。

6. 選択したタイプに応じて、以下のいずれかを行います。
• パーセントを入力する
• 基礎レートを入力する

確認を選択して一時基礎レートの設定を確認します。
7. 開始を選択して一時基礎レートを開始します。

注入中、ホーム画面に一時基礎レートバナーが表示されます。
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すべてのインスリン注入の一時停止と基礎レートインスリン注入の再開
この機能を使用して、すべてのアクティブな基礎およびボーラスインスリン注
入を一時停止します。インスリンが注入されていないことを通知するタイマー
は15分毎に発生します。ポンプは、音とバイブ設定に基づいて、音が鳴るかあ
るいはバイブが作動します。

注：1回目のタイマーは、ポンプの画面が暗くなった15分後に発
生します。ボタンを押してポンプを復帰させると、再びポンプの
画面が暗くなってから15分経過するまでタイマーは発生しませ
ん。タイムアウト設定を変更するには、185ページの「表示オプ
ション」を参照してください。

基礎インスリン注入を継続するには、基礎レート再開機能を使用します。ポン
プはプログラムされている基礎レートパターンを開始しますが、以前にプログ
ラムされたボーラス注入は開始されません。

注：基礎注入を停止することなくボーラス注入のみを停止する
には、98ページの「ノーマルボーラス注入の停止」を参照して
ください。
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警告：ボーラス中にインスリン注入が一時停止された場合は、イ
ンスリン注入を再開する前に、ポンプの1日の履歴をチェックして
注入済みのインスリン量を確認してください。インスリン注入の
再開時に、ボーラス注入とカニューレ充填は再開されません。必要
であれば、新規ボーラスまたはカニューレの充填をプログラムし
てください。基礎レートインスリン注入を再開し忘れると、高血糖
および糖尿病性ケトアシドーシスにつながるおそれがあります。

警告：音またはバイブオプションを使用する場合、音または振動
による通知にのみ頼らないようにしてください。ポンプのスピー
カやバイブレータに不具合が生じると、これらの通知が期待どお
りに発動しない可能性があります。通知が発動しないと、インスリ
ンの過剰注入または過少注入が生じるおそれがあります。これは
通常、イージーボーラス機能を使用中またはポンプが手動一時停
止状態にある場合に起こります。ご不明点がある場合は、メドトロ
ニック24時間サポートラインにお問い合わせください。

すべてのインスリン注入の一時停止方法：
1. ホーム画面で を押し、 を選択します。
2. 全注入一時停止を選択します。

確認メッセージが表示されます。
3. はいを選択してすべてのインスリン注入を一時停止します。

インスリン注入を再開するまで、ポンプ機能は制限されます。
インスリンの一時停止中、ホーム画面に注入一時停止バナーが表示され
ます。
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基礎インスリン注入の再開方法：
1. インスリン注入の一時停止中、ホーム画面から を押してから、 を選択

します。
2. 基礎注入再開を選択してください。

確認メッセージが表示されます。

3. 基礎インスリン注入を再開するには、はいを選択します。
ポンプの一時停止中に一時基礎レートがアクティブであった場合、設定
した時間内であれば、注入が再開されます。

注：注入一時停止する前に進行中であったボーラス注入
が必要な場合、1日の履歴画面で、実際に注入されたボー
ラス単位と目的のボーラス量を確認してください。次に、
必要に応じて新しいボーラス量を設定します。1日の履
歴画面の使用に関する詳細については、201ページの「1
日の履歴画面」を参照してください。
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血糖値の入力
システムの使用を継続するために、実測血糖値の入力を要求されることがあり
ます。さらに、必要に応じて、実測血糖値をいつでも入力することができます。
血糖値画面では、血糖値を手入力することができます。過去に手入力した値ま
たは血糖自己測定器の値は血糖値画面に表示されません。リンクされた血糖自
己測定器から受信した血糖値は、確認が必要な別の血糖測定器画面に表示され
ます。

血糖値を手動入力する方法：
1. ホーム画面で を押し、 を選択します。
2. 血糖値を入力します。
3. 保存を選択します。

血糖自己測定器からの血糖値の確認方法
• 血糖測定器画面に「この血糖値でいいですか？」というメッセージが表示

されたら、はいを選択して血糖値を確認します。
血糖値受信済みメッセージが表示されます。

ボーラス注入の設定
ボーラスは、炭水化物を含む食事をカバーする、あるいは目標範囲を超える血
糖値を是正するという、2つの理由で注入されます。

ボーラス注入について
ボーラスは、マニュアルボーラス機能またはボーラスウィザード機能のいずれ
かを利用して注入することができます。ノーマルボーラス、スクエアウェーブ
ボーラス、およびデュアルウェーブボーラスなど複数の種類のボーラス注入も
利用可能です。ボーラスの種類は、個人のインスリン必要量によって異なりま
す。選択肢について医療従事者にご相談の上、最適な注入方法を決定してくだ
さい。様々な種類のボーラス注入の詳細については、231ページの「ボーラスの
種類」を参照してください。
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ボーラス注入オプション
次の表では、ボーラスウィザード機能またはマニュアルボーラス機能を利用し
てボーラスを注入する方法について説明します。
注入オプション 説明
ボーラスウィザード機能 血糖自己測定器の値または食事から予想される糖質量の

いずれか、あるいは両方を入力します。その後、ボーラス
ウィザード機能が個々の設定に基づいて推定ボーラス量
を計算します。
ボーラスウィザード機能はマニュアルモードでのみ使用
できます。
ボーラスウィザード機能の使用に関する詳細について
は、89ページの「ボーラスウィザード機能」を参照して
ください。

マニュアルボーラス機能 ボーラス量を計算して手入力します。
マニュアルボーラス機能の使用に関する詳細について
は、98ページの「マニュアルボーラス機能によるノー
マルボーラスの注入」を参照してください。

最大ボーラス量
最大ボーラス量の設定では、1回のボーラスで注入可能なインスリンの量が制
限されます。ポンプは、1回のボーラスインスリン注入が最大ボーラス量を超
えないよう設計されています。最大ボーラス量は0～25単位で設定できます。
医療従事者が指示した最大ボーラス量を設定します。
プリセットボーラス注入の設定後に最大ボーラス量を設定する場合、最大ボー
ラス量は既存のプリセットボーラス量を下回って設定することはできません。
最大ボーラス量の設定は、マニュアルモードで注入されるボーラス量とスマー
トガード機能で注入されるボーラス量に適用されます。

最大ボーラス量の設定方法
1. ホーム画面で を押し、 を選択します。
2. 注入設定 > 最大基礎レート/ボーラスを選択します。

最大基礎レート/ボーラス画面が表示されます。
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3. 最大ボーラス量を選択します。

4. 最大ボーラス量画面に進むには、続行を選択します。
5. 最大ボーラス量を選択してから、ポンプが1回のボーラスで注入可能な

インスリン単位数の最大値を入力します。

6. 保存を選択します。

ボーラスウィザード機能
ボーラスウィザード機能では、ボーラスウィザード設定を使用し、入力した血
糖値と糖質量に基づいて推定ボーラス量を計算します。
ボーラスウィザード機能が設定された後、ノーマルボーラスを使って食事ボー
ラス、補正ボーラス、または食事と補正ボーラスを注入します。詳細について
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は、96ページの「ボーラスウィザード機能によるノーマルボーラスの注入」を
参照してください。
ボーラスウィザード機能は、デュアルウェーブボーラスまたはスクエアウェー
ブボーラスの注入にも使用できます。詳細については、231ページの「ボーラ
スの種類」を参照してください。

ボーラスウィザード設定
ボーラスウィザード機能を使用するには、医療従事者と相談して使用すべき個
人設定を決定してください。設定を完了するには、糖質比、インスリン効果値、
目標血糖値、および残存インスリン時間が必要です。ボーラスウィザード設定を
変更する前に、必ず医療従事者にご相談ください。設定手順は91ページの

「ボーラスウィザード機能の設定」以降にに記載されています。
設定 説明
糖質比 糖質比の設定値は、食事ボーラスの計算に使用されます。

1単位のインスリンで処理される糖質のグラム数です。
インスリン効果値 インスリン効果値は、補正ボーラス量の計算に用いられま

す。
インスリン効果値とは、1単位のインスリンで低下する血
糖値です。

目標血糖値 ボーラスウィザード機能では、目標血糖値範囲に基づいて
推定ボーラスを計算します。設定した上限値および下限値
は、血糖値が補正される値です。範囲ではなく1つの目標値
を使用する場合は、目標血糖値の上限値と下限値に同じ値
を設定します。
血糖値が上限目標値を上回っていると、補正用量が計算さ
れます。血糖値が下限目標値を下回っていると、マイナスの
補正用量が計算され、食事ボーラスから差し引かれます。

残存インスリン時間 残存インスリンとは、ポンプによって注入されたボーラス
インスリンのうち、血糖値を下げる効果が持続しているも
のを指します。ポンプでは、過去のボーラスによる残存イン
スリンが体内に残っているかどうかを判定する際に、残存
インスリン時間設定を使用します。これは、高血糖の過剰補
正によって低血糖が生じるのを予防するのに役立ちます。
現在の残存インスリン量はホーム画面に表示され、既に注
入されたボーラスインスリンのみを含みます。
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設定 説明
使用するインスリンの種類と生理学的なインスリン吸収率
をもっともよく反映した残存インスリン時間を求めるには、
医療従事者にご相談ください。

ボーラスウィザード機能の設定
ボーラスウィザード機能を使用してボーラス量を計算するには、まずボーラス
ウィザード機能をオンにして、ボーラスウィザード設定を入力する必要があり
ます。

ボーラスウィザード機能の設定方法：
1. ホーム画面で を押し、 を選択します。
2. 注入設定 > ボーラスウィザード設定を選択します。

ボーラスウィザード設定画面が表示されます。

3. ボーラスウィザードを選択して機能をオンにします。
ボーラスウィザード機能をオンにするのが初めての場合、次の画面が表示
されます。

4. 必要な値を入力する準備ができていることを確認してから、次へを選択
します。
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糖質比 1/4画面が表示されます。

5. 次へを選択します。
糖質比の変更 1/4画面が表示されます。

6. 1つの糖質比を入力するには、g/Uを入力してから を押します。

注：24時間にわたって複数の糖質比を設定する方法につ
いては、71ページの「24時間をカバーする設定」を参照
してください。

7. 次へを選択します。

注：値が範囲外の場合、設定を確認するよう求めるメッ
セージが表示されます。

効果値 2/4画面が表示されます。
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8. 次へを選択します。
効果値の変更 2/4画面が表示されます。

9. 1つの効果値に対して、U単位あたりのmg/dLを入力してから を押し
ます。

注：24時間にわたって複数の効果値を設定する方法につ
いては、71ページの「24時間をカバーする設定」を参照
してください。

10. 次へを選択します。
目標血糖値 3/4画面が表示されます。

11. 次へを選択します。
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目標血糖値 3/4画面が表示されます。

12. 1つの血糖値目標範囲について、目標上限値と下限値を入力してから を
押します。

注：24時間にわたって複数の目標血糖範囲を設定する方
法については、71ページの「24時間をカバーする設定」を
参照してください。

13. 次へを選択します。
残存インスリン時間 4/4画面が表示されます。

14. 次へを選択します。
残存インスリン時間 4/4画面が表示されます。
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15. 残存インスリン時間の持続時間を入力してから を押します。
16. 保存を選択します。

これでボーラスウィザード機能の設定は完了しました。

ボーラスウィザード機能をオフにする
ボーラスウィザード機能はいつでもオフにすることができます。ボーラスウィ
ザードの設定はポンプに保存されます。ボーラスウィザード機能をオフにする
と、ボーラス画面にはボーラスウィザードメニューの選択肢が表示されず、イ
ンスリン効果値または目標血糖値の設定はボーラスウィザード設定画面から
変更することはできません。

ボーラスウィザード機能をオフにする方法
1. ホーム画面で を押し、 を選択します。
2. 注入設定 > ボーラスウィザード設定を選択します。
3. ボーラスウィザードを選択してボーラスウィザード機能をオフにします。

警告：注射器やペンを用いてインスリンを手動で投与した後しば
らくは、ボーラスの計算にボーラスウィザード機能を使用しない
でください。手動による注射は残存インスリン量として計算され
ません。そのため、ボーラスウィザード機能は、必要以上のインス
リン注入を促す場合があります。インスリン量が多すぎると低血糖
を引き起こすおそれがあります。インスリンを手動で注射したあ
と、ボーラスウィザード機能の残存インスリン計算値を信頼でき
るまでの所要時間については、医療従事者にご相談ください。

ノーマルボーラス
ノーマルボーラスでは、1回のインスリン注入を直ちに行います。ノーマルボー
ラスは、食事摂取する際、または高い血糖測定値を補正する際に使用します。

注：ポンプは、スクエアウェーブボーラス、またはデュアルウェー
ブボーラスのスクエア分の注入中に、ノーマルボーラスを注入す
ることができます。
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ボーラスウィザード機能によるノーマルボーラスの注入
ボーラスウィザード画面には、直近の血糖値が表示されます。ボーラスウィザー
ド画面の異なる血糖値表示方法を表で示します。
ボーラスウィザード画面 血糖値情報

アイコンは、ボーラスウィザード機能で補正ボー
ラスを計算するために、直近の実測血糖値が使用さ
れていることを示します。

補正ボーラスを計算するためのボーラスウィザー
ド機能で使用できる血糖値がない場合、血糖値は
ダッシュ記号で表示されます。

ボーラスウィザード機能を使用したノーマルボーラスの注入方法
1. 補正ボーラス、または食事ボーラス＋補正ボーラスを行う場合は、血糖

自己測定器を使用して血糖値をチェックします。

注：血糖測定値を手入力する詳しい方法については、87
ページの「血糖値の入力」を参照してください。

2. ホーム画面で を押し、 を選択します。
3. ボーラス > ボーラスウィザードを選択します。

ボーラスウィザード画面が表示されます。
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4. 食事ボーラスの場合は、糖質を選択して食事の糖質量を入力します。食事
を摂取しない場合の補正ボーラスでは、糖質量の値を0のままにします。

5. 計算されたボーラス量がボーラスの欄に表示されます。

ボーラス量に変更が必要な場合は、ボーラスを選択してボーラス量を変更
します。

6. ボーラス注入を選択してボーラスを開始します。
ボーラス注入が開始されると、ビープ音が鳴るかポンプが振動して、メッ
セージが表示されます。ホーム画面には、注入中のボーラス量が表示さ
れます。ボーラス注入が完了するとビープ音が鳴るかポンプが振動しま
す。
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マニュアルボーラス機能によるノーマルボーラスの注入
以下の手順では、マニュアルボーラス機能を使用してノーマルボーラスを注入
する方法について説明します。

マニュアルボーラス機能を使用したノーマルボーラスの注入方法
1. ホーム画面で を押し、 を選択します。
2. 以下のいずれかを行ってください。

• ボーラスウィザード機能がオフの場合、ボーラスを選択します。
• ボーラスウィザード機能がオンの場合、ボーラス > マニュアル

ボーラスを選択します。
マニュアルボーラス画面が表示されます。

3. ボーラスを選択して、ボーラス注入量(単位数)を設定します。
4. ボーラス注入を選択してボーラスを開始します。

ノーマルボーラス注入の停止
こちらの手順では、ノーマルボーラスを停止する方法を説明します。

警告：ボーラスインスリン注入を停止するには、必ず を押して
から を選択し、次にボーラス停止を選択してください。ボーラス
インスリンを停止するために、全注入一時停止機能を使用しない
でください。全注入一時停止機能を用いると、両方のインスリン注
入(基礎注入およびボーラス注入)が停止します。基礎インスリン注
入を再開しなければ、インスリンが不足し、血糖値が高くなるおそ
れがあります。
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注：すべてのインスリン注入を停止するには、全注入一時停止機
能を使用します( を押して を選択し、全注入一時停止を選択し
ます)。全注入一時停止機能の使用方法の詳細については、「すべ
てのインスリン注入の一時停止と基礎レートインスリン注入の再
開」を参照してください。

ノーマルボーラス注入の停止方法
1. ポンプがノーマルボーラス量を注入している間、 を押してから を選択

します。
インスリンメニューが表示されます。

2. ボーラス停止を選択します。
ボーラス注入を停止すべきかどうか確認するメッセージが表示されます。

3. はいを選択して確認します。
ボーラス中止画面が現れ、注入したボーラス量と、設定した元のボーラス
量が表示されます。
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4. 完了を選択します。

注：注入量は、手順終了後にインスリン注入履歴画面で
確認できます。詳細については、201ページの「1日の履
歴画面」を参照してください。
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リザーバおよび注入セット
本章では、リザーバおよび注入セットの設定に関する情報を説明します。

リザーバおよび注入セットの設定
初めてポンプでインスリンを使用する前に、ポンプの時刻と日付が正確なこと
を確認します。ポンプの時刻と日付の変更方法については、185ページの「時刻
および日付」を参照してください。ポンプでインスリンを使用する前に、医療
従事者に相談して適切なポンプ設定を決定します。
次の品目が必要となります。

• ミニメド780G インスリンポンプ
• 超速効型インスリンU-100のバイアル
• ミニメドまたはメドトロニックリザーバ
• ミニメドまたはメドトロニック適合の注入セットおよびユーザガイド

警告：残存インスリンがなくなるまで、インスリンの初回注入に
はポンプを使用しないでください。インスリンを使用する前に、ト
レーニング目的でポンプでボーラス注入した場合、残存インスリン
量が不正確となります。このため不正確なインスリン注入が行わ
れ、重大な健康被害につながるおそれがあります。詳細について
は、191ページの「残存インスリンの消去」を参照してください。
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注：身体への挿入方法については、注入セットによって異なる可
能性があります。リザーバと注入セットを変更するためには、本章
のセクション内のすべての手順に従う必要があります。

リザーバの取り外しとポンプの巻き戻し
初めてリザーバをポンプに挿入する場合、ポンプ巻き戻し手順に進みます。リ
ザーバに関する詳細については、リザーバユーザガイドを参照してください。

警告：ポンプの巻戻しや注入セットのチューブの充填を行う前に、
注入セットが身体から外れていることを確認してください。チュー
ブが身体に装着された状態で、リザーバをポンプに取り付けない
でください。意図せずにインスリンが注入され、低血糖を引き起こ
すおそれがあります。

ポンプを巻き戻すと、リザーバ収納部のピストンが元の位置に戻り、新しいリ
ザーバのポンプへの取付が可能になります。
ピストンはポンプのリザーバ収納部にあります。ピストンはリザーバに接続さ
れており、チューブにインスリンを送る役割をします。

リザーバの取外し方法
1. 石鹸と水で手を洗います。
2. 粘着テープをめくって体からはがし、注入セットを取り外します。

注：体から注入セットを取り外す方法については、注入
セットに同梱のユーザガイドを参照してください。
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3. オプションのアクティビティガードがポンプのリザーバ収納部に取り付
けられている場合は、この時点で取り外します。

4. チューブコネクタを反時計方向に半回転させて、リザーバとコネクタを
ポンプから取り外します。

5. 使用済みのリザーバと注入セットを廃棄する場合は、お住まいの地域の
条例に従って廃棄するか、医療従事者にお問い合わせください。

ポンプの巻戻し方法
1. ホーム画面で を押し、 を選択します。
2. 新リザーバを選択します。

新リザーバ画面が表示されます。

注入セットが体に接続されている場合、この時点で取り外します。体から
注入セットを取り外す方法については、注入セットに同梱のユーザガイ
ドを参照してください。
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リザーバがまだポンプに入っている場合、この時点で取り外します。リ
ザーバの取り外し方法については、104ページの「リザーバの取り外し
とポンプの巻き戻し」を参照してください。

3. 巻戻しを選択してください。
リザーバ収納部のピストンが元の位置に戻ると、「巻き戻し」メッセージ
がピストンに表示されます。

ポンプが巻き戻しを終了すると別のメッセージが表示され、次に新リザー
バ画面が表示されます。

これで、リザーバを充填し、注入セットチューブコネクタに接続するこ
とができます。ポンプ画面で次へを選択することにより、次のセクショ
ンのステップに従ってこれらのアクションを完了します。

リザーバの充填および注入セットチューブへの接続

警告：使用するまでインスリンは必ず室温にしておいてください。
インスリンの温度が低いと、リザーバおよびチューブに気泡が発生
し、インスリンの注入量が不正確になるおそれがあります。
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次の手順は、記載されている順序で実行する必要があります。

リザーバの充填および注入セットチューブへの接続方法
1. リザーバをパッケージから取り出し、プランジャを十分に広げます。

2. インスリンバイアルの上部をアルコールで拭きます。
3. プランジャを押し下げず、青色のトランスファガードをバイアルにしっ

かり押し込みます。

4. プランジャを押し下げたままにします。これによりバイアルに圧力がか
かります。プランジャを押し下げたまま、バイアルが上に来るようにバ
イアルをひっくり返します。プランジャロッドから指をはなし、プラン
ジャを引き下げて、リザーバにインスリンを充填します。
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5. リザーバの側面を軽く叩き、気泡をリザーバの上部に集めます。プラン
ジャを押し上げ、気泡をバイアルに移動させます。

6. 必要に応じて、プランジャを必要なインスリン量にまでゆっくりと引き下
げます。

7. 液体がリザーバの上端に付着するのを回避するため、バイアルをひっくり
返して真っすぐな状態にします。リザーバを反時計方向に回し、トラン
スファガードからリザーバを真っすぐに引き抜きます。
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警告：リザーバの先端あるいはチューブコネクタ内部に
液体の付着が認められる場合は、リザーバおよび注入セッ
トを使用しないでください(画像参照)。液体により通気孔
が一時的に塞がれる可能性があります。その場合、インス
リンの過剰注入または過少注入が生じ、その結果、高血糖
あるいは低血糖を引き起こすおそれがあります。リザーバ
の先端、またはチューブコネクタ内部に液体が付着してい
ることが確認されたら、新しいリザーバと注入セットに交
換してください。

これで、リザーバを注入セットチューブに接続する準備ができました。
8. 注入セットユーザガイドの指示に従って、注入セットチューブを取り扱

います。
9. 注入セットチューブコネクタをリザーバに取り付けます。スライドして入

るまでコネクタを時計方向に回し、リザーバにゆっくりと押し込みます。
カチッと音がしてリザーバとコネクタが固定されるまで、コネクタを押
しながら回します。
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10. 気泡がある場合、リザーバの側面を軽く叩き、気泡をリザーバの上部に強
制的に集めます。次に、チューブにインスリンが見えるようになるまで
プランジャを押し上げることで、気泡を除去します。

11. プランジャを引っ張らずに反時計方向に回して、リザーバから取り外し
ます。

12. ポンプ画面の新リザーバ画面で次へを選択します。

注：バックライトはオフになっている可能性があります。
いずれかのボタンを押して、画面をオンにします。

新リザーバ画面が表示され、リザーバをポンプに入れる準備ができてい
ることを示します。

ポンプ画面で次へを選択する前に、次のセクションの手順に従ってこの
アクションを完了します。

リザーバのポンプへのセットおよびチューブへのインスリン充填
トレーニングを受けるまでは、リザーバをポンプに入れないでください。

警告：新しいリザーバを入れる前に、必ずポンプを巻き戻してく
ださい。ポンプを巻き戻していないと、誤ってインスリンが注入さ
れ、低血糖を引き起こすおそれがあります。
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警告：ポンプの巻戻しや注入セットのチューブの充填を行う前に、
注入セットが身体から外れていることを確認してください。チュー
ブが身体に装着された状態で、リザーバをポンプに入れないでく
ださい。それにより、誤ってインスリンが注入され、低血糖を引き
起こすおそれがあります。

リザーバのポンプへのセット方法およびチューブへのインスリン充填方法
1. ポンプが巻き戻されていることを確認してください。詳細については、

104ページの「リザーバの取り外しとポンプの巻き戻し」を参照してくだ
さい。

2. リザーバをポンプのリザーバ収納部に入れます。

注：初めてポンプが使用される場合、赤い輸送用キャッ
プをリザーバ収納部から取り外します。

3. コネクタがロックされるまで、チューブコネクタを時計方向に回します。
チューブコネクタがポンプ上部に対し横方向になるよう揃える必要があ
ります。
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4. 新リザーバ画面で次へを選択します。
リザーバの取付画面が表示されます。

5. 画面上にチェックマークが表示されてポンプがビープ音を鳴らすか振動
するまで、取付を選択して長押しします。

注：取付けプロセス開始後に を押すと、取付未完了ア
ラームが発生します。

6. 次へを選択します。
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チューブ充填画面が表示されます。

7. チューブ充填画面で充填を選択して長押しします。ポンプから6回ビープ
音が鳴ります。
チューブの充填中はポンプからビープ音が鳴り続け、使用インスリン量が
画面に表示されます。

警告：必ずチューブ内に気泡がないことを確認してくだ
さい。残った気泡がチューブからなくなるまで充填を押し
続けてください。気泡があるとインスリン注入が不正確に
なるおそれがあります。

8. 注入セットの針先からインスリンの液滴が落ちてきたら、充填から指を離
します。

注：注入セットの針の場所は、使用する注入セットの種
類によって異なります。

注：最大充填量到達アラームが発生した場合、チューブ
の充填に使用したインスリンが30単位を超えたことを意
味します。最大充填量到達アラームの詳細については、

「ポンプのアラーム、アラート、およびメッセージ」を参照
してください。

9. チューブ充填画面で次へを選択します。
カニューレ充填?画面が表示されます。
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注入セットが挿入されるまでは、カニューレを充填しないでください。次
のセクションのステップに従って、ポンプ画面のステップに進む前に注入
セットを体内に挿入します。

注：注入セットで鋼製カニューレが使用されている場合、
カニューレに充填の必要はなく、完了を選択することが
できます。

注入セットの身体への装着
注入セットを身体に装着する方法については、注入セットユーザガイドとサー
タユーザガイドを必ず参照してください。

警告：注入セットが身体に接続されている場合は、ポンプからリ
ザーバを取り外さないでください。そうすると、インスリンの過剰
注入または過少注入が生じ、その結果、高血糖あるいは低血糖を引
き起こすおそれがあります。

次の例で、注入セット挿入が承認されている領域はグレー表示となっています。
臍の周囲5.0cm (2インチ)の範囲は避け、装着しやすい適切な注入部位を確保し
てください。

114



注意：注入セットの装着に、同じ場所を長期間にわたって使用し
ないでください。その部位が過剰使用になるおそれがあります。定
期的に注入セット装着部位のローテーションを行ってください。

注意：注入セットユーザガイドの指示通り、必ず注入セットを交換
してください。同じ注入セットを長期間使用すると、注入セットの
閉塞または装着部位感染症が起こるおそれがあります。

注入セットを身体に装着後、次のセクションのステップに従ってカニューレを
充填します。

カニューレ充填
注入セットを身体に装着して導入針を引き抜いたら、ソフトカニューレにイン
スリンを充填する必要があります。カニューレ充填に必要なインスリン量は、
使用される注入セットの種類によって異なります。詳細については、注入セッ
トに付属しているユーザガイドを参照してください。

注：リザーバのみを交換する場合は、カニューレ充填は必要あり
ません。リザーバのみを交換する場合は、カニューレ充填？画面で
完了を選択してください。
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警告：ポンプをカニューレ充填？画面のままにしておかないでく
ださい。「カニューレ充填？」画面になっている間は、インスリン注
入が一時停止します。必ずカニューレ充填を終了するか、ホーム画
面に戻ってインスリン注入の停止が続かないようにしてください。
インスリン注入を長時間停止状態にすると、高血糖を引き起こす
おそれがあります。

カニューレの充填方法：
1. カニューレ充填?画面で充填を選択します。

カニューレ充填画面が表示されます。

2. 使用する注入セットに対して充填量が正しいことを確認し、次のうちい
ずれかを行います。

• 充填量が正しい場合、 を押して今すぐ充填を選択してから
を押します。

• 充填量が不正確な場合、 を押します。正しい量に変更し、 を
押します。それから、今すぐ充填を選択します。

注：ポンプは、最後に使用した充填量を記憶します。常に
充填量が正しいことを確認してください。

画面には、カニューレに充填されるインスリンの単位数が表示されます。
注入が完了すると、ポンプは音やバイブを発します。カニューレ充填後は、
ホーム画面が表示されます。
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注：次の手順は、カニューレ充填を中止する必要がある場合にの
み行います。

カニューレ充填停止方法
1. 充填中止を選択しカニューレ充填を停止します。

2. はいを選択します。
充填中止画面が表示されます。

3. 完了を選択します。

注入セットの取外し
注入セットの取り外し方法については、注入セットユーザガイドを参照してく
ださい。

注入セットの再取付け
注入セットの再取付け方法については、注入セットユーザガイドを参照してく
ださい。
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リザーバのみの交換(同じ注入セットを使用)
メドトロニックエクステンデッド注入セットおよびメドトロニックエクステ
ンデッドリザーバを使用している場合は、リザーバのみの交換について注入
セットのユーザガイドを参照してください。

118



6 ペ
ア

リ
ン

グ
さ

れ
た

機
器



 



6
 

ペアリングされた機器
本章では、ミニメド780Gインスリンポンプを対応機器とペアリングする方法を
説明します。

アキュチェック™*ガイドLink血糖自己測定器の設定
スマートデバイス接続機能を搭載したミニメド780Gインスリンポンプは、ア
キュチェック™*ガイドLink血糖自己測定器とのみペアリングして、血糖値(BG)
を自動的に受信することができます。アキュチェック™*ガイドLink血糖自己
測定器がポンプとペアリングされていない場合は、血糖値を手入力します。ポ
ンプが血糖値を受信すると、ビープ音が鳴るか、振動するか、あるいはその両方
が発動します。血糖値を確認し、必要に応じてボーラスを注入します。血糖値が
12分間以内に確認されない場合、血糖値は保存されません。血糖値が70mg/dL
～250mg/dLの範囲外の場合、アラートが表示されます。医療従事者の指示に
従って、低血糖または高血糖を治療してください。
ポンプと血糖自己測定器のペアリングを行うには、以下のアイテムを使用しま
す。

• スマートデバイス接続機能付きミニメド780Gインスリンポンプ
• アキュチェック™*ガイドLink血糖自己測定器

注：国によって、アキュチェック™*ガイドLink血糖自己測定器が
販売されていない場合があります。ISO 15197に準拠した血糖自
己測定器の使用が推奨されます。オプションについては、医療従
事者にご相談ください。
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ポンプと測定器のペアリング
スマートデバイス接続機能を搭載したミニメド780Gインスリンポンプは、最大
で4台のアキュチェック™*ガイドLink血糖自己測定器とペアリングすること
ができます。

血糖自己測定器とポンプのペアリングの準備：
1. 血糖自己測定器でOKボタンを押してオンにします。
2. 設定を選択します。

3. 無線を選択します。

4. 測定器画面に確認画面が表示されたら、はいを選択します。あるいは、確
認画面が表示されない場合、ペアリングを選択します。
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測定器画面に機器のシリアル番号が表示されます。これで測定器とポン
プのペアリングの準備ができました。

ポンプと血糖自己測定器のペアリングの準備：
1. ホーム画面で を押し、 を選択します。
2. 新しい機器のペアリングを選択します。

検索中...画面が表示されます。ポンプが検索を完了すると、機器の選択画
面が表示されます。

3. 測定器画面に表示されるシリアル番号と一致する測定器を選択します。
正しいシリアル番号が表示されない場合、再検索を選択します。

4. ポンプ画面と測定器画面に表示されるシリアル番号が一致した場合、確認
を選択します。
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シリアル番号が正しくない場合、 を押します。
接続がうまくいったら、「ペアリング成功」のメッセージがポンプに表示
されます。測定器の画面に、「ポンプとペアリングしました」というメッ
セージが、ポンプのシリアル番号とともに表示されます。「機器認識不能」
というアラートが表示された場合、「ポンプのアラーム、アラート、およ
びメッセージ」で詳細を参照してください。

ポンプとトランスミッタのペアリング
センサを使用するには、ポンプとトランスミッタをペアリングする必要があり
ます。ペアリングすると、ポンプとトランスミッタがワイヤレス接続を通して
相互に通信します。ポンプとペアリングできるトランスミッタは1つだけです。
トランスミッタがポンプとすでにペアリングされている場合、トランスミッタ
を削除してから続行します。ポンプからトランスミッタを削除する方法につい
ては、270ページの「ポンプからトランスミッタのペアリング解除」を参照し
てください。

ポンプとトランスミッタのペアリング：
1. トランスミッタを充電器に取り付けます。トランスミッタをフル充電し

てください。トランスミッタは充電器に取り付けたままにします。
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注：トランスミッタがフル充電されたら、充電器の2つ
のライトはいずれもオフになります。詳細については、ト
ランスミッタのユーザガイドを参照してください。

2. ホーム画面で を押し、 を選択します。
3. トランスミッタ(充電器に取り付けたままの状態)をポンプの隣に配置し

ます。

4. 新しい機器のペアリングを選択します。

検索中...画面が表示されます。

注：検索には20秒ほどかかる場合があります。

5. 充電器からトランスミッタを取り外します。トランスミッタのライトが
10回点滅してからオフになります。
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機器の選択画面が、選択可能な機器のリストとともに表示されます。
6. トランスミッタの裏面に示されたシリアル番号と一致するCGM機器を

選択します。

7. ポンプ画面に表示されたトランスミッタのシリアル番号が、トランスミッ
タの裏側にあるシリアル番号と一致する場合、確認を選択します。
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シリアル番号が正しくない場合、 を押します。
接続がうまくいったら、「ペアリング成功」のメッセージがポンプに表示
されます。トランスミッタがポンプと通信中、センサ機能はオンとなり、
がホーム画面に表示されます。トランスミッタとセンサの併用方法につ
いては、150ページの「トランスミッタとセンサの接続」を参照してくだ
さい。「機器認識不能」というアラートが表示された場合、「ポンプのア
ラーム、アラート、およびメッセージ」で詳細を参照してください。

ミニメドモバイルアプリ
ミニメドモバイルアプリは、ミニメド780Gシステムと互換性のあるオプショ
ンの付属品です。このアプリは、ユーザがCGMとポンプデータを表示できる補
助ディスプレイを提供します。アプリが機能するためには互換性のあるスマー
トフォンが必要となります。アプリは、iOS™*とAndroid™*プラットフォーム
の両方で入手することができます。インストール方法については、ミニメドモ
バイルアプリのユーザガイドを参照してください。

ケアリンクソフトウェアへの機器データのアップロード
ミニメドモバイルアプリまたはブルーアダプタを使用して、システムデータを
ケアリンクソフトウェアにアップロードすることができます。ブルーアダプタ
を使用してシステムデータをアップロードする際は、ケアリンクソフトウェア
の指示に従ってください。アプリを用いてミニメド780Gシステムデータをケ
アリンクソフトウェアにアップロードする手順に関しては、ミニメドモバイル
アプリのユーザガイドを参照してください。

ケアリンクソフトウェアにアップロードするためにポンプを準備する方法
1. ホーム画面で を押し、 を選択します。
2. ケアリンクのペアリングを選択します。

ケアリンクアップローダの指示に従ってステップを実行します。
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持続グルコースモニタ
本章では、センサ設定の入力および持続グルコースモニタ(CGM)の設定方法に
ついて説明します。CGMでは以下のアイテムが必要です。

• ミニメド780G インスリンポンプ
• 医療従事者によって提供されるグルコース設定
• ガーディアン4センサ
• ガーディアン4トランスミッタ

CGM概要
CGMとはグルコースモニタツールのひとつであり、グルコースセンサを使用し
て、間質液中のグルコース量を測定します。CGMは、次の方法で血糖値を管理
します。

• 昼夜にわたってグルコース値をトラッキングして表示します。
• これは、食事、運動、および服薬が血糖値に及ぼす影響を表示します。
• 高血糖値や低血糖値を防ぐために、アラートなどの追加ツールを提供しま

す。
• これは、間質液中のグルコースを測定し、測定器は血液中の血糖値を測定

します。グルコース値と測定器の測定値は異なる場合があります。
センサにシステムと併用するための較正は必要ありません。ただし、ポンプに
送信されたすべての血糖値は、センサを較正するために利用されます。
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マニュアルモードで持続グルコースモニタ(CGM)使用時のホーム画面
センサ機能がアクティブな場合、ホーム画面にはグルコース値の情報を示すリ
アルタイムグラフが表示されます。

注：スマートガード機能が有効な場合のホーム画面を確認する
には、170ページの「スマートガード機能のホーム画面」を参照し
てください。

CGMのマニュアルモードでホーム画面に表示されるアイコンの詳細について
は、64ページの「ステータスアイコン」を参照してください。

グルコースアラート設定
グルコースアラートはグルコース値が特定の速度で変化したとき、指定した上
限または下限に達したとき、または上限または下限に達する前にも発生します。
ポンプは、下限に達する前または達した時点でインスリン注入を一時停止する
ようにも設定できます。

高グルコース設定
高グルコース設定は、次の条件下でアラートを発動します。

• グルコース値が急速に上昇した(上昇アラート)。
• グルコース値が上限に達した(高グルコース予測アラート)。
• グルコース値が上限に達した(高グルコースアラート)。

次のグラフは高グルコース設定の種類を表示しています。
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高グルコース設定 説明
上限値 上限は、一部の高グルコース設定の基準として使用されます。最

高8つの時間帯まで、上限を100～400mg/dLの範囲で設定する
ことができます。

高グルコース予測ア
ラート

この設定では、グルコースが上限に到達することが予測される
場合に、高グルコースの発生の可能性に注意を促すためアラー
トを発生させます。

高グルコース到達
時間

この設定で、上限に到達するまでの高グルコース予測アラート
が発生する時間を決定します。5分～30分の範囲で設定するこ
とができます。

高グルコースア
ラート

この設定では、グルコース値が上限に達するか、または超過す
るとアラートが表示されます。

高グルコースア
ラート

この設定では、250mg/dL以上のグルコース値が3時間続くと
アラートが表示されます。これは固定設定であり、変更できま
せん。

上昇アラート この設定では、食事後やボーラス注入を行わなかった場合など、
グルコースが急激に上昇している場合にアラートが表示されま
す。上昇レートを以下のようにトレンド矢印、またはカスタム上
昇レートに合わせて設定します。

•  - グルコースが1分あたり1mg/dL以上の速度で上昇して
いる場合。

•  - グルコースが1分あたり2mg/dL以上の速度で上昇し
ている場合。
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高グルコース設定 説明
•  - グルコースが1分あたり3mg/dL以上の速度で上昇

している場合。
• カスタム - グルコース値が1分あたり1.0mg/dL～5.0mg/dL

の範囲で設定したカスタム速度で上昇している場合。
上昇速度 この設定により、上昇アラートが発生する時点が決定されます。

高グルコース設定をセットアップするには、センサをオンにしてから142ペー
ジの「高グルコース設定のセットアップ」を参照してください。

低グルコース設定
低グルコース設定は、グルコース値が下限に近づいたり到達したりするとア
ラートを発動するか、インスリン注入を一時停止します。

注：ミニメドモバイルアプリを使用して、モバイル端末でセンサ
グラフを表示することができます。ポンプのアラームとアラート
は必ずすべて読んでから承認してください。ポンプで同時に複数
のアラームまたはアラートが生成された場合、モバイル機器には
アラームまたはアラートが1件のみ表示されます。

次のグラフは利用可能な低グルコース設定を表示しています。
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警告：「低グルコース前一時停止」と「低グルコース一時停止」機能
は低血糖値を治療するためのものではありません。グルコース値が
低い場合にインスリン注入を一時停止すると、血糖値が数時間目
標範囲に戻ることなく、低血糖を引き起こす可能性があります。症
状がグルコース値と一致しない場合は、治療を決定する前に血糖
自己測定器を使用して血糖値を確認してください。

マニュアルモードで低グルコース設定をプログラミングする方法については、
145ページの「低グルコース設定のセットアップ」を参照してください。低グル
コース設定をプログラミングする前にセンサ機能をオンする必要があります。

下限値
下限は、一部の低グルコース設定の基準として使用されます。最高8つの時間帯
まで、下限を50mg/dL～90mg/dLの範囲で設定することができます。
低グルコースアラームは、グルコース値が54mg/dL以下に達すると表示され
ます。これは固定設定であり、変更できません。このアラームが表示されるとき、
低グルコースアラームの横にグルコース値が表示されます。

低グルコース前一時停止機能
グルコース値が下限値に近づくと、「低グルコース前一時停止」機能によりイ
ンスリン注入が停止します。この機能により、低グルコース状態の時間を最小限
に抑えることができます。

警告：このユーザガイドの情報を読み、医療従事者からのトレー
ニングを受けるまでは、「低グルコース前一時停止」機能を使用し
ないでください。「低グルコース前一時停止」機能は、最長2時間ま
でインスリン注入を一時停止します。使用条件によっては、ポンプ
が再度一時停止を行って、インスリン注入が不足する場合があり
ます。インスリン過少注入が長時間続くと、高血糖および糖尿病性
ケトアシドーシスのリスクが上昇する可能性があります。常に症状
に注意しておいてください。症状がグルコース値と一致しない場
合、血糖自己測定器の測定値を使ってグルコース値を確認してく
ださい。
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「低グルコース前一時停止」機能はデフォルトでオフとなっています。「低グル
コース前一時停止」機能を使用する前に医療従事者にご相談ください。

「低グルコース前一時停止」機能がオンになっていると、「低グルコースアラー
ト」は自動的にオンとなります。「低グルコース予測アラート」の有効化はオプ
ションです。

• 「低グルコース予測アラート」がオフになっている場合、「低グルコース前
一時停止」アラートが発生しますが、インスリン注入が一時停止した時に
ポンプがビープ音や振動を発することはありません。

• 「低グルコース前一時停止」と「低グルコース一時停止」機能の両方を同時
にオンにはできません。どちらかの機能がオンの場合、「基礎注入再開ア
ラート」を有効にできます。

低グルコース前一時停止の条件
低グルコース前一時停止が起こると、インスリン注入は一時停止します。次の
条件の両方に合致する場合、「低グルコース前一時停止」イベントが発生します。

• グルコース値が下限値、または下限値+70mg/dL以下である場合。
• グルコース値が約30分以内に下限値+20mg/dL以下に達すると予測される

場合。
次の図は、「低グルコース前一時停止」イベント中に発生する可能性のある事象
の例です。
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「低グルコース前一時停止」イベントへの対応
「低グルコース前一時停止」アラートが解除されると、センサによる一時停止ア

イコン が点滅し、「低グルコース前一時停止」がホーム画面に表示されます。
グルコース値が下限値に達すると、「低グルコース」アラートが発生します。

「低グルコース前一時停止」イベントが発生すると、30分間から2時間の範囲
でインスリン注入を一時停止します。基礎インスリン注入は随時、手動で再開
することが可能です。詳細については、148ページの「「低グルコース前一時停
止」または「低グルコース一時停止」イベント時の手動による基礎インスリン注
入の再開」を参照してください。30分後、次の条件の両方が満たされていれば、
基礎インスリン注入が再開されます。

• グルコース値が下限値+20mg/dL以上である場合。
• グルコース値が、30分以内に下限値+40mg/dL以上になると予測される

場合。
「低グルコース前一時停止」アラートが2時間以内に解除されなかった場合、ポ

ンプはインスリン注入を再開し、「基礎注入再開」アラートが表示されます。

低グルコース予測アラート
「低グルコース予測アラート」では、グルコース値が下限に到達することが予測

される場合に、低グルコースの発生の可能性に注意を促すためアラートを発生
させます。

「低グルコース予測アラート」機能の動作を以下に示します。
• 「低グルコース予測アラート」がオンで、一時停止が両方ともオフの場合、

下限値に到達する30分前に「低グルコース予測アラート」が発生します。
• 「低グルコース一時停止」と「低グルコース予測アラート」がオンの場合、下

限値に到達する30分前に「低グルコース予測アラート」が発生します。
• 「低グルコース前一時停止」と「低グルコース予測アラート」がオンの場合、

インスリン注入が一時停止すると「低グルコース前一時停止」アラートが
発生します。詳細については、135ページの「低グルコース前一時停止機能」
を参照してください。
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低グルコース一時停止機能
グルコース値が下限値に達するかそれを下回ると、「低グルコース一時停止」機
能によりインスリン注入は停止します。「低グルコース一時停止」イベントが発
生すると、インスリン注入は一時停止します。この機能は、低グルコースの状態
に対応できない時に使用され、低グルコース状態の時間を最小限に抑えること
ができます。

警告：このユーザガイドの情報を読み、医療従事者からのトレー
ニングを受けるまでは、「低グルコース一時停止」機能を使用しな
いでください。「低グルコース一時停止」機能は、最長2時間までイ
ンスリン注入を一時停止します。使用条件によっては、ポンプが再
度一時停止を行って、インスリン注入が不足する場合があります。
インスリン注入一時停止の時間が長くなると、重症高血糖、ケトー
シス、ケトアシドーシスを発症するリスクが高まるおそれがあり
ます。

「低グルコース一時停止」機能はデフォルトでオフとなっています。「低グルコー
ス一時停止」機能を使用する前に医療従事者にご相談ください。

「低グルコース一時停止」機能がオンになっていると、「低グルコースアラート」
は自動的に有効化されます。詳細については、140ページの「低グルコースア
ラート」を参照してください。
次の図は、「低グルコース一時停止」イベント中に発生する可能性のある事象の
例です。
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「低グルコース一時停止」イベントへの対応
「低グルコース一時停止」アラームが解除されると、センサによる一時停止ア

イコン が点滅し、「低グルコース一時停止」がホーム画面に表示されます。
「低グルコース一時停止」イベントが発生すると、ポンプアラームが発動し、イ

ンスリン注入は30分間～2時間の範囲で一時停止します。インスリン注入は随
時、手動で再開することが可能です。詳細については、148ページの「「低グル
コース前一時停止」または「低グルコース一時停止」イベント時の手動による基
礎インスリン注入の再開」を参照してください。30分後、次の条件が満たされ
ていれば、基礎インスリン注入が再開されます。

• グルコース値が下限値+20mg/dL以上である場合。
• グルコース値が、30分以内に下限値+40mg/dL以上になると予測される

場合。
「低グルコース一時停止」アラームが2時間以内に解除されなかった場合、ポン

プはインスリン注入を再開し、緊急メッセージが表示されます。

「低グルコース前一時停止」または「低グルコース一時停止」機能が使用
できない場合

「低グルコース前一時停止」または「低グルコース一時停止」イベント後、両方の
機能が一定期間非アクティブとなり、インスリン注入が長時間一時停止状態と
なるのを防ぎます。インスリン注入は最長2時間一時停止します。インスリン注
入は随時、手動で一時停止することが可能です。詳細については、84ページの
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「すべてのインスリン注入の一時停止と基礎レートインスリン注入の再開」を
参照してください。

「低グルコース前一時停止」および「低グルコース一時停止」機能が使用できない
場合は、ホーム画面のセンサによる一時停止アイコンに赤いX が表示されま
す。
「低グルコース前一時停止」または「低グル

コース一時停止」イベントへの対応
「低グルコース前一時停止」または「低グル

コース一時停止」機能が使用できない時間
アラートが2時間以内に解除され、ポンプ
は最長2時間一時停止状態となります。

この機能は、基礎インスリン注入が再開し
た後30分間使用することができません。

アラートが2時間以内に解除され、インス
リン注入はグルコースレベルの上昇によ
り自動的に再開されます。

この機能は、基礎インスリン注入が再開し
た後30分間使用することができません。

アラートが2時間以内に解除され、インス
リン注入は手動で再開されます。

この機能は、基礎インスリン注入が再開し
た後30分間使用することができません。

アラートは2時間以内に解除されず、イン
スリン注入はグルコースレベルの上昇に
より自動的に再開されます。

この機能は、基礎インスリン注入が再開し
た後30分間使用することができません。

基礎インスリン注入が自動的に再開され
た後、アラートが30分以内に解除されま
す。

この機能は、30分間のうち、基礎インス
リン注入が再開した後の残り時間使用す
ることができません。

基礎インスリン注入が再開された後、ア
ラートが30分～4時間以内に解除されま
す。

機能は使用することができます。

アラートは解除されず、インスリン注入は
2時間後に再開されます。

この機能は、基礎インスリン注入が自動的
に再開した後4時間使用することができ
ません。

低グルコースアラート
「低グルコース前一時停止」と「低グルコース一時停止」機能の場合、「低グル

コースアラート」は自動的にアクティブになります。「低グルコースアラート」
がオンの場合、グルコースが下限に達したりそれを下回るとポンプにアラート
が表示されます。インスリン注入が一時停止されアラートが解除されない場合、
緊急メッセージが表示されます。
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「低グルコース前一時停止」または「低グルコース一時停止」イベント後の
基礎インスリン注入の自動再開
インスリン注入が「低グルコース前一時停止」または「低グルコース一時停止」
機能のいずれかにより一時停止された場合、以下の条件のいずれかを満たすと、
基礎インスリン注入は自動的に再開します。

• インスリン注入が最低30分間一時停止されている状態で、グルコース値が
最低でも下限値+20mg/dLに達しており30分以内に下限値+40mg/dLを
超えると予測された場合

• 最大値の2時間経過した後

基礎注入再開アラート
「基礎注入再開アラート」は、基礎インスリンが自動的に再開されたことを示し

ます。基礎インスリン注入が再開し、「基礎注入再開アラート」がオフの場合、基
礎インスリン注入が再開したことを示すメッセージが表示されます。
基礎インスリン注入が、最長一時停止時間である2時間経過後に再開した場合、

「基礎注入再開アラート」がオフになっていたとしても、アラートが表示され
ます。

「基礎注入再開アラート」を設定するには、145ページの「低グルコース設定の
セットアップ」を参照してください。

CGMの設定
センサ機能をオンにする方法
グルコースアラートを設定し、グルコースレベルをモニタする前に、センサ機能
をオンにする必要があります。

センサ機能をオンにする方法
1. ホーム画面で を押し、 を選択します。
2. 機器の設定 > センサを選択します。
3. センサを選択して、機能オンとオフを切り換えます。
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高グルコース設定のセットアップ
高グルコース設定の詳細については、132ページの「高グルコース設定」を参照
してください。

高グルコースの設定方法：
1. ホーム画面で を押し、 を選択します。
2. アラート設定 > 高アラートを選択します。

高グルコース設定画面が表示されます。

3. 時間帯を選択します。終了時刻が点滅します。
初回時間帯の開始時間は常に00:00です。最高8つまでの時間帯をセット
アップし、それぞれ異なる上限値を設定することができます。時間帯の合
計は24時間になる必要があります。

4. 終了時刻を設定します。
5. 上限は100mg/dL～400mg/dLの範囲で、5mg/dL単位で設定します。
6. 終了時刻の右側にある矢印を選択し、この時間帯の高アラートを選択し

ます。
画面が表示され、選択した時間帯の高アラートが表示されます。
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7. 以下のアラートを必要に応じて設定します。
a. 上限値に達する前にアラートを受信する場合、高グルコース

アラートを選択します。
b. 上限値に達する前にアラートを受信する場合、高グルコース

到達時間オプションを5～30分の範囲で設定します。
c. 上限値に達した時点でアラートを受信する場合、高グルコー

スアラートを選択します。
d. グルコース値が急速に上昇した時にアラートを受信する場合

は、上昇アラートを選択します。
8. 上昇アラートがオンの場合、次のステップを実行して上昇速度を設定し

ます。そうでない場合は、ステップ9に進んでください。
a. 下にスクロールして上昇速度を選択します。

上昇速度画面が表示されます。

b. 上昇速度に1つ、2つ、または3つの矢印を選択するか、ある
いはカスタム速度を入力します。
矢印選択肢 アラート発生時のグルコース値が上昇する最

小速度。
グルコース値が1分あたり1mg/dL以上の速
度で上昇している場合。
グルコース値が1分あたり2mg/dL以上の速
度で上昇している場合。
グルコース値が1分あたり3mg/dL以上の速
度で上昇している場合。
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注：これらの矢印がホーム画面に表示さ
れ、グルコース値の上昇速度を示します。

c. カスタム速度を入力するにはカスタムを選択し、カスタムア
ラート値画面に上昇速度を入力してから、OKを選択します。

d. もう一度OKを選択して、上昇速度設定を確認します。
9. 次へを選択します。

10. 必要に応じ、残りの時間帯を入力して24時間を完成させます。

注：24時間に複数の上限を設定する方法については、71
ページの「24時間をカバーする設定」を参照してくださ
い。

11. 完了を選択します。
12. 高グルコース設定を確認し、保存を選択します。

高グルコース設定の変更方法
1. ホーム画面で を押し、 を選択します。
2. アラート設定 > 高アラートを選択します。

高グルコース設定画面が表示されます。
3. 変更を選択します。
4. 時間帯を選択して調整します。
5. 任意のアラート設定を選択して調整するか、または設定のオンまたはオ

フを切り替えます。
6. 次へを選択します。
7. 完了を選択します。
8. 高グルコース設定を確認し、保存を選択します。
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高スヌーズ
高スヌーズ機能は、高アラートが繰り返されるまでの時間を設定します。指定
されたスヌーズ時間が経過しても高アラート条件が存在する場合、ポンプには
高アラートが再表示されます。

高アラートスヌーズの設定方法：
1. ホーム画面で を押し、 を選択します。
2. アラート設定 > 高／低スヌーズを選択します。

スヌーズ画面が表示されます。
3. 高スヌーズを選択し、5分～3時間の範囲で、5分刻みで時間を入力しま

す。
4. 保存を選択します。

低グルコース設定のセットアップ
低グルコース設定の情報については、134ページの「低グルコース設定」を参照
してください。

低グルコースの設定方法：
1. ホーム画面で を押し、 を選択します。
2. アラート設定 > 低アラートを選択します。

低グルコース設定画面が表示されます。

3. 時間帯を選択します。終了時刻が点滅します。
初回時間帯の開始時間は常に00:00です。最高8つまでの時間帯をセット
アップし、それぞれ異なる下限値を設定することができます。時間帯の合
計は24時間になる必要があります。
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4. 終了時刻を設定します。
5. 下限は50mg/dL～90mg/dLの範囲で、5mg/dL単位で設定します。
6. 終了時刻の右にある矢印を選択し、時間帯の低グルコース設定を選択し

ます。
画面が表示され、選択した時間帯に使用可能な設定を示します。

7. 以下のアラートを必要に応じて設定します。
a. 下限値に達する前にインスリン注入を一時停止するようポン

プを設定する場合、低グルコース前一時停止を選択します。
b. 下限値に達する前にアラートを受信する場合、低グルコース

予測アラートを選択します。
c. グルコース値が下限に達したか、それを下回った時にインス

リン注入を一時停止するようポンプを設定する場合、低グル
コース一時停止を選択します。

d. グルコース値が下限値に達したか、それを下回った時にア
ラートを受信する場合、低グルコースアラートを選択します。

e. 一時停止イベント中、基礎インスリン注入が再開されたとき
にアラートを受信する場合、基礎注入再開アラートを選択し
ます。このアラートがオフの場合でも、基礎インスリン注入
再開メッセージは表示されます。

注：「低グルコース前一時停止」と「低グル
コース一時停止」機能の両方を同じ時間帯
でオンにすることはできません。
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8. 次へを選択します。
9. 必要に応じ、残りの時間帯を入力して24時間を完成させます。

注：24時間で複数の下限を設定する方法については、71
ページの「24時間をカバーする設定」を参照してくださ
い。

10. 完了を選択します。
11. 低グルコース設定を確認し、保存を選択します。

低グルコース設定の変更方法
1. ホーム画面で を押し、 を選択します。
2. アラート設定 > 低アラートを選択します。

低グルコース設定画面が表示されます。
3. 変更を選択します。
4. 時間帯を選択して調整します。
5. 任意のアラート設定を選択して調整するか、または設定のオンまたはオ

フを切り替えます。
6. 次へを選択します。
7. 完了を選択します。
8. 低グルコース設定を確認し、保存を選択します。

低スヌーズ
低スヌーズ機能は、低アラートが繰り返されるまでの時間を設定します。指定
されたスヌーズ時間が経過しても低アラート条件が存在する場合、ポンプには
低アラートが再表示されます。

低スヌーズの設定方法
1. ホーム画面で を押し、 を選択します。
2. アラート設定 > 高／低スヌーズを選択します。

スヌーズ画面が表示されます。
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3. 低スヌーズを選択し、5分～1時間の範囲で、5分刻みで時間を入力しま
す。

4. 保存を選択します。

「低グルコース前一時停止」または「低グルコース一時停止」イベント時の
手動による基礎インスリン注入の再開

「低グルコース前一時停止」または「低グルコース一時停止」イベントによりポ
ンプがインスリンを停止すると、ホーム画面にどの機能が有効かが表示されま
す。

基礎インスリン注入は、特定の条件が満たされると自動的に再開します。基礎
インスリン注入は随時、手動で再開することもできます。

基礎注入を手動で再開する方法：
1. ホーム画面で を押し、 を選択します。
2. 基礎レート再開を選択します。
3. はいを選択し、基礎インスリン注入を再開します。

センサの装着
装着部位の選択に際しては、皮下脂肪が十分な部位を選択してください。ガー
ディアン4センサは、以下の年齢層の人による以下のセンサ装着部位での使用
について研究および承認されています。
センサの装着方法については、センサユーザガイドを参照してください。
承認された年齢 センサ装着部位
2～17歳 腕および臀部
18歳以上 腹部および腕
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注：上腕の背面および臀部にセンサを装着する場合、補助を必要
とする場合があります。患者さんによっては、センサを自分で腕
および臀部に装着するのが難しいことがあります。
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トランスミッタとセンサの接続
トランスミッタとセンサの接続方法については、トランスミッタのユーザガイ
ドを参照してください。

センサの起動
センサを挿入してトランスミッタとペアリングした後、ポンプに新センサ使用
開始画面が表示されます。

新しいセンサの使用開始方法：
1. 新センサ使用開始がポンプ画面に表示されたらそれを選択します。

「センサ準備中…」というメッセージが表示されます。

注：「センサ準備中...」というメッセージが表示されるま
で5分ほどかかる場合があります。この準備には2時間ほ
どかかります。

2. OKを選択します。
センサ準備が完了するまで「センサ準備中…」というメッセージがホーム
画面に表示されます。
センサ準備が完了すると、ポンプはグルコース値の受信を開始します。

センサの再接続
センサが体内に挿入された状態でトランスミッタをセンサから取り外すと、ポ
ンプはトランスミッタがセンサに再接続された時点を検出し、「センサ接続完
了」というメッセージが表示されます。
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センサの再接続：
1. センサ再接続を選択します。

「センサ準備中…」というメッセージが表示されます。

注：「センサ準備中…」というメッセージが表示されるま
で5分ほどかかる場合があります。この準備には2時間ほ
どかかります。

2. OKを選択します。
センサ準備が完了するまで「センサ準備中…」というメッセージがホーム
画面に表示されます。
センサ準備が完了すると、ポンプはグルコース値の受信を開始します。

センサ機能の無効化
センサ機能は、随時オフにできます。トランスミッタをセンサから取り外すと、
センサ機能をオフにしてセンサアラートが発生するのを防ぎます。設定を変更
するには、その前に、センサ機能をが再びオンになっていなければなりません。

センサ機能の無効化方法
1. ホーム画面で を押し、 を選択します。
2. 機器の設定 > センサを選択します。
3. センサを選択します。
4. はいを選択して、センサ機能をオフにします。

CGMの使用
CGMを使うと、グルコーストレンドを識別して、グルコース値が急激に上昇ま
たは下降すると通知を送ります。次の情報を使って、履歴グルコース値を解釈
して、必要に応じてセンサアラートを消音します。
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警告：グルコース値と血糖値は異なる場合があります。症状がグ
ルコース値と一致しない場合は、治療を決定する前に血糖自己測
定器を使用して血糖値を確認してください。症状がグルコース値と
一致しない場合に血糖値の確認を怠ると、インスリンの過剰注入
または過少注入が生じ、その結果、低血糖もしくは高血糖を引き起
こすおそれがあります。グルコース値が症状と一致しない状況が
継続する場合は、グルコース値を用いた糖尿病の管理方法について
医療従事者にご相談ください。

CGMを使用したときのセンサグラフ
センサグラフには、ポンプに送信される直近のグルコース値の情報が表示され
ます。ミニメドモバイルアプリを使用中の場合、モバイル機器でセンサグラフを
表示することができます。

センサグラフには以下の情報が表示されます。
• 直近のグルコース値
• 直近3時間、6時間、12時間、または24時間のグルコース値履歴
• グルコース値の上限および下限
• 入力された糖質量
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• グラフに表示された期間に注入されたボーラス量
• 「低グルコース前一時停止」または「低グルコース一時停止」により発生した

一時停止イベント
• 血糖値の入力

グルコース値がグラフに表示されない理由には次のようなものがあります。
• 装着したばかりのセンサがまだ準備中である。
• 再接続したばかりのセンサの準備が整っていない。
• エラーまたはセンサ関連のアラートが発生している。センサアラートの一

覧については、「CGM (センサ)アラーム、アラートおよびメッセージ」を参照
してください。

センサグラフの表示方法：
1. ホーム画面で、  ボタンを押します。

3時間のグラフがフルスクリーンで表示されます。
2. 6時間、12時間、および24時間のグラフに移動するには、 ボタンを押

します。
3. ボタンを押して、グルコース値およびイベント詳細を表示します。
4. フルスクリーン表示を終了するには、 を押すか、 のボタンを再度押し

ます。

グルコース値を用いた治療決定
CGMを使って経験を取得した後、グルコース値を使って治療決定を行うこと
ができます。治療決定は、次を含むすべての情報に基づいて行う必要がありま
す。

• グルコース測定値
• トレンドの矢印
• 目標血糖範囲
• 残存インスリン
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• 有効なアラート
• 服薬、運動など最近の活動

グルコース値を用いて治療決定を行う前
グルコース値を用いて治療決定を行う前に、医療従事者に相談して次のことを
行います。

• 糖尿病管理計画を立てる
• 個人の目標血糖範囲を決める

初めてCGMを使用する際は、血糖自己測定器の測定値を使って治療決定し、そ
してグルコース値を確認します。

グルコース値の代わりに血糖自己測定器の測定値を使用する場合
次の条件では、グルコース値の代わりに血糖自己測定器の測定値を使って治療
決定を行います。
条件 治療の決定
パラセタモールまたはアセトアミノフェ
ンを含む薬剤を服用している。

グルコース値を用いて治療決定を行う前
に、服用を中止します。解熱または風邪症
状の治療を目的としたパラセタモールま
たはアセトアミノフェン含有薬が、グル
コース値を上昇させる可能性があります。

グルコース値が正確かどうか疑わしい。 グルコース値を用いて治療決定を行う前
に、血糖自己測定器の測定値を利用してグ
ルコース値を確認します。

ボーラスウィザード機能が使用されてい
る。

ボーラスウィザード機能を使用してボー
ラスを計算するには、実測血糖値を入力し
ます。

要血糖値の入力アラートが表示される。 グルコース値を用いて治療決定を行う前
に、アラートを解除して、実測血糖値を入
力します。

要血糖値アラートが表示される。 グルコース値を用いて治療決定を行う前
に、アラートを解除して、実測血糖値を入
力します。

グルコース値が症状と一致しない。 治療を決定する前に、血糖自己測定器を使
用して血糖値を確認します。引き続きグル
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条件 治療の決定
コース値が症状と一致しない場合は、医療
従事者にご相談ください。

直近のグルコース値が得られない。 以下の状況ではグルコース値を取得でき
ません。

• 新しいセンサを起動した。
• センサ更新中の通知が表示されてい

る。
• センサの較正が必要。

グルコース値が再度利用できるようにな
るまで、治療決定には血糖自己測定器の測
定値を使用します。

CGM情報の使用
次のCGM情報は治療決定に役立ちます。

• 直近のグルコース値
• センサトレンドグラフ
• トレンドの矢印
• アラート
• 残存インスリン

トレンドグラフは、グルコース値が最近どのように変化したかを示します。ト
レンドの矢印の数は、直近のグルコース値が上昇または下降している速度を示
します。グルコース値は、食事、ボーラス投与、または運動など特定の活動中に
上下する可能性があります。これらのアイコンは、センサ機能がオンになって
いる場合にのみ表示されます。

• または ：グルコース値は、過去20分間に20～40mg/dL、または毎分1
～2mg/dLのレートで上昇または下降しています。

• または ：グルコース値は、過去20分間に40～60mg/dL、または毎
分2～3mg/dLのレートで上昇または下降しています。

• または ：グルコース値は、過去20分間に60mg/dLを上回る、
または毎分3mg/dLを上回るレートで上昇または下降しています。
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利用可能な残存インスリンについて考慮してください。残存インスリンにより、
グルコースが減少し、治療決定に影響が及ぶ可能性があります。残存インスリ
ンに関する詳細については、90ページの「ボーラスウィザード設定」を参照し
てください。
マニュアルモードでボーラス量を調整する前に、医療従事者にご相談の上、糖
尿病管理に役立つCGM情報の利用戦略を立ててください。
治療を決定する際の指針として、以下の表をご利用ください。
表示されるグルコース値お
よび矢印 低グルコース 目標グルコース 高グルコース
グルコース値および矢印
なし

血糖自己測定器の測定値を
使って、治療決定を行いま
す。

血糖自己測定器の測定値を
使って、治療決定を行いま
す。

血糖自己測定器の測定値を
使って、治療決定を行いま
す。

グルコース値(矢印なし)

軽食または即効性のある炭
水化物の摂取が必要となる
場合があります。

直近のボーラス、残存イン
スリン量、および摂取した
食事を評価します。グル
コース値の変化に注意しま
す。

補正ボーラス注入を検討し
ます。
マニュアルモードでは、
ボーラスウィザード機能
は、血糖値および残存イン
スリンに基づき、ボーラス
すべきかの判断をサポート
してくれます。
スマートガード機能を使用
中かつ自動補正機能がオフ
の場合は、スマートガード
ボーラス機能により推奨補
正ボーラスが決定されま
す。
スマートガード機能を使用
中かつ自動補正機能がオン
の場合は、経過を観察しま
す。

グルコース値と 、 、ま
たは
表示される矢印が多いほ
ど、グルコース値の上昇速
度は速くなります。

グルコース値をモニタし、
症状を考慮し、グルコース
値が目標値に戻るかどうか
を確認します。

残存インスリン量を評価し
ます。直近の食事または軽
食でボーラスがまだ注入さ
れていない場合は、追加イ
ンスリンが必要となる可能
性があります。

補正ボーラス注入を検討し
ます。
マニュアルモードでは、
ボーラスウィザード機能を
用いて血糖値を利用した
ボーラス計算を行い、上昇
しているグルコース値に基
づきボーラス量を調整しま
す。ボーラス注入間隔を近
づけすぎないようにするこ
とが推奨されます。
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表示されるグルコース値お
よび矢印 低グルコース 目標グルコース 高グルコース

スマートガード機能を使用
中かつ自動補正機能がオフ
の場合は、スマートガード
ボーラス機能により推奨補
正ボーラスが決定されま
す。
スマートガード機能を使用
中かつ自動補正機能がオン
の場合は、経過を観察しま
す。

グルコース値および 、
または

表示される矢印が多いほ
ど、グルコース値の下降速
度は速くなります。

軽食または即効性のある炭
水化物の摂取が必要となる
場合があります。

残存インスリン量を評価し
ます。
軽食または即効性のある炭
水化物の摂取が必要となる
場合があります。
スマートガード機能を使用
している場合は、経過を観
察します。

残存インスリン量を評価し
ます。
最近の活動を評価します。
マニュアルモードでは、
ボーラスウィザード機能を
用いて血糖値を利用した
ボーラス計算を行い、下降
しているグルコース値を調
整します。ボーラス注入間
隔を近づけすぎないように
することが推奨されます。
グルコース値をモニタし、
症状を考慮し、グルコース
値が目標値に戻るかどうか
を確認します。

注：グルコース値に基づいて治療決定を行う前に、必ず高血糖ま
たは低血糖の症状を考慮してください。

センサアラートの消音
アラート消音機能では、一定期間センサアラートを消音します。このオプショ
ンを使用すると、アラート消音アイコン がホーム画面に表示されます。発生
したアラートは表示されますが、消音されていれば音や振動は発生しません。
この情報はアラーム履歴画面で確認することができます。

注：アラート消音機能を使っても、スマートガード終了アラート、
高グルコースアラート、グルコース値が54mg/dL以下になった場
合の低グルコースアラームmg/dLは消音されません。これらの通
知は、設定済みのグルコース閾値に基づき、消音できません。
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以下の表で、各オプションで消音になるセンサアラートについて説明します。
オプション 消音になるアラート
高アラートのみ 高グルコースアラート、高グルコース予測アラート、上昇ア

ラート
高／低アラート 高グルコースアラート、高グルコース予測アラート、上昇アラー

ト、低グルコースアラート、低グルコース予測アラート、低グル
コース前一時停止、基礎注入再開アラート
注：「低グルコース前一時停止」または「低グルコース一時停止」
オプションがオンになっていると、「低グルコースアラート」は
消音できません。

センサアラート全て 上記の高／低アラートで示した全てのアラートおよび以下のア
ラート

• 血糖値の入力によって発生し得る全ての較正アラート、タ
イマー、またはエラーメッセージ

• センサ装着に関連した全てのアラート(センサ準備中、セン
サの交換、センサの使用期限、センサのエラー、接続の問題
に関するアラートを含む)

• トランスミッタに関連した全てのアラート(トランスミッタ
電池アラートおよび接続の問題を含む)

センサアラートの消音方法
1. ホーム画面で を押し、 を選択します。
2. センサアラート消音を選択します。

3. 高アラートのみ、高／低アラート、またはセンサアラート全てを選択し
ます。各項目で消音になるアラートの詳細については、前の表を参照し
てください。
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注：センサアラート全てを消音にすると、グルコース値、
センサ、およびトランスミッタ関連の大部分のアラート
の音と振動が発生しなくなります。グルコース値が
54mg/dL以下になった場合の低グルコースアラーム、ス
マートガード終了アラート、および高グルコースアラー
トは消音されません。

4. 持続時間を設定します。持続時間は30分から24時間まで、15分刻みで
設定可能です。

5. 開始を選択します。

アラート消音のキャンセル方法
1. ホーム画面で を押し、 を選択します。
2. アラート消音を選択します。

3. アラート消音キャンセルを選択します。

持続グルコースモニタ 159

■
持

続
グ

ル
コ

ー
ス

モ
ニ

タ



160



8 ス
マ

ー
ト

ガ
ー

ド



 



8
 

スマートガード
本章では、スマートガード機能の設定および使用開始方法を説明します。スマー
トガード機能は、ガーディアン4トランスミッタおよびガーディアン4センサが
提供するグルコース値を利用して、インスリン注入を自動的に調整します。

はじめに
スマートガード機能では、食事情報、グルコース値(SG)、およびスマートガード
目標値を用いて基礎インスリン注入を管理します。また、高グルコース値を補正
するために補正ボーラスを自動的に注入することもできます。スマートガード
機能を利用して操作するためには、ミニメド780Gインスリンポンプに1日当
たり最小8単位、最大250単位のインスリン量が必要です。

注：自動補正機能では、グルコース値を使ってボーラスインスリ
ン投与量を決定します。自動補正ボーラスは、ユーザの承認なしで
注入されます。グルコース値の精度は、血糖自己測定器を使用し
てチェックした血糖値の精度を下回る場合があります。スマート
ガード機能でボーラス注入する際に血糖値が提供されない場合
は、グルコース値が利用されます。

スマートガード機能は、グルコースレベルが70mg/dL～180mg/dLの範囲にと
どまる時間を最大化するよう設計されています。次の表は、範囲内の時間を最
大化するためにシステムで使用される機能を説明しています。
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機能名 説明
スマートガード目標：
100mg/dL、
110mg/dL、または
120mg/dL

医療従事者とご相談の上、範囲内の時間を最大化するため
に使用するスマートガード目標を決定します。デフォルト
設定は100mg/dLです。

オート基礎レート スマートガード機能を使用すると、グルコース値および直
近のインスリン注入ニーズに基づいて基礎インスリンが自
動的に注入されます。

グルコース値に基づく
自動補正ボーラス目
標：120mg/dL

スマートガード機能で補正ボーラスが必要であると判断し
た場合、ミニメド780Gシステムが5分おきにボーラスを自
動注入する可能性があります。自動補正のデフォルト設定
はオンです。

一時目標：150mg/dL 一時目標は、運動時などインスリン必要量が少ないイベン
トに対して設定することができます。運動に一時目標を使
用する場合、運動開始1～2時間前に開始することを考慮し
てください。一時目標が有効な間、自動補正ボーラスは注入
されません。

注：スマートガード機能を利用する場合でも、食事ボーラスは必
要です。

スマートガード機能で、食事のインスリンを注入するには、正確なセンサ測定
および糖質情報が必要となります。本インスリン療法では、食事分を補うボー
ラス注入を行うために、ボーラス機能を使用する必要があります。

オート基礎
スマートガード機能が有効な場合は、センサからのグルコース値を使用して基
礎インスリン注入量が計算されます。インスリンの自動注入はオート基礎と呼
ばれます。

自動補正
スマートガード機能で70mg/dL～180mg/dLの時間を最大化するために補正
が必要であると判定されると、ポンプが自動的にボーラスを注入する可能性が
あります。これは自動化されたボーラスであるため、アクションは必要ありま
せん。ホーム画面には、自動補正がいつ発生するかが表示されます。
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スマートガード機能が有効な状態のボーラス注入
食事ボーラスはスマートガード機能を使用中に注入できます。詳細について
は、172ページの「スマートガード機能でのボーラス注入」を参照してくださ
い。

スマートガード機能の設定準備
スマートガード機能を有効にするには48時間の準備期間が必要です。この準
備期間は、ポンプがインスリン注入を始めた後の夜中に開始され、センサの使用
を必要としません。準備期間中、ポンプはスマートガード機能が使用するため
のデータを収集し処理します。

注：基礎レートパターンは、準備期間中およびポンプがマニュア
ルモードの場合に使用するように、プログラムされている必要が
あります。準備期間中は、ポンプをボーラス投与にも使用してく
ださい。

スマートガード機能に向けたポンプ準備方法
1. アクティブな一時基礎レートをキャンセルします。224ページの「一時

基礎レートまたはプリセット一時基礎レートのキャンセル」を参照して
ください。

2. インスリン注入が一時停止されていないことを確認します。84ページの
「すべてのインスリン注入の一時停止と基礎レートインスリン注入の再

開」を参照してください。
3. 糖質比を設定します。234ページの「糖質比の変更」を参照してください。
4. 上限および下限設定を確認します。上限および下限設定は、マニュアル

モードおよびスマートガード機能使用時に適用されます。詳細について
は、132ページの「グルコースアラート設定」を参照してください。

5. 新たな血糖値を入力します。
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警告：過去3日間にポンプを使用してボタンを押す練習を
した場合、またはポンプにプログラムされたインスリンが
実際の患者さんのインスリン注入と異なる場合は、スマー
トガード機能を使用しないでください。そうすると、イン
スリンの過少注入または過剰注入が生じ、その結果、高血
糖あるいは低血糖を引き起こすおそれがあります。スマー
トガード機能はポンプの直近の注入履歴を利用して、オー
ト基礎注入量を決定します。ポンプのトレーニング後、ス
マートガード機能を使用する前に残存インスリンと1日の
合計注入量をポンプから消去する必要があります。設定の
管理メニューで残存インスリン消去オプションを使って、
残存インスリンと1日の合計注入量の両方を消去します。

SG値を使用しスマートガード機能で治療決定を行う場合は、次の点を考
慮します。

• 要血糖値アラートが発生した場合、血糖自己測定器の測定値を
入力します。

• システムが血糖値を要求する場合は、グルコース値を入力しな
いでください。

• スマートガード機能でボーラスを注入する場合、ボーラス量は
調整できません。グルコース値が症状と一致しない場合、血糖
自己測定器の測定値からの血糖値を入力します。

スマートガード機能の設定
スマートガード機能を使用する前に、48時間のインスリン注入が必要です。こ
の準備期間は、注入開始後の最初の真夜中に開始されます。詳細については、
165ページの「スマートガード機能の設定準備」を参照してください。

スマートガード機能の設定方法
1. ホーム画面で を押し、 を選択します。
2. スマートガードを選択して機能をオンまたはオフに切り換えます。
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注：スマートガード機能を有効化する前に、特定の追加
要件を満たす必要があります。詳細については、168ペー
ジの「スマートガードのチェックリスト」を参照してくだ
さい。

3. スマートガードの設定を選択して、以下の情報を入力します。
• スマートガード目標を選択します(100mg/dL、110mg/dL、ま

たは120mg/dL)。
• 自動補正ボーラスを有効化するためには、自動補正がオンであ

ることを確認します。

注：自動補正機能は、デフォルトでオンになっています。
この設定がオンの場合、ポンプが高グルコース値を補正
するために補正ボーラスを自動的に注入します。詳細に
ついては、172ページの「スマートガード機能でのボーラ
ス注入」を参照してください。

4. 保存を選択します。

スマートガード機能の有効化条件
ポンプが2週間以上のオフの後で再度オンになった場合は、ポンプはスマート
ガード機能を有効にするのに48時間の準備時間を要します。
ポンプが2週間以内のオフの後で再度オンになった場合は、ポンプはスマート
ガード機能を有効にするのに5時間の準備時間を要します。
スマートガード機能がオンであるにも関わらず無効な場合は、スマートガード
のチェックリスト画面にスマートガード機能を有効化するための要件が表示
されます。168ページの「スマートガードのチェックリスト」を参照してくだ
さい。
システムでスマートガードの残存インスリン量を更新するには、5時間が必要
です。この更新時間は、次の条件で開始されます。
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• ポンプを初めてオンにした。
• 電源停止またはソフトウェアエラーにより完全なポンプリセットが発生し

た。
• 4時間以上手動で一時停止された後にインスリン注入を再開した。

スマートガードの残存インスリン情報は、上記の条件のいずれかが発生するま
では有効です。条件が発生すると、5時間の更新時間が開始されます。スマー
トガード機能はこの期間中使用することができません。

スマートガード機能使用中の「低グルコース前一時停止」および「低グル
コース一時停止」機能
スマートガード機能が有効な場合、「低グルコース前一時停止」および「低グル
コース一時停止」機能は使用できず、自動的にオフとなります。スマートガード
機能が無効になった場合、「低グルコース前一時停止」および「低グルコース一
時停止」機能はスマートガード機能使用前の状態に戻ります。「低グルコース前
一時停止」または「低グルコース一時停止」機能をオンにする方法については、
134ページの「低グルコース設定」を参照してください。

スマートガードのチェックリスト
スマートガードのチェックリスト画面には、スマートガード機能の使用を開始
または継続するために必要な条件が表示されます。詳細については、178ペー
ジの「スマートガード機能の維持」を参照してください。
スマートガードチェックリスト画面の項目に、待機アイコン またははてな
マークのアイコン が表示された場合にすべきことを、以下の表に示します。
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行 項目 説明
新たに実測血糖値を入力します。

新たに実測血糖値を入力します。

システムには血糖値が必要であり、準備ができたら要求し
ます。
スマートガード機能をオンにします。

• ペアリングされた機器 > センサで、ポンプにトランス
ミッタIDが入力されていることを確認してください。
例：GT6133333M
ポンプがトランスミッタとペアリング済みであること
を確認します。詳細については、124ページの「ポンプ
とトランスミッタのペアリング」を参照してください。

• ホーム画面を確認します。 が表示されていたら、ポン
プとトランスミッタを近づけてください。
30分経ってもポンプとトランスミッタが通信してい
ない場合、「センサ信号中断」アラートが表示されます。
センサが皮膚の中にまだ挿入された状態のままであ
り、トランスミッタとセンサが接続されていることを
確認してください。ポンプをトランスミッタに近づけ
てください。

• グルコース値が50～400mg/dL範囲外の場合、スマー
トガード機能は使用できません。

設定 > 機器の設定でセンサ機能をオンにします。

スマートガード機能を使用する前にボーラスが完了する
まで待つか、あるいはボーラスを停止します。
インスリン注入が一時停止された場合、スマートガード機
能は使用できません。医療従事者の指示に従って低血糖を
治療します。
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行 項目 説明
ボーラスウィザード機能またはボーラスウィザード設定
画面に糖質比を入力します。
スマートガード機能を使用するには一時基礎レート注入を
停止するか、一時基礎レート注入が完了するまで待機しま
す。
スマートガードの残存インスリンが更新中の場合、完了ま
で最長5時間かかります。更新時間が完了するまで待って
からスマートガード機能を有効化します。
スマートガード機能がインスリン注入履歴を収集するまで
待ってから、基礎レートを決定します。

スマートガードのチェックリストの表示方法
1. ホーム画面で を押し、 を選択します。
2. スマートガードのチェックリストを選択します。

スマートガード機能のホーム画面
ポンプでスマートガード機能が使用されている場合、ホーム画面には現在のグ
ルコース値とともにシールドが表示されます。

注：初めてスマートガード機能を有効化すると、センサから初回
のグルコース値が受信されるまでシールド内の値は入力された血
糖値となります。

スマートガード機能の使用
スマートガード機能を使用したセンサグラフ
スマートガード機能を使用したセンサグラフには、センサが提供したグルコー
ス値の履歴が表示されます。
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スマートガード機能センサグラフには以下の情報が表示されます。
• グラフ上の場所を選択すると、補正ボーラスなど、グルコース値またはイ

ベントについての詳細が表示されます。
• 直近の3時間、6時間、12時間、または24時間のセンサグルコース値履歴

が表示されます。これらは画面を横断する青色の線で表示されます。
• ボーラスは水色の丸の中に白いバイアルの記号で表示されます。
• 糖質の入力は、黄色のナイフとフォークの記号で表示されます。これらは、

糖質の入力を含むボーラス量を表します。
• 血糖値は赤色の血液マークで表示されます。
• 上部の赤紫色の帯は、スマートガード機能によって提供されるオート基礎

注入を表します。
• 上部の水色の縦棒は、スマートガード機能によって注入された自動補正

ボーラスを表します。
• 時間変更イベントは白い時計記号で表示されます。
• 一時目標は緑のランナーで表示されます。

センサグラフの表示方法：
1. ホーム画面で ボタンを押し、グルコース値のグラフを表示します。
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3時間のグラフがフルスクリーンで表示されます。
2. 6時間、12時間、および24時間のグラフに移動するには、 ボタンを押

します。
3. ボタンを押して、グルコース値およびイベント詳細を表示します。
4. センサグラフを終了するには、 を押すか、または をもう一度押しま

す。

スマートガード機能での血糖値の入力
ポンプでスマートガード機能の使用を継続する場合は、血糖値の入力が必要で
す。
スマートガード機能を使用する際に、血糖値を入力する方法は2通りあります。
血糖値を手入力するか、あるいは互換性のあるアキュチェック™*ガイドLink血
糖自己測定器を使って血糖値を入力します。血糖値の手入力に関する詳細につ
いては、87ページの「血糖値の入力」を参照してください。

スマートガード機能でのボーラス注入
ボーラス量の決定には現在の血糖値またはグルコース値が使用されます。糖質
量を食事ボーラスに対して入力できます。

警告：注射器やペンを用いてインスリンを手動で投与した後しば
らくは、スマートガード機能を使用しないでください。スマート
ガード機能がオンの場合、手動による注射は考慮されません。手動
で注射してからスマートガード機能を使用すると、インスリンの
過剰注入となるおそれがあります。インスリン量が多すぎると低
血糖を引き起こすおそれがあります。手動注射からスマートガード
機能を再開するまでに必要な所要時間については、医療従事者にご
相談ください。

血糖値またはグルコース値が120mg/dL未満、またはポンプが残存インスリン
を考慮した後にボーラスがゼロの場合、あるいはスマートガード機能が現在の
基礎注入で十分であると見積もった場合、補正は推奨されません。
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アキュチェック™*ガイドLink血糖自己測定器は、ポンプに直接血糖値を送信し
ます。スマートガード機能で使用する血糖値を確認します。アキュチェック™*
ガイドLink血糖自己測定器が使用されていない場合は、血糖値を血糖値画面に
直接手入力する必要があります。

注：血糖自己測定器で前回測定してから12分以上経過した場合、
スマートガード機能では血糖自己測定器の測定値を使用しない
でください。血糖値とそれに対応するボーラス量は、正確でない
可能性があります。

警告：グルコース値は、スマートガード機能でボーラスを注入する
際に、食事ボーラスまたは補正ボーラスを計算するために利用さ
れます。グルコース値は血糖値と同じではありません。センサ性能
は、センサごとに、また、使用初日などのセンサの状況によっても
異なることがあります。
食事ボーラスおよび補正ボーラスにグルコース値が利用される場
合は、低血糖と高血糖の両方のリスクがあります。グルコース値が
その時の血糖値より大幅に低い場合は、注入されるインスリン量が
少なくなるため、高血糖のリスクがあります。血糖値よりグルコー
ス値がはるかに高い場合、低血糖の症状があってもグルコース値が
低くない場合、重症低血糖イベント、重度の高血糖イベント、糖尿
病性ケトアシドーシスの症状がある場合は、血糖自己測定器の測
定値が必要です。
これは、自動補正機能がオンの状態でグルコース値が使用される
場合も発生します。たとえば、グルコース値がその時の血糖値より
大幅に高い場合、注入されるインスリン量が多くなるため、低血糖
のリスクがあります。
低血糖の症状があってもグルコース値が低くない場合、また、重度
の高血糖イベントまたは糖尿病性ケトアシドーシスの症状がある
場合は、血糖自己測定器の値が必要となります。

以下の表では、ポンプ上のグルコース値の表示について説明します。
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ボーラス画面 血糖値情報
は、利用できる直近の血糖値はありま

せんが、グルコース値で代用していること
を示しています。

血糖値は、補正ボーラスを計算するために
利用することができます。補正ボーラスは
調整に含まれます。

利用できる血糖値またはグルコース値が
ありません。

推奨血糖値メッセージは、補正ボーラスを
計算するために利用できる血糖値または
グルコース値がないことを示します。
注：システムによりグルコース値が補正
ボーラスの計算に最適ではないと判断さ
れた場合は、該当するグルコース値は、
ホーム画面で表示されてもボーラス画面
には表示されません。補正ボーラスが必要
な場合は、血糖値を入力してください。

スマートガード機能でのボーラス調整
スマートガード機能は現在の血糖値またはグルコース値と糖質量に基づいて
ボーラスを計算し、ボーラスに追加の調整を行う場合があります。
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ボーラス調整 画面例
スマートガード機能が食後の低血糖のリスクを予
測した場合、ボーラス量を減らして調整します。
糖質は、今後のボーラス調整計算のために保存さ
れます。

ボーラス量を0.0に調整した場合、ボーラスは注入
されません。
糖質は、今後のボーラス調整計算のために保存さ
れます。
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ボーラス調整 画面例
高グルコースおよび低い残存インスリン量に基づ
いて補正ボーラスが計算された場合、ボーラス量を
増やして調整します。
糖質は、今後のボーラス調整計算のために保存さ
れます。

スマートガード機能を使ったボーラス注入方法
1. ホーム画面で を押し、 を選択します。
2. ボーラスを選択します。
3. 必要に応じて、糖質量を入力します。

画面は算出したボーラス量を示しています。

4. ボーラス注入を選択します。
ボーラス注入が開始したことを示す画面が短く表示されます。ホーム画面
にボーラス注入の進捗状況が表示されます。
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注：ボーラスを停止するには、ホーム画面で を選択し
てから を選択してから、ボーラス停止を選択します。

一時目標の設定
運動時などインスリン必要量が少ないイベントに対する一時目標は、
150mg/dLに設定することができます。一時目標を使用する前に医療従事者に
ご相談ください。

注：一時目標が有効な場合、自動補正機能は無効です。一時目標
完了後に再開します。

一時目標の設定方法
1. ホーム画面で を押し、 を選択します。
2. 一時目標を選択して機能のオンとオフを切り換えます。

3. 30分～24時間の持続期間を30分刻みで設定します。
4. 開始を選択します。

画面に一時目標開始メッセージが表示された後、一時目標の残り時間を示
すバナーが表示されたホーム画面に切り換わります。
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一時目標のキャンセル方法
1. ホーム画面で を押し、 を選択します。

2. 一時目標キャンセルを選択します。

スマートガード機能の維持
スマートガード機能を維持するための操作をポンプが必要とする場合、ポンプ
は最大4時間まで一定の基礎レートでインスリンを注入します。
この間は、ホーム画面に「終了までX:XX時間」というメッセージが表示され、ポ
ンプがマニュアルモードに移行するまでの残り時間が示されます。この間に注
入される基礎レートはインスリン注入履歴に基づいており、グルコース値が一
時的に得られない状況でも低血糖リスクを最小限に抑える注入レートを示し
ます。ポンプが必要な操作を通知します。
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特定の条件が満たされると、ポンプがグルコース値を使用した基礎インスリン
注入を再開します。次の表には、これらの条件と通知、さらにはグルコース値を
用いた基礎インスリン注入の再開に必要な操作が説明されています。
条件 通知および操作
スマートガード機能が最小注入
の制限時間に到達。最小注入時間
は3～6時間で、理由によって異
なる。

スマートガードの最小注入アラートが表示されま
す。
血糖値を入力します。

スマートガード機能が基礎イン
スリンの最大注入量を7時間注入
し続けている。

スマートガードの最大注入アラートが表示されま
す。スマートガードのチェックリストを確認して、
必要な手順を判断します。
血糖値を入力します。

グルコース値が実際のグルコー
ス値よりも低い可能性がある。

要血糖値アラートが表示されます。
血糖値を入力します。

グルコースデータを5分以上受信
していない。

• グルコースデータが利用できない場合は、画面
のグルコースデータの箇所に3本のダッシュ記
号が表示されます。グルコースデータの損失が
断続的に発生する場合、対処は不要です。

• 対処が必要な場合は、センサ信号中断アラート
または要血糖値の入力アラートなどの警告が
表示されます。画面の指示に従います。

注：センサの交換時にスマートガード機能を維持するには、グル
コース値の最終利用から4時間以内にセンサの準備を完了させて
ください。

スマートガード機能の終了
スマートガード機能は、次の条件下では停止されます。

• スマートガード機能がオフである。
• ポンプが、グルコース値ではなくインスリン注入履歴に基づいて基礎イン

スリンを4時間注入している。178ページの「スマートガード機能の維持」
を参照してください。
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• すべてのインスリン注入が手動で一時停止され、4時間以内に再開されて
いない。

• センサ機能がオフか、トランスミッタの接続が解除されている。
スマートガード機能は随時オフにできます。詳細については、166ページの「ス
マートガード機能の設定」を参照してください。

終了後スマートガード機能に戻る
ポンプは、スマートガード機能を終了後、ホーム画面に必要なアクションを示
します。下の例では、血糖値の入力が必要です。血糖値が入力されると、ポンプ
はスマートガード機能の使用を再開します。

マニュアルモード中は、スマートガードのチェックリストの全要件を満たすこ
とにより、スマートガード機能の使用を再開します。詳細については、168ペー
ジの「スマートガードのチェックリスト」を参照してください。
スマートガード機能は、次の条件下で再開できます。

• スマートガード機能がオンである。
• センサがグルコース値を提供している。
• ボーラス注入が進行中ではない。
• 一時基礎レートの注入が進行中ではない。
• 48時間の準備時間が完了した。
• スマートガード機能が5時間の準備期間にない。
• 新しい血糖値が入力された。

これらの条件のいずれかを満たしていない場合は、スマートガード機能を再起
動できません。
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スマートガード機能によるロックモードの使用
ロックモードでは、介護者がポンプをロックして、重要なポンプ機能へのアク
セスを制限できます。ポンプがロックされている間、オート基礎注入は有効で、
機能がオンの場合は自動補正ボーラスを注入する可能性があります。アキュ
チェック™*ガイドLink血糖自己測定器から受信した血糖値を確認することが
できます。ロックモードに関する詳細については、186ページの「ロックモー
ド」を参照してください。

アラート消音機能
アラート消音機能では、センサアラートを一定時間消音します。詳細について
は、157ページの「センサアラートの消音」を参照してください。
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一般設定
この章では、各種の設定に関する一般的なタスクについて説明します。

時刻および日付
ミニメド780Gインスリンポンプで、時刻と日付が常に正しく設定されている
ことを確認します。時刻と日付設定が正しくない場合、基礎インスリン注入と
ポンプ履歴の精度に影響するおそれがあります。時刻または日付を、標準時に合
わせて変更します。時刻および日付を変更すると、ポンプはすべての設定を自
動変更します。

時刻および日付の変更方法：
1. ホーム画面で を押し、 を選択します。
2. 機器の設定 > 日付および時刻を選択します。
3. 必要に応じて、時刻、時刻の表示方法、または日付を選択します。
4. 保存を選択します。

表示オプション
ポンプ画面の明るさは、表示オプション画面から調整できます。バックライト
をオンにする時間も調整できます。

表示オプションの変更方法：
1. ホーム画面で を押し、 を選択します。
2. 機器の設定 > 表示を選択します。
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3. 明るさを選択して、画面の明るさを調整します。レベル1～5を設定する
ことができます。または、オートを選択すると現在の環境にあわせて画面
が自動調整されます。

4. ポンプ画面のバックライトのタイムアウトを変更するには、バックライト
を選択します。15秒、30秒、1分、または3分を選択します。

5. 保存を選択します。

注：明るさとバックライトは電池寿命に影響することがありま
す。電池寿命を延ばすには、明るさのレベルを低く設定し、バック
ライトタイムアウトを15秒または30秒に設定します。

注意：操作をしないと、ポンプ画面が暗くなることがあります。設
定入力後に保存が選択されないと、操作をしないで画面が暗くなっ
てから2分後に、保存されていない設定が失われます。

ロックモード
ロックモードでは、介護者がポンプをロックして、重要なポンプ機能へのアク
セスを制限できます。ポンプがロックモード中は、操作なしで画面が暗くなっ
てから2分後に、ポンプが自動的にロックされます。

警告：ポンプをロック中、常にモニタしてください。ポンプがロッ
ク中も、ステータス画面へのショートカットを使用することにより
手動で一時停止することができますが、高血糖およびケトアシドー
シスにつながるおそれがあります。

次は、ポンプのロック中にブロックされる機能の例です。
• メニュー画面へのアクセス
• ボーラス注入
• 新しい基礎レートパターンの開始
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• 新しい一時基礎注入の開始
• 設定変更

次は、ポンプのロック中にも利用可能な重要な機能の例です。
• 前のボーラスと基礎注入は正常に続行する
• ステータス画面へのショートカットを使ってボーラス注入を停止する
• ステータス画面へのショートカットを使ってインスリン注入を一時停止し

て再開する
• グルコース値と血糖値を受信する
• アラームとアラートを解除する

ロックモードのオン・オフ切換え方法
1. ホーム画面で を押し、 を選択します。
2. 機器の設定 > ロックを選択します。
3. ロックを選択してオンとオフを切り換えます。
4. 保存を選択します。

ポンプはロックモードになっていますが、まだロックはされていません。

ポンプのロック方法
を長押しすると、手動でスリープモードに入ります。

ポンプがスリープに入るとロックされます。ポンプがロック中、 がホーム画面
に表示されます。

ポンプのロック解除方法
1. いずれかのボタンを押すとポンプがスリープから復帰します。
2. を押します。

「画面がロックされています」というメッセージが表示されます。
3. を2秒間長押しします。
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注：ポンプがスリープに入ると再びロックされます。

セルフテスト
セルフテストオプションは、メンテナンスまたは、ポンプが適切に動作してい
ることを確認するために使用できます。セルフテストは、一連のテストに加え
て、ポンプ動作中に独立して実行されるテストです。

注：ポンプのセルフテスト実行中は、インスリン注入が最長で2
分間一時停止します。

セルフテストでは以下のテストが行われます。これらのテスト中はポンプを観
察してください。
テスト 説明
表示 ディスプレイを最長45秒間オンにします。
通知ライト 通知ライトが3秒間オンになった後オフになります。
バイブ 2種類のバイブ音が発生します。
トーン アラート音、イージーボーラス音、アラーム音が鳴ります。

セルフテストの実行方法
1. ホーム画面で を押し、 を選択します。
2. 機器の設定 > セルフテストを選択します。

セルフテストが進行中であることを示すメッセージが表示されます。
セルフテストは完了まで2分ほどかかることがあります。その間、ディス
プレイが一時的に白くなり、通知ライトが点滅し、ポンプが振動してビー
プ音が発生します。
セルフテストで問題が検出されなかった場合、機器の設定画面が表示さ
れます。問題が検出された場合、詳細メッセージが表示されます。
エラーメッセージが表示されたり、ポンプがテスト中に正常に動作しない
場合は、メドトロニック24時間サポートラインにご連絡ください。
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設定の管理
設定の管理画面には次のオプションが含まれます。

• 設定の保存
• 設定の復元
• 全設定の消去
• 残存インスリン消去
• 設定の履歴

これらのオプションの使用方法については、本セクションの手順を参照してく
ださい。

設定の保存
設定の保存オプションは、必要に応じて、後日設定を復元できるように設定の
記録を保存します。

現在の設定の保存方法
1. ホーム画面で を押し、 を選択します。
2. 機器の設定 > 設定の管理を選択します。
3. ボタンと ボタンを同時に長押しして、設定の管理画面を表示します。
4. 設定の保存を選択します。

これらが保存する最初の設定である場合は、設定が保存されたことを知
らせるメッセージが表示されます。
過去に設定を保存したことがある場合、以前の設定を現在の設定に置換
するかどうか尋ねるメッセージが画面に表示されます。変更する場合は、
はいを選択します。キャンセルする場合は、いいえを選択します。

設定の復元
設定の復元オプションでは、前回保存された設定が現在のポンプ設定に置換さ
れます。設定の復元オプションは、以前に設定を保存した場合にのみ使用でき
ます。
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以前の設定の復元方法
1. ホーム画面で を押し、 を選択します。
2. 機器の設定 > 設定の管理を選択します。
3. ボタンと ボタンを同時に長押しして、設定の管理画面を表示します。
4. 設定の復元を選択します。

確認画面が表示されます。
5. 変更する場合は、はいを選択します。キャンセルする場合は、いいえを選

択します。

設定の消去
全設定の消去オプションでは、現在の設定を消去して、出荷時設定に戻します。
設定消去後、スタートウィザードが表示され、ポンプ設定を再入力できます。ポ
ンプ使用を続行するには、設定を入力する必要があります。
全設定の消去オプションによって、トランスミッタや測定器などのペアリング
された機器は削除されません。

注意：医療従事者から指示があった場合を除き、設定の消去は行
わないでください。ポンプ設定が消去されると、医療従事者の指示
に従って再プログラミングする必要があります。

全設定の消去方法
1. 体からポンプを外します。
2. ホーム画面で を押し、 を選択します。
3. 機器の設定 > 設定の管理を選択します。
4. ボタンと ボタンを同時に長押しして、設定の管理画面を表示します。
5. 全設定の消去を選択します。

確認画面が表示されます。
6. はいを選択して続行します。キャンセルする場合は、いいえを選択します。
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設定消去後、スタートウィザードが表示されます。スタートウィザードの
設定を入力する詳細については、60ページの「スタートウィザードの設
定」を参照してください。

残存インスリンの消去
初めてインスリンを充填したポンプを使用する際は、残存インスリン消去オプ
ションを使用してください。このオプションは、TDDおよびポンプがトラッ
キングした残存インスリン値を消去します。
既存のインスリン値が消去されると、残存インスリン値がゼロに設定されます。
インスリンを入れたポンプを使用する前に、ポンプによるボーラス注入の練習
が行われた場合、残存インスリンを消去する必要があります。残存インスリンを
消去することにより、ボーラスウィザード機能は正確な残存インスリン量に基
づいてボーラスの計算を行うことができます。
残存インスリンを消去することができるのは1回のみです。残存インスリンが
消去されると、このオプションは使用できなくなります。

残存インスリン消去方法
1. ホーム画面で を押し、 を選択します。
2. 機器の設定 > 設定の管理を選択します。
3. と を同時に長押しして、設定の管理画面を表示します。

設定の管理画面が表示されます。残存インスリンを一度も消去していない
場合は、残存インスリン消去オプションが表示されます。
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注：設定の管理画面で残存インスリン消去オプションが
表示されない場合、ポンプの残存インスリンは既に消去
されています。

4. 残存インスリン消去を選択します。
確認画面が表示されます。

5. 残存インスリンを消去するには、消去を選択します。残存インスリンを消
去すべきでない場合は、キャンセルを選択します。
残存インスリンが消去されたことを確認するメッセージが表示されます。

ポンプ設定履歴の表示
設定の履歴オプションには、ポンプ設定の保存、復元、消去など、設定の管理画
面で行われた操作の履歴が表示されます。

ポンプ設定履歴の表示方法
1. ホーム画面で を押し、 を選択します。
2. 機器の設定 > 設定の管理を選択します。
3. ボタンと ボタンを同時に長押しして、設定の管理画面を表示します。
4. 設定の履歴を選択します。

自動一時停止
自動一時停止とは、指定した時間内にボタン操作が一切行われなかった場合、
すべてのインスリン注入を停止して、アラーム音を発生させる機能です。この
機能の最適な使用方法については、医療従事者にご相談ください。
スマートガード機能が有効な場合、自動一時停止は引き続き機能します。

自動一時停止の設定方法
1. ホーム画面で を押し、 を選択します。
2. 機器の設定 > 自動一時停止を選択します。
3. アラームを選択します。
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4. 時間を選択して、時間数を入力します。
5. 保存を選択します。

言語
ポンプの情報表示に使用される言語は、起動後に更新できます。

言語の変更方法
1. ホーム画面で を押し、 を選択します。

チェックマークは、その言語が有効になっていることを示します。
2. 機器の設定 > 言語を選択します。
3. 言語を選択します。

確認画面が表示されます。
4. 変更する場合は、はいを選択します。キャンセルする場合は、いいえを選

択します。
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履歴とグラフ
本章では、ミニメド780Gシステムの履歴データの読み方について説明します。

はじめに
履歴画面には、ミニメド780Gインスリンポンプの個人治療履歴の詳細が表示
されます。センサ機能を使用している場合は、センサグルコース値とグラフ画面
を使用することが可能です。目標範囲内時間画面に、血糖値が70mg/dL～
180mg/dLである時間の割合が表示されます。

履歴とグラフメニュー
履歴とグラフメニューは、インスリン注入、血糖自己測定器の測定値、グルコー
ス(SG)値、受信されたアラームやアラートに関する情報を提供します。

履歴
サマリ画面
サマリ画面には、過去のインスリン注入、グルコース値、および測定器の測定値
に関する情報が表示されます。履歴詳細は、単一日付または複数日付について
表示できます。

サマリ画面の表示方法
1. ホーム画面で を押し、 を選択します。
2. 履歴 > サマリを選択します。
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3. サマリ画面で希望する期間を選択します。
サマリ画面が現れ、選択した日数の情報が表示されます。

4. 画面をスクロールして全体を閲覧します。1日ビューでは、ポンプの と
ボタンを使って特定の日付の履歴を表示します。

サマリ画面について
サマリ画面では情報を次のカテゴリに区分します。

• 目標範囲内時間の情報
• インスリン注入概要
• ボーラスウィザード
• スマートガード機能のボーラス

• 血糖値
• センサ
• 低管理モード

サマリ画面：スマートガードの時間および目標範囲内の時間に関する
情報
次の表では、サマリ画面のスマートガードの時間、目標範囲内の時間、目標範
囲未満の時間、目標範囲超過の時間の部分について説明します。
名称 説明
スマートガードの
時間

スマートガード機能の時間数/時間の割合
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名称 説明
目標範囲内の時間 時間数/目標範囲内の時間の割合(70mg/dL～180mg/dL)
目標範囲未満の時間 時間数/目標範囲未満の時間の割合(70mg/dL未満)
目標範囲超過の時間 時間数/目標範囲超過の時間の割合(180mg/dL超過)

サマリ画面：インスリン注入概要
1日ビューが選択された場合、値はその日について表示されます。複数日が選択
された場合、表示される値は選択した日数の平均値です。
名称 説明
TDD インスリン単位の1日総量
基礎レート • 基礎注入に使用されたインスリン単位

• 基礎注入に使用されたインスリンの割合
ボーラス • ボーラス注入に使用されたインスリン単位

• ボーラス注入に使用されたインスリンの割合
総糖質量 1日の糖質量(グラム)

サマリ画面：ボーラスウィザード
1日ビューが選択された場合、値はその日について表示されます。複数日が選択
された場合、表示される値は選択した日数の平均値です。
名称 説明
糖質の入力 • 食事量または食事とグルコース補正量を基に、ボーラス

ウィザード機能を使用して注入した総インスリン単位。
• ボーラスウィザード機能で食事ボーラスまたは食事と補正

ボーラスを注入した回数。
グルコース補正のみ • ボーラスウィザード機能または血糖値の補正ボーラスのみ

を使用して注入した総インスリン単位。
• ボーラスウィザード機能で補正ボーラスを注入した回数。

サマリ画面： スマートガード
1日ビューが選択された場合、値はその日について表示されます。複数日が選択
された場合、表示される値は選択した日数の平均値です。
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名称 説明
自動補正 自動補正機能によって注入された総インスリン単位数。
ボーラス • スマートガード機能で食事量を基にボーラスウィザード機

能を使用して注入した総インスリン単位。
• スマートガード機能のボーラスウィザード機能で食事ボー

ラスを注入した回数。

サマリ画面：血糖値
ポンプはアキュチェック™*ガイドLink血糖自己測定器のみに対応しています。
名称 説明
BG 血糖値の合計数(アキュチェック™*ガイドLink血糖自己測定器

から送信された血糖値および手動入力した血糖値を含む)
平均血糖値 血糖自己測定器の測定値の平均
血糖値標準偏差 血糖値の標準偏差
低血糖 血糖の最低値
高血糖 血糖の最高値

サマリ画面：センサ
センサを1回でも使用したことがある場合は、センサ部分が表示されます。
名称 説明
平均グルコース値 平均グルコース測定値
グルコース標準偏差 センサグルコース値の標準偏差

サマリ画面：低管理モード
「低グルコース前一時停止」と「低グルコース一時停止」機能の情報については、

134ページの「低グルコース設定」を参照してください。
名称 説明
低グルコース前一時
停止

低グルコース前一時停止回数の一日当たりの平均

低グルコース一時
停止

低グルコース一時停止回数の一日当たりの平均

センサによる一時停
止の時間

「低グルコース前一時停止」または「低グルコース一時停止」の
一日当たりの平均持続時間(時間の長さ)
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1日の履歴画面
ポンプで実行した操作は、選択した日付について1日の履歴画面で表示できま
す。画面に表示されるリストには詳細が表示され、最初に最新の操作リストが
表示されます。

1日の履歴画面の表示方法
1. ホーム画面で を押し、 を選択します。
2. 履歴 > 1日の履歴を選択します。

日付のリストが表示されます。
3. 特定の日付を選択します。指定した日のポンプの操作または入力したイ

ベントのリストが表示されます。
4. リストのいずれかの項目を選択して詳細画面を開くと、選択した操作ま

たはイベントの詳細情報が表示されます。

アラーム履歴画面
特定の日付を選択すると、その日に発生したアラームとアラートの履歴が表示
されます。このリストには詳細が表示され、最初に最新のアラームまたはアラー
トが表示されます。

アラーム履歴画面の表示方法
1. ホーム画面で を押し、 を選択します。
2. 履歴 > アラーム履歴を選択します。

日付のリストが表示されます。

履歴とグラフ 201

■
履

歴
と

グ
ラ

フ



3. 特定の日付を選択します。指定した日に発生したアラームまたはアラー
トのリストが表示されます。

4. リストのいずれかのアラームまたはアラートを選択して詳細画面を開く
と、選択したアラームまたはアラートの詳細情報が表示されます。

センサグルコース値画面
ポンプをセンサとペアリングすると、入力した上限と下限に基づいてグルコー
ス値履歴のグラフが表示されます。情報は、1日について表示することも、あ
るいは複数の日付のグルコース値データの平均を参照することもできます。
センサグルコース値画面で設定された上限と下限は、グルコースデータの表示
のみに使用されます。これらの限度は、グルコース値アラートに使用するグル
コース値の上限と下限とは異なります。センサグルコース値画面で限度を変更
しても、グルコース値アラートに使用されるグルコース値の上限と下限には影
響しません。

グルコース値履歴の確認方法
1. ホーム画面で を押し、 を選択します。
2. センサグルコース履歴を選択します。

センサグルコース値画面が表示されます。表示される上限値および下限値
は、直近のセンサグルコース履歴で入力した値か、デフォルトの上限値で
ある180mg/dL、デフォルトの下限値である70mg/dLのいずれかです。

3. グルコースデータ確認のための上限値と下限値を入力してください。
上限値と下限値との差は、20mg/dL以上である必要があります。

4. センサグルコース履歴の平均日数を入力してから、次へを選択します。
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1日のみが入力された場合、グラフにグルコース値が設定した限度を上
回っていた状態、下回っていた状態、または範囲内であった状態の詳細が
表示されます。矢印キーを使って、特定の日付のデータを表示します。
を押すと、グルコース値が指定範囲を上回る、範囲内、下回る時間に関す
る情報が表示されます。データが保存されていない場合は、利用可能な
データがありませんというメッセージが表示されます。

複数日が入力された場合、円グラフにグルコース値が指定範囲を上回る、
範囲内、下回る時間の複数日の平均が表示されます。下にスクロールし
てグルコースデータのグラフを閲覧します。データが保存されていない
場合は、利用可能なデータがありませんというメッセージが表示されま
す。

グラフ画面
グラフには、グルコース値とトレンド、血糖値入力、自動補正ボーラス注入、お
よびボーラス入力に関する情報が表示されます。下画面は、スマートガード機能
を使ったグラフ画面の一例です。
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グラフ画面の表示方法
• を押すか、履歴とグラフ画面でグラフを選択します。

目標範囲内の時間 (TIR) 画面
目標範囲内の時間 (TIR) は、グルコース値が70mg/dL～180mg/dLにある割合
です。これらの値は変更できません。目標範囲内の時間 (TIR) 画面を使って、過去
24時間に目標範囲を上回った、下回った、および範囲内であった時間を確認し
ます。
CGMを使うと、次の情報を表示できます。
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目標範囲内の時間 (TIR) 画面の表示方法
1. ホーム画面で を押し、 を選択します。
2. 目標範囲内の時間 (TIR)を選択します。
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通知およびタイマー
本章では、タイマーの使用方法について説明します。また、最も一般的な通知と
重要な通知の動作全般について、またその通知の解消方法についても説明しま
す。

ミニメドモバイルアプリの通知
ミニメドモバイルアプリを使用中の場合、ペアリングしたモバイル機器でア
ラーム、アラート、メッセージを表示することができます。アプリの通知設定
方法については、ミニメドモバイルアプリのユーザガイドを参照してください。
最も一般的な通知と重要な通知の意味、影響、理由、および解消方法の表につ
いては、「ポンプのアラーム、アラート、およびメッセージ」を参照してくださ
い。

警告：すべてのアラートを確認するためにミニメドモバイルアプ
リに依存しないでください。リザーバセットアップ中、ミニメドモ
バイルアプリにはアラートが表示されません。一部のアラートは
ポンプにのみ表示されます。場合によっては、ポンプに表示された
アラートが、ミニメドモバイルアプリに送信されます。ミニメドモ
バイルアプリに依存して全アラートを確認しようとすると、アラー
トを見逃し、低血糖や高血糖を引き起こすおそれがあります。

タイマー
特定の措置を促すいくつかの具体的なタイマーがあります。カスタムタイマー
はあらゆる目的に使用できます。
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カスタムタイマー
血糖自己測定器の測定値と薬剤のための特定のタイマーに加え、最大6つまで
のカスタムタイマーを設定できます。

新しいカスタムタイマーの作成方法：
1. ホーム画面で を押し、 を選択します。
2. アラート設定 > タイマー > カスタマイズを選択します。
3. 項目の追加を選択します。

項目名の選択画面が表示され、使用可能なタイマーが表示されます。
4. タイマーを選択します。

選択したタイマーの変更画面が表示されます。
5. タイマーが作動すべき時刻を入力します。
6. 保存を選択します。

カスタムタイマーは、変更または削除しない限り、毎日指定された時刻に
作動します。

設定済みカスタムタイマーの変更、名前の変更または削除方法：
1. ホーム画面で を押し、 を選択します。
2. アラート設定 > タイマー > カスタマイズを選択します。
3. タイマーを選択します。
4. 以下のいずれかを行います。

• タイマーを選択して、タイマーのオンとオフを切り換えます。
• 変更を選択して、タイマーの時刻を変更します。
• 名前の変更を選択して、タイマーに別の名前を付けます。項目名

の選択画面が表示されたら、リストから名前を選択します。
• 削除を選択して、タイマーを削除します。
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ボーラス後血糖測定タイマー
ボーラス後血糖測定タイマーは、ボーラス注入後に血糖をチェックする必要が
ある時を通知します。ボーラス開始後、血糖測定画面が表示され、タイマーを設
定する必要があります。タイマーはボーラスが開始された時間からカウントダ
ウンされます。

ボーラス後血糖測定タイマーのオン・オフ切換え方法：
1. ホーム画面で を押し、 を選択します。
2. アラート設定 > タイマー > ボーラス後血糖測定を選択します。
3. タイマーを選択して、タイマーのオンとオフを切り換えます。
4. 保存を選択します。

ボーラスを注入する場合のボーラス後血糖測定タイマーの使用方法
1. ボーラス後血糖測定タイマーがオンの場合、ボーラスが開始されるたびに

血糖測定画面が表示されます。

2. 30分～5時間の時間を入力してから、OKを選択します。ボーラス注入後
にタイマーが不要な場合、時刻を追加せずにダッシュを選んでから、OK
を選択します。

食事ボーラス未注入タイマー
食事ボーラス未注入タイマーは、通常の食事時間帯に設定します。最大8つの
タイマーを設定できます。
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新しい食事ボーラス未注入タイマーの作成方法：
1. ホーム画面で を押し、 を選択します。
2. アラート設定 > タイマー > 食事ボーラス未注入を選択します。
3. 項目の追加を選択します。
4. 開始時刻を選択して、時刻を入力します。
5. 終了時刻を選択して、時刻を入力します。
6. 保存を選択します。

設定済み食事ボーラス未注入タイマーのオン・オフの切換え、変更または削除
方法：

1. ホーム画面で を押し、 を選択します。
2. アラート設定 > タイマー > 食事ボーラス未注入を選択します。
3. タイマーを選択します。
4. 以下のいずれかの変更を行います。

• タイマーを選択して、タイマーのオンとオフを切り換えます。
• 変更を選択して、タイマーの時刻を変更します。
• 削除を選択して、タイマーを削除します。

リザーバ残量低下タイマー
リザーバ残量低下タイマーは、リザーバ内のインスリン量が指定した単位数に
達したときに発動し、その単位数の半数が使用されたときにもう一度発動する
よう設定できます。

注：リザーバに残る単位数は、ポンプステータス画面で確認でき
ます。詳細については、69ページの「ステータス画面」を参照し
てください。
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警告：リザーバ残量低下アラートが発生した場合、リザーバに残
るインスリン量を必ずチェックしてください。ミニメド780Gイン
スリンポンプにインスリンが十分入っていることを確認します。
リザーバのインスリン量が、ボーラス注入またはカニューレ充填中
に低レベルになる場合があります。これが発生すると、リザーバ残
量低下アラートが表示されます。ポンプのインスリン量が不十分な
場合、インスリンの過少注入が発生し、高血糖を引き起こすおそれ
があります。

リザーバ残量低下タイマーの設定方法
1. ホーム画面で を押し、 を選択します。
2. アラート設定 > タイマー > リザーバ残量低下を選択します。
3. 単位を選択して、単位数を入力します。5～50単位の範囲で設定するこ

とが可能です。
4. 保存を選択します。

セット交換の通知
注入セット交換タイマーは、注入セット交換の間の時間をトラッキングし、注入
セットを交換するためのタイマーを提供します。

注入セット交換タイマーのオン・オフ切換えと変更方法
1. ホーム画面で を押し、 を選択します。
2. アラート設定 > タイマー > 注入セット交換を選択します。
3. タイマーを選択して、タイマーのオンとオフを切り換えます。
4. 時間を選択して、タイマーに必要な日数を入力します。
5. 保存を選択します。
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注：エクステンデッド注入セットとエクステンデッドリ
ザーバは、最長7日間ポンプで使用できます。注入セット
交換タイマーは、最長3日間しかプログラムすることが
できません。混乱を避けるため、エクステンデッド注入
セットを使用する場合は、注入セット交換タイマーをオ
フにしてください。

警告：注入セット交換タイマーを変更する際、注入セット
のラベルに記載された時間より長い時間は設定しないで
ください。注入セットのラベルに3日間と記載されている
場合、タイマーは2日間または3日間にのみ設定する必要
があります。

較正タイマー
センサ使用時、較正タイマーが較正が必要な時を示します。たとえば、タイマー
が4時間に設定されている場合、血糖自己測定器の測定値の較正が必要になる4
時間前に較正失効メッセージが表示されます。
ガーディアン4センサを使用している場合、この機能は適用されません。ガー
ディアン4センサを使用している場合は、較正タイマーをオンにしてもタイ
マーは表示されません。

アラーム、アラート、およびメッセージ
ポンプには高性能の安全システムが搭載されています。この安全システムが異
常を検出すると、その情報を通知という形で伝達します。通知にはアラーム、ア
ラート、およびメッセージがあります。2つ以上の通知を受け取り、表示され
るメッセージが複数ある場合は、画面右上方の通知アイコン に、白色の小さ
なフラップが表示されます。1つ目の通知を消去すると、次の通知が表示され
ます。右下方にある白色の三角形は、 を押して手順を進める必要があることを
表します。
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注：ポンプでアラームまたはアラートが発生すると、通知ライト
が点滅します。

注：ポンプ画面に表示されるすべての通知と確認に速やかに対処
します。通知は、消去されるまでポンプ画面に残ります。メッセー
ジに対応する際に、別のメッセージが表示されることがあります。

警告：重大なポンプエラーアラームが発生すると、次の画面が表示
され、ポンプサイレンが鳴動します。

直ちにポンプを取り外し、使用を中止してください。メドトロニッ
ク24時間サポートラインまでご連絡ください。
ポンプを取り外してもインスリン注入は必要です。医療従事者に
相談して、ポンプを取り外している間の別のインスリン注入方法を
決定してください。

アラーム
アラームは、迅速な対処が必要な条件について警告を発します。インスリン注入
の中断と低血糖は、アラームの最も一般的な原因です。
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警告：アラームが発生した場合はすぐに対処してください。アラー
ムを放置すると、高血糖または低血糖を招くおそれがあります。

アラームが発生した場合：
表示：ポンプには、赤色のアイコンと指示を伴った通知が表示されます。
通知ライト：:赤色の通知ライトが2回点滅後休止というパターンを繰り返し
ます。
音：音/バイブ設定に応じて、ポンプはアラーム音、連続3回のパルスと休止の
バイブパターン、またはアラーム音とバイブの両方を発動します。
アラームの原因となった根本的な問題を解消する必要があります。多くの場合、

を押してアラームを解除する選択を行います。アラームが解除されても、場合
によっては根本的な問題は解消されていません。根本的な問題が解決されるま
で、アラームは繰り返し発生します。10分経過後にアラーム条件が解決して
いない場合、アラーム音は音量が増大して緊急サイレンになります。
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アラート

アラートは、状況に対処が必要かもしれないことを示します。アラートが発生
すると、ポンプ画面で操作が必要かどうかを確認します。
アラートが発生した場合：
表示：ポンプには、黄色のアイコンと指示を伴った通知が表示されます。
通知ライト：ポンプの赤色の通知ライトが1回点滅後休止し、再度1回点滅す
るというパターンを連続して繰り返します。
音：音/バイブ設定に応じて、ポンプは音、連続3回のパルスと休止のパターン
でバイブ、または両方を発動します。
アラートを解除するには、 を押した後、選択を行ってください。アラートに
よって、アラートが解除されるまで、ポンプは5分または15分ごとに鳴ります。
アラートの中には、10分経過した後音量が増大して緊急サイレンになるもの
もあります。

注：ポンプがオンのときにホーム画面以外の画面でアラートが発
生した場合は、アラートメッセージはポンプがホーム画面に戻っ
てからのみ表示されます。
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メッセージ

メッセージとは、ポンプのステータスを表示するか、または決定が必要な時に
表示される通知です。
メッセージが発生した場合：
表示：ポンプには、青色のアイコンと指示を伴った通知が表示されます。
通知ライト： ポンプの赤い通知ライトは点滅しません。
音：音/バイブ設定に応じて、ポンプはアラーム音、1回のパルスのみのバイブ、
またはアラーム音と1回のパルスのみのバイブの両方を発動します。メッセー
ジを解除するには、 を押した後、選択を行ってください。

ポンプのアラーム、アラート、およびメッセージ
最も一般的な通知と重要な通知の意味、影響、理由、および解消方法の表につ
いては、「ポンプのアラーム、アラート、およびメッセージ」を参照してくださ
い。
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その他の基本機能
本章は、基礎インスリン注入の追加機能の設定について説明します。

プリセット一時基礎レート
短期的な繰り返し発生する状況に対して、プリセット一時基礎レートを設定し
ます。プリセット一時基礎レートは、特定の状況のために設定します。他の状況
で使用することができるよう、それ以外にも4つのプリセット一時基礎レート
(一時基礎1～一時基礎4)があります。

プリセット一時基礎レートの設定方法：
1. ホーム画面で を押し、 を選択します。
2. 注入設定 > プリセット一時基礎設定を選択します。
3. 項目の追加を選択します。

4. プリセット一時基礎レートの名前を選択します。
5. タイプを選択してから、パーセントまたはレートを選択し、1時間当た

りの単位のパーセントまたはレートを入力します。
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6. プリセット一時基礎レートをアクティブにする持続時間を設定します。
7. 保存を選択します。

プリセット一時基礎レートの変更、名前の変更、または削除の方法：
1. ホーム画面で を押し、 を選択します。
2. 注入設定 > プリセット一時基礎設定を選択します。

プリセット一時基礎設定画面が表示され、現在のプリセット一時基礎レー
ト設定が表示されます。

3. プリセット一時基礎レートを選択します。
画面にプリセット基礎レート情報が表示されます。

4. 以下のいずれかを行います。
• 変更を選択して、タイプ(パーセントまたはレート)、パーセント

またはレートの数値、持続時間を調整します。
• 名前の変更を選択して、プリセット一時基礎レートに別の名前

を付けます。項目名の選択画面が表示されたら、リストから名前
を選択します。

• 削除を選択して、プリセット一時基礎レートを削除します。

222



プリセット一時基礎レートの開始
ステップに従って、基礎インスリン注入にプリセット一時基礎レートを使用し
ます。プリセット一時基礎レートが未設定の場合は、221ページの「プリセット
一時基礎レート」を参照します。プリセット一時基礎レート注入が完了または
キャンセルされた後、プログラムされた基礎レートを使って基礎インスリン注
入が再開されます。

プリセット一時基礎注入の開始方法
1. ホーム画面で を押し、 を選択します。
2. 基礎レート > プリセット一時基礎を選択します。

プリセット一時基礎画面が現れ、設定したプリセット一時基礎レートが、
そのパーセントまたはレートの量とともに表示されます。

注：パーセントプリセット一時基礎レートが現在の最大
基礎レート制限を超過する設定の場合、そのレートはリ
ストでグレー表示され、選択できません。

3. プリセット一時基礎レートを選択して開始します。
4. 開始を選択します。

注入中、ホーム画面に一時基礎レートバナーが表示されます。
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一時基礎レートまたはプリセット一時基礎レートのキャンセル
一時基礎レートまたはプリセット一時基礎レートはいつでもキャンセルする
ことができます。キャンセル後、スケジュールされた基礎パターンが自動的に
開始されます。

一時基礎レートのキャンセル方法：
1. ホーム画面で を押し、 を選択します。
2. 一時基礎キャンセルを選択します。

一時基礎レート画面が表示されます。

3. 一時基礎キャンセルを選択します。

追加の基礎レートパターン
その他の基礎レートパターンの追加
この手順では、少なくとも1つの新しい基礎レートパターンが設定された後に
新しい基礎パターンを追加する方法について説明します。これが初めての基礎
パターン設定である場合、80ページの「新しい基礎レートパターンの追加」を
参照してください。
次の基礎レートパターンを設定できます。
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• 基礎レート 1
• 基礎レート 2
• 就業日
• 休日
• シックデイ

その他の基礎レートパターンの追加方法
1. ホーム画面で を押し、 を選択します。
2. 基礎レート > 基礎レートパターン設定を選択します。

基礎レートパターン設定画面が表示されます。
3. 新しい基礎レートパターンを追加するには、項目の追加を選択します。

項目名の選択画面が表示されます。
4. 基礎レートパターンの名前を選択します。
5. 基礎レートを設定します。
6. 完了を選択します。
7. 保存を選択します。

基礎レートパターンの変更、コピーまたは削除
基礎レートパターンの変更、コピーまたは削除方法

1. ホーム画面で を押し、 を選択します。
2. 注入設定 > 基礎レートパターン設定を選択します。

基礎レートパターン設定画面が表示されます。
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3. 基礎レートパターンを選択します。
4. オプションを選択します。
5. 以下のいずれかを行います。

• 変更を選択して、終了時刻またはレート値を調整します。
• コピーを選択して、選択した基礎レートパターンから新しい基

礎レートパターンに基礎レート情報をコピーします。項目名の
選択画面が表示されたら、リストから名前を選択します。

• 削除を選択して、選択した基礎レートパターンを削除します。
有効な基礎レートパターンは削除できません。

基礎レートパターンの変更
複数のレートパターンが設定されている場合、基礎レートパターンは変更でき
ます。ミニメド780Gインスリンポンプは、選択した基礎レートパターンに従っ
て基礎インスリンを注入します。

別の基礎レートパターンへの変更方法：
1. ホーム画面で を押し、 を選択します。
2. 基礎レート > 基礎レートパターンを選択します。

基礎レートパターン画面が表示されます。有効な基礎レートパターンの横
にはチェックマークが付いています。

3. 基礎レートパターンを選択します。
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4. 開始を選択します。
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その他のボーラス機能
本章では、ボーラス注入の追加機能の設定について説明します。スクエアウェー
ブ、デュアルウェーブ、イージー、マニュアル、およびプリセットボーラスは、
マニュアルモードでのみ使用することができます。スマートガード機能が有効
な間は、ノーマルボーラスのみ注入することができます。

ボーラスの種類
以下の表は、使用可能なボーラスの種類に関する概要を示します。
ボーラスの種類 説明 目的
ノーマル ノーマルボーラスでは、

1回のインスリン注入を
直ちに行います。

これは、食事の摂取に対応するか、血糖自
己測定器の測定値上昇を補正する際に使
用される一般的なボーラスです。
ノーマルボーラス注入の詳細については、
95ページの「ノーマルボーラス」を参照し
てください。

スクエアウェー
ブボーラス

スクエアウェーブボー
ラスでは、1回のボーラ
スを時間をかけて(30分
～8時間)均等に注入し
ます。

スクエアウェーブボーラスは、次の理由で
使用できます。

• 胃不全麻痺や脂肪の多い食事のため
に食物の消化が遅れる場合。

• 軽食を長時間摂取する場合。
• ノーマルボーラスでは血糖値の下降

が急激すぎる場合。
スクエアウェーブボーラス機能の使用に
関する詳細については、236ページの「ス
クエアウェーブボーラス」を参照してくだ
さい。
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ボーラスの種類 説明 目的
デュアルウェー
ブボーラス

デュアルウェーブボー
ラスとは、ノーマルボー
ラスを即時注入後にス
クエアウェーブボーラ
スを注入する組合わせ
を指します。

デュアルウェーブボーラスは、次の理由で
使用できます。

• 糖質と消化を遅らせる脂肪の両方が
多量に含まれる食事を摂取する場合。

• 血糖値上昇のために食事ボーラスと
補正ボーラスが組み合わさっている
場合。

デュアルウェーブボーラスの使用に関す
る詳細については、240ページの「デュア
ルウェーブボーラス」を参照してくださ
い。

ボーラスの種類の例
以下の例で、各種のボーラスがどのように作用するか示します。

ボーラス設定
ボーラスウィザード機能を使用する場合、これ以外にも必要な設定があります。
それらの設定については、88ページの「ボーラス注入オプション」のセクショ
ンに記載します。

ボーラス増減幅
ボーラス増減幅は、「ボーラスウィザード」画面、 「マニュアルボーラス」画面、
および「プリセットボーラス」画面でボーラス注入量を変更する際に、ボタンを
押すごとに増加または減少する単位数を決定するものです。通常使用するボー
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ラス量に応じて、増減幅は0.1単位、0.05単位、または0.025単位に設定するこ
とができます。

ボーラス増減幅の設定方法
1. ホーム画面で を押し、 を選択します。
2. 注入設定 > ボーラス増減幅を選択します。
3. 増減幅を選択して、目的の増減幅を設定します。

4. 保存を選択します。

ボーラス注入速度
ボーラス注入速度では、ポンプがボーラスインスリンを注入するレートを設定
します。標準レート(1.5単位/分)または急速レート(15単位/分)を設定します。

ボーラス注入速度の設定方法
1. ホーム画面で を押し、 を選択します。
2. 注入設定 > ボーラス注入速度を選択します。
3. 標準または急速を選択します。

4. 保存を選択します。
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ボーラスウィザード設定の変更
このセクションでは、ボーラスウィザード機能の初期設定後、個々の設定を変更
する方法について説明します。個人の設定を変更する前に、医療従事者にご相談
ください。

糖質比の変更
糖質比はボーラスウィザード機能がオンかどうかにかかわらず設定できます。

糖質比の変更方法
1. ホーム画面で を押し、 を選択します。
2. 注入設定 > ボーラスウィザード設定 > 糖質比を選択します。
3. 変更を選択します。
4. 糖質比を選択します。1つの糖質比を入力するには、g/Uを入力してから

を押します。
糖質比が複数ある場合は、24時間分の糖質比を1つずつ入力し、24:00
まで完了させます。

注：24時間にわたって複数の糖質比を設定する方法につ
いては、71ページの「24時間をカバーする設定」を参照
してください。

5. 保存を選択します。

インスリン効果値の変更
インスリン効果値は、ボーラスウィザード機能がオンになっている場合にのみ
設定できます。

インスリン効果値の変更方法
1. ホーム画面で を押し、 を選択します。
2. 注入設定 > ボーラスウィザード設定 > インスリン効果値を選択します。
3. 変更を選択します。
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4. インスリン効果値を選択します。1つのインスリン効果値に対して、 と
を押してUあたりのmg/dLを入力してから、 を押します。

インスリン効果値が複数ある場合は、 と を押して、インスリン効果値
を1つずつ入力して24時間を通して完了させ、24:00で終了します。

注：24時間にわたって複数のインスリン効果値を設定す
る方法については、71ページの「24時間をカバーする設
定」を参照してください。

5. 保存を選択します。

目標血糖値の変更
目標血糖値は60～250mg/dLです。目標血糖値は、ボーラスウィザード機能が
オンの場合にのみ設定することができます。

目標血糖値の変更方法
1. ホーム画面で を押し、 を選択します。
2. 注入設定 > ボーラスウィザード設定 > 目標血糖値を選択します。
3. 変更を選択します。
4. 目標血糖値を選択します。目標血糖値が1つの場合、上限値と下限値を入

力してから、 を押します。
目標血糖値が複数ある場合は、24時間分の目標血糖値を1つずつ入力し、
24:00まで完了させます。

注：24時間にわたって複数の目標血糖値を設定する方法
については、71ページの「24時間をカバーする設定」を
参照してください。

5. 保存を選択します。
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残存インスリン時間の変更
残存インスリン時間の設定により、ポンプは計算した残存インスリン量を差し
引いて、ボーラス量を推定します。医療従事者が、個人にあった残存インスリン
時間を提供します。

残存インスリン時間の変更方法
1. ホーム画面で を押し、 を選択します。
2. 注入設定 > ボーラスウィザード設定 > 残存インスリン時間を選択します。
3. 持続時間を選択してから、残存インスリン時間(単位：時間)を15分刻みで

調整します。

4. 保存を選択します。

スクエアウェーブボーラス
スクエアウェーブボーラスでは、一定時間(30分～8時間)に均等なボーラス注入
を行います。
ボーラスウィザード機能の使用時にスクエアウェーブボーラス注入を行うこ
とができるのは、高血糖に対する補正の必要がなく食事ボーラスを注入する場
合に限られます。スクエアウェーブボーラスは、補正ボーラスのみ、または補正
ボーラス＋食事ボーラスには使用できません。ノーマルボーラスは、必要に応
じてスクエアウェーブボーラス注入中に注入できます。
スクエアウェーブボーラスは以下のような状況で役立ちます。

• 胃不全麻痺や脂肪の多い食事のために食物の消化が遅れる場合。
• 軽食を長時間摂取する場合。
• ノーマルボーラスでは血糖値の下降が急激すぎる場合。
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スクエアウェーブボーラス注入は長時間にわたって行われるため、インスリン
の必要量に応じて利用できるようになります。

スクエアウェーブボーラス機能のオン・オフ切換え
スクエアウェーブボーラスは、スクエアウェーブボーラス機能をオンにした後
にのみ設定および注入できます。

スクエアウェーブ機能のオン・オフ切換え方法
1. ホーム画面で を押し、 を選択します。
2. 注入設定 > デュアル／スクエアを選択します。
3. スクエアウェーブを選択して機能のオン・オフを切り換えます。
4. 保存を選択します。

ボーラスウィザード機能を使用したスクエアウェーブボーラスの注入
ボーラスウィザード機能がスクエアウェーブボーラスを注入するのは、スクエ
アウェーブボーラス機能がオンの状態で、糖質量が入力されている場合に限ら
れます。血糖値により、ボーラスウィザード機能で補正ボーラスが必要であると
算出された場合、スクエアウェーブボーラスは注入できません。

ボーラスウィザード機能を使用したスクエアウェーブボーラスの注入方法
1. ホーム画面で を押し、 を選択します。
2. ボーラス > ボーラスウィザードを選択します。

ボーラスウィザード画面が表示されます。

3. 食事ボーラスの場合は、糖質を選択して食事の糖質量を入力します。
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4. 計算されたボーラス量がボーラスの欄に表示されます。ボーラス量を変更
するには、ボーラスを選択します。

5. 次へを選択してボーラス情報を確認します。

6. スクエアを選択します。
7. 持続時間を選択して、スクエアウェーブボーラスを注入する必要がある

期間を調整します。

8. ボーラス注入を選択してボーラスを開始します。
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注：ボーラス注入を停止する、あるいは注入されたイン
スリンの詳細を表示するには、251ページの「スクエア
ウェーブまたはデュアルボーラス注入の停止」を参照し
てください。

マニュアルボーラス機能を使用したスクエアウェーブボーラスの注入
マニュアルボーラス画面でスクエアウェーブボーラスオプションを使用する
ことができるのは、スクエアウェーブ機能をオンにした後に限られます。

マニュアルボーラス機能を使用したスクエアウェーブボーラス注入方法
1. ホーム画面で を押し、 を選択します。
2. 以下のいずれかを行ってください。

• ボーラスウィザード機能がオフの場合、ボーラスを選択します。
• ボーラスウィザード機能がオンの場合、ボーラス > マニュアル

ボーラスを選択します。
マニュアルボーラス画面が表示されます。

3. ボーラス注入量(単位数)を設定した後、次へを選択します。
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4. スクエアを選択します。
5. 持続時間を選択して、スクエアウェーブボーラスを注入する期間を調整

します。
6. ボーラス注入を選択してボーラスを開始します。

注：ボーラス注入を停止する、あるいは注入されたイン
スリンの詳細を表示するには、251ページの「スクエア
ウェーブまたはデュアルボーラス注入の停止」を参照し
てください。

デュアルウェーブボーラス
デュアルウェーブボーラス機能は、迅速なノーマルボーラスの後にスクエア
ウェーブボーラスを行うという組合わせを使用することで、短時間と長時間の
インスリンを必要とする場合に適しています。ノーマルボーラスは、必要に応
じてデュアルウェーブボーラスのスクエア分の注入中に注入できます。
デュアルウェーブボーラスは以下のような状況で役立ちます。

• 食事前に血糖上昇を補正する必要があり、さらに吸収の遅い食事のために
ボーラスを遅らせる必要がある場合。

• 吸収速度の異なる様々な栄養素(例：糖質、脂肪、タンパク質)を含む食事を
摂取する場合。

デュアルウェーブボーラス機能のオン・オフ切換え
デュアルウェーブボーラスは、デュアルウェーブボーラス機能をオンにした後
にのみ注入できます。
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デュアルウェーブ機能のオン・オフ切換え方法
1. ホーム画面で を押し、 を選択します。
2. 注入設定 > デュアル／スクエアを選択します。
3. デュアルウェーブを選択して機能のオンとオフを切り換えます。
4. 保存を選択します。

ボーラスウィザード機能を使用したデュアルウェーブボーラスの注入
ボーラスウィザード機能を使用したデュアルウェーブボーラスは、デュアル
ウェーブボーラス機能をオンにした後にのみ注入できます。

ボーラスウィザード機能を使用したデュアルウェーブボーラス注入方法：
1. 補正ボーラス、または食事ボーラス＋補正ボーラスを行う場合は、血糖

自己測定器を使用して血糖値をチェックします。食事ボーラスのみの場合
は、ステップ2に進みます。

2. ホーム画面で を押し、 を選択します。
3. ボーラス > ボーラスウィザードを選択します。

ボーラスウィザード画面が表示されます。

注：血糖自己測定器の測定値を手入力する詳しい方法に
ついては、87ページの「血糖値の入力」を参照してくださ
い。

4. 食事ボーラスの場合は、糖質を選択して食事の糖質量を入力します。食事
を摂取しない場合の補正ボーラスでは、糖質量を0のままにします。
計算されたボーラス量がボーラスの欄に表示されます。
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5. ボーラス量を変更するには、ボーラスを選択します。
6. 次へを選択してボーラス情報を確認します。

7. デュアルを選択します。
ボーラスウィザード画面が表示されます。

8. 量を変更する場合、ノーマル％とスクエア％の値がある枠を選択し、ノー
マル%の量を調整します。
ノーマルの量を調整すると、スクエアの量も自動的に調整されます。

9. 注入するボーラスのスクエア部分の持続時間を調整します。
10. ボーラス注入を選択してボーラスを開始します。
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注：ボーラス注入を停止する、あるいは注入されたイン
スリンの詳細を表示するには、251ページの「スクエア
ウェーブまたはデュアルボーラス注入の停止」を参照し
てください。

マニュアルボーラス機能を使用したデュアルウェーブボーラスの注入
マニュアルボーラス画面でデュアルウェーブボーラスオプションを使用する
ことができるのは、デュアルウェーブ機能をオンにした後に限られます。

マニュアルボーラス機能を使用したデュアルウェーブボーラスの注入方法
1. ホーム画面で を押し、 を選択します。
2. 以下のいずれかを行ってください。

• ボーラスウィザード機能がオフの場合、ボーラスを選択します。
• ボーラスウィザード機能がオンの場合、ボーラス > マニュアル

ボーラスを選択します。
マニュアルボーラス画面が表示されます。

3. ボーラス注入量(単位数)を設定した後、次へを選択します。
ボーラスの種類を選択するオプション付きのマニュアルボーラス画面が
表示されます。

4. デュアルを選択します。
マニュアルボーラス画面が表示されます。

5. 量を変更する場合、ノーマル%とスクエア%の各値がある画面の領域を選
択してから、ノーマル%の値を調整します。ノーマルの量が調整されると、
スクエアの量も自動的に調整されます。

その他のボーラス機能 243

■
そ

の
他

の
ボ

ー
ラ

ス
機

能



6. 持続時間を選択して、スクエアウェーブボーラスを注入する期間を調整
します。

7. ボーラス注入を選択してボーラスを開始します。

注：ボーラス注入を停止する、あるいは注入されたイン
スリンの詳細を表示するには、251ページの「スクエア
ウェーブまたはデュアルボーラス注入の停止」を参照し
てください。

イージーボーラス
イージーボーラス機能は、 ボタンのみを使用してノーマルボーラスを注入す
ることができます。イージーボーラス機能は、ポンプがスリープモードの場合
にのみ機能します。
イージーボーラス機能使用中に ボタンを押すと、ボーラス量が特定量増加し
ます。この量(ステップ値)は、0.1～2.0インスリン単位で設定できます。ステッ
プ数を数えやすいよう、 ボタンを押すたびにポンプから音またはバイブが鳴
ります。
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注：ステップ値は、最大ボーラス量以下にする必要があります。各
ボーラス注入の最大ステップ数は20です。

イージーボーラス機能の設定
次のグラフは、ステップ値0.5単位を使ってインスリン2.0単位のボーラスを設
定した例です。

イージーボーラス機能の設定方法
1. ホーム画面で を押し、 を選択します。
2. 機器の設定 > イージーボーラスを選択します。
3. イージーボーラスを選択してイージーボーラス機能をオンにします。
4. ステップ値(単位数)を設定します。

ステップ値に、合計ボーラス量を計算しやすい数を選択します。

5. 保存を選択します。
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イージーボーラス機能を使用したボーラスの注入

警告：イージーボーラス機能を使用中は、ビープ音やバイブにのみ
依存しないでください。インスリン注入は、必ずポンプ画面を見て
確認してください。音とバイブオプションを用いる場合、ポンプの
スピーカやバイブレータが誤作動すると、期待通りに音またはバ
イブによる通知が行われないことがあります。イージーボーラス
機能を使用中にビープ音やバイブにのみ依存すると、インスリンの
過剰注入が発生するおそれがあります。

イージーボーラス機能を使用したボーラス注入方法
1. ポンプがスリープモードの間に、 を1秒、またはポンプからビープ音ま

たはバイブが聞こえるまで押したままにします。これでボーラス量を設定
できます。

注： を押してもポンプが反応しない場合は、画面が暗
くてもスリープモードでない可能性があります。詳細に
ついては、56ページの「スリープモード」を参照してくだ
さい。

2. ボーラス量を設定するのに必要な回数だけ、 を押します。ボタンを押す
たびに鳴る音やバイブを数えて、合計ボーラス量を確認します。

注： を押す回数が多すぎるためにボーラス量が高すぎ
る場合は、 を押してイージーボーラス注入をキャンセ
ルし、ステップ1から始めて新しいボーラスを設定しま
す。

3. 必要なボーラス値に達したら、値を確認するために を長押ししてくだ
さい。

4. を1秒、またはポンプからビープ音またはバイブが聞こえるまで長押し
して、ボーラスを注入します。
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注：ボーラス量確認後10秒以内に ボタンが押されない
場合、ボーラスがキャンセルされ、ボーラスが注入されま
せんでしたというメッセージが表示されます。

プリセットボーラス
プリセットボーラス機能では、頻繁に使用するボーラス注入を前もって設定す
ることができます。既知の糖質内容にあった食事ボーラスに使用できるプリ
セットボーラス名は4つあります。他の状況でも使用する4つのプリセットボー
ラス名を追加設定することができます。これらのボーラスには、ボーラス1～
ボーラス4と番号がついています。

注：プリセットボーラスをデュアルウェーブボーラスまたはス
クエアウェーブボーラスとして設定するには、デュアルウェーブ
ボーラス機能またはスクエアウェーブボーラス機能をオンにする
必要があります。

プリセットボーラス注入の設定と管理
プリセットボーラス量の設定方法

1. ホーム画面で を押し、 を選択します。
2. 注入設定 > プリセットボーラス設定を選択します。
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3. 項目の追加を選択します。

4. プリセットボーラスを選択します。
変更画面が表示されます。

5. ボーラスを選択してボーラス量を設定します。
6. タイプを選択し、ノーマルボーラス、スクエアウェーブボーラス、または

デュアルウェーブボーラスとして設定します。

注：スクエアウェーブとデュアルウェーブは、スクエア
ウェーブボーラスとデュアルウェーブボーラス機能がオ
ンである場合にのみ、タイプ欄から選択することができ
ます。
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タイプがスクエアまたはデュアルの設定である場合、次のいずれかを行
います。

• スクエアウェーブボーラスでは、ボーラス注入の持続時間を設
定します。

• デュアルウェーブボーラスの場合、ノーマル %の量を調整しま
す。ノーマルの量が調整されると、スクエアの量も自動的に調整
されます。次にボーラスのスクエア部分の持続時間を設定しま
す。

注：デュアルウェーブボーラス機能またはスクエア
ウェーブボーラス機能がオフの場合、既存のプリセット
ボーラス設定を引き続き使用することができます。

7. 保存を選択します。

プリセットボーラスの変更、名前の変更または削除
デュアルウェーブプリセットボーラスおよびスクエアウェーブプリセットボー
ラスは、デュアルウェーブボーラスおよびスクエアウェーブボーラス機能がオ
ンの場合にのみ変更できます。

注：プリセットボーラス注入中は、プリセットボーラスの変更、
名前変更、または削除はできません。

プリセットボーラスの変更、名前の変更または削除方法
1. ホーム画面で を押し、 を選択します。
2. 注入設定 > プリセットボーラス設定を選択します。
3. プリセットボーラスを選択します。
4. オプションを選択します。
5. 以下のいずれかを行います。

• 変更を選択し、必要に応じてボーラスの値とタイプを調整しま
す。スクエアウェーブボーラスを変更する場合は、持続時間を
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入力します。デュアルウェーブボーラスを変更する場合は、ノー
マル分、スクエア分の量、および持続時間を入力します。

• 名前の変更を選択して、現在のプリセットボーラスに別の名前
を付けます。項目名の選択画面が表示されたら、リストから名前
を選択します。

• 削除を選択して、現在のプリセットボーラスを削除します。

プリセットボーラスの注入
プリセットボーラスは、プリセットボーラス機能を使用する前に設定する必要
があります。詳細については、247ページの「プリセットボーラス注入の設定と
管理」を参照してください。

プリセットボーラスの注入方法：
1. ホーム画面で を押し、 を選択します。
2. ボーラス > プリセットボーラスを選択します。
3. 注入するプリセットボーラスを選択します。

4. ボーラス量を確認してから、ボーラス注入を選択し、ボーラスを開始し
ます。
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スクエアウェーブまたはデュアルボーラス注入の停止
このセクションは、進行中のボーラスを停止する方法を説明したものです。この
手順で、基礎インスリン注入は停止されません。すべてのインスリン注入を停止
するには、全注入一時停止機能を使用します( を押して を選択し、 全注入
一時停止を選択します)。
このセクションは、次のボーラス注入を停止する方法を説明したものです。

• ノーマル分注入中のデュアルウェーブボーラス
• スクエアウェーブボーラス注入、またはスクエア分注入中のデュアル

ウェーブボーラス
ノーマルボーラス注入を停止するには、98ページの「ノーマルボーラス注入の
停止」を参照してください。

注：ノーマルボーラスとスクエアウェーブボーラス、またはノー
マルボーラスとデュアルウェーブボーラスのスクエア分を同時に
注入している場合は、両方のボーラスが停止します。

ノーマルボーラス注入中にデュアルウェーブボーラス注入を停止する方法：
1. ポンプがデュアルウェーブボーラスのノーマル分を注入している間に、

ホーム画面で を選択します。

2. を選択します。
3. ボーラス停止を選択してから、はいを選択して確認します。
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ボーラス中止画面が表れ、注入したボーラス量と、設定した元のボーラス
量が表示されます。

注：ノーマル分でデュアルウェーブボーラスが停止する
と、ノーマル分が停止され、スクエア分がキャンセルされ
ます。

4. 完了を選択します。

スクエアウェーブボーラス注入またはデュアルウェーブボーラス注入のスク
エア分を停止する方法

1. ポンプがスクエアウェーブボーラス、またはデュアルウェーブボーラス
のスクエア分を注入している間に、ホーム画面で を押します。

2. を選択してから、ボーラスを選択します。
3. ボーラス停止を選択してから、はいを選択して確認します。
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ボーラス中止画面が表れ、注入したボーラス量と、設定した元のボーラス
量が表示されます。

4. 完了を選択します。
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トラブルシューティング
本章では、一般的なミニメド780Gインスリンポンプとセンサの問題に関する
情報、さらには考えられる解決方法を説明しています。アラーム、アラート、お
よびメッセージの一覧については、277ページの「アラーム、アラート、および
メッセージの一覧」を参照してください。

トラブルシューティング 257

■
ト

ラ
ブ

ル
シ

ュ
ー

テ
ィ

ン
グ



ポンプの問題

警告：重大なポンプエラーアラームが発生すると、次の画面が表示
され、ポンプサイレンが鳴動します。

直ちにポンプを取り外し、使用を中止してください。メドトロニッ
ク24時間サポートラインまでご連絡ください。
ポンプを取り外してもインスリン注入は必要です。医療従事者に
相談して、ポンプを取り外している間の別のインスリン注入方法を
決定してください。

問題 解決法
飛行機で旅行
中、ポンプボタ
ンが動作しな
い。

大気圧が変化しているときは、ポンプボタンが最大45分間動作しな
い場合があります。たとえば、飛行機で旅行中、ポンプのボタンが動
作せず、ポンプからアラームが発動する可能性があります。これが起
こるケースは稀です。本事象が発生した場合、自然にボタンの状態が
元に戻るまで待つか、単3電池のコネクションを確認します。

1. 電池のキャップを取り外します。
2. 電池のキャップをポンプに戻します。

ポンプが単3電池の容量を点検し、容量が十分でない場合は新
品の単3電池との交換が必要になることがあります。

3. 指示に従って、新品の単3電池と交換します。電池の交換に関
する詳細については、272ページの「電池の取外し」を参照し
てください。

これらのステップを踏んでも問題が解決しない場合は、メドトロ
ニック24時間サポートラインにご連絡ください。
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問題 解決法
ポンプを落とし
た、またはポン
プの損傷が懸念
される。

注意：ポンプを水にさらす前に必ず亀裂が入っていな
いか点検します。ポンプを落としたりポンプが破損し
ていたりする場合は特に注意します。水漏れがポンプ
の誤作動を引き起こし、健康被害の原因となるおそれ
があります。

1. ポンプを身体から外します。注入セットとリザーバの接続部
が、全部確実に接続されていることを確認します。

2. ポンプを身体から取り外します。注入セット(チューブコネク
タとチューブを含む)に、亀裂や損傷がないことを確認します。

3. 表示、ボタン領域、およびポンプのケースに亀裂や損傷がない
か確認します。

4. ステータス画面の情報が正しいことを確認します。
5. 基礎レートおよびポンプの設定が正しいことを確認します。
6. セルフテストを実行します。詳細については、188ページの

「セルフテスト」を参照してください。
7. 血糖を測定してください。

必要に応じて、メドトロニック24時間サポートラインまでご連絡く
ださい。
医療に関するご質問やご相談については、医療従事者にご相談くだ
さい。

ポンプの表示の
タイムアウトが
早すぎる。

電池を節約するには、ポンプ表示を15秒後のタイムアウトにします。
時間を長くするには、185ページの「表示オプション」を参照してく
ださい。

ポンプに設定値
チェックアラー
トが表示され
る。

ポンプが工場出荷時設定にリセットされました。スタートウィザー
ドで設定していない値を確認し、必要に応じて値を再入力します。

ポンプ設定が消
去され、再入力
する必要があ
る。

医療従事者から指示された場合を除き、設定の消去は行わないでく
ださい。特定のポンプエラーが発生すると、ポンプが工場出荷時設
定値にリセットされ、現在のポンプ設定が消去される場合がありま
す。保存されたポンプ設定を復元するには、189ページの「設定の復
元」を参照してください。必要な設定を決定するには、医療従事者に
ご相談ください。下記の手順を開始する前に、ポンプに入力する必要
がある設定を準備しておきます。
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問題 解決法
次の手順を使って、スタートウィザードを使ってカスタマイズされ
たポンプ設定を再入力します。

1. ポンプのリセット後、スタートウィザードが表示されます。言
語を選択してから、 を押します。

2. 時刻表示を選択してから、 を押します。
3. 現在の時刻を入力してから、次へを選択します。
4. 現在の日付を入力してから、次へを選択します。
5. 糖質単位を選択してから、 を押します。
6. 残存インスリン時間画面が表示されたら、次へを選択します。

詳細については、90ページの「ボーラスウィザード設定」を参
照してください。

7. 持続時間を入力してから、次へを選択します。
8. 新しい基礎レートパターンの基礎レートを入力してから、次へ

を選択します。詳細については、80ページの「新しい基礎レー
トパターンの追加」を参照してください。

9. 基礎レートパターンを確認してから、次へを選択します。
10. スタート画面に、ボーラスウィザードを今すぐ設定するよう求

めるメッセージが表示されます。以下のいずれかを行ってく
ださい。

• はいを選択して、ボーラスウィザード設定を入力し
ます。詳細については、90ページの「ボーラスウィ
ザード設定」を参照してください。

• いいえを選択して、ボーラスウィザード設定をス
キップします。

センサの問題
問題 解決法
ポンプとセンサ
の接続が失われ
た。

信号のない状態が30分間続くと、センサ信号中断アラートが表示さ
れます。ポンプ画面上のステップまたは以下のステップに従って、問
題の解決を試みます。
注：アラートが消音されており、センサアラートが発生している場
合、アラートは画面に表示されたままです。
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問題 解決法
1. ポンプをトランスミッタに近づけ、OKを押してください。ポ

ンプがセンサ信号を検出するまで15分ほどかかることがあり
ます。ポンプがセンサ信号を見つけられない場合、信号干渉の
可能性アラートが表示されます。

2. 干渉を発生させている可能性がある電子機器からできるだけ
離れ、OKを押してください。ポンプがセンサ信号を見つける
まで15分間待ちます。信号が見つからない場合、接続チェッ
クアラートが表示されます。

3. トランスミッタとセンサが確実に接続されていることを確認
し、OKを選択します。「センサ挿入確認」というメッセージが
表示されます。

4. 以下のいずれかを行ってください。
• センサが確実に接続されていることを確認し、はい

を選択してください。15分以内にポンプがセンサ信
号を見つけられない、または「センサ信号なし - 詳細
についてはユーザガイドを参照してください」ア
ラートがグルコース値グラフに表示された場合は、
メドトロニック24時間サポートラインにお問い合
わせください。

• センサがトランスミッタにしっかり接続されていな
い場合、いいえを選択します。要センサ交換アラート
が表示されます。OKを選択して、センサを交換しま
す。

較正が受付けら
れない。

システムを使用するための較正は必要ありません。ただし、ポンプに
送信されたすべての血糖値は、センサを較正するために利用されま
す。
較正許容範囲外アラートは、次のうちのいずれかが起こった場合に
発生します。

• システムが、入力された血糖自己測定器の値を使用できない場
合。センサの較正には、50mg/dL～400mg/dLの血糖値のみを
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問題 解決法
使用することができます。少なくとも15分間待ってから、手を
洗ってやり直します。

• 入力された実測血糖値と直近のグルコース値の差が大きすぎる
場合。血糖自己測定器の値の精度を確認してからやり直します。

• センサ信号が検出できずに、トランスミッタが較正用の血糖自
己測定器の値をポンプから受信することができない場合。障害が
発生したセンサ信号のトラブルシューティングを行います。

センサによる一
時停止アイコン
に赤色のXが表
示される。

「低グルコース前一時停止」または「低グルコース一時停止」のどち
らかが使用できない場合、センサによる一時停止アイコンに赤色のX
が表示されます。これは、以下の状況で発生する可能性があります。

• 一時停止イベントが最近発生した。一時停止機能の使用方法に
ついては、135ページの「低グルコース前一時停止機能」または
138ページの「低グルコース一時停止機能」を参照してください。

• グルコース値が表示されていない。
次の状況ではグルコース値を使用できないことがあります。

• 実測血糖値が必要な場合。
• ポンプとセンサの通信が失われた場合。ポンプとセンサの通信を

復元します。
• センサを更新している。アラートを解除して、グルコース値のモ

ニタが再開するまで最長3時間待ちます。
必要に応じて、新しいセンサを装着します。新たなセンサを装着し
ても問題が解決されない場合は、メドトロニック24時間サポートラ
インにご連絡ください。
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メンテナンス
本章は、ミニメド780Gシステムの構成要素のメンテナンスに関する情報を提供
しています。

ポンプのメンテナンス
ポンプの洗浄
ポンプを洗浄するには次の清掃用具を準備します。

• 小さく清潔で柔らかい布を4枚
• 中性洗剤の溶液
• きれいな水
• 70%アルコール
• 清潔な綿棒
• 清潔なコットンボール

注意：ミニメド780Gインスリンポンプの清浄には、ライターオイ
ル、マニキュア除光液、塗料用シンナーなどの有機溶剤は絶対に使
用しないでください。ポンプには潤滑剤を絶対に使用しないでく
ださい。ポンプをクリーニング中は、リザーバ収納部を乾燥した状
態に保ち、湿気が入らないようにしてください。有機溶剤でポンプ
を洗浄すると、ポンプの誤作動を引き起こし、軽度の健康被害の原
因となるおそれがあります。
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ポンプの洗浄方法
1. 中性洗剤を溶かした水で布を湿らせます。
2. リザーバ収納部の内側を濡らさないようにしながら、布でポンプの外側を

拭きます。
3. 清潔な布を水で湿らせて、洗剤を拭き取ります。
4. 清潔な布で乾拭きします。
5. 70%のアルコールでポンプを拭きます。
6. 乾燥した清潔な綿棒を使用して、電池キャップに付着した電池の汚れを拭

き取ります。
7. 乾燥した清潔な綿棒を使用して、電池収納部に付着した電池の汚れを拭き

取ります。

ポンプの保管
使用していないポンプは保管できます。

警告：ポンプ保管後、新しいボーラスウィザードの計算を行う時、
ポンプが記録した残存インスリンに頼らないでください。保管モー
ドでは残存インスリンが消去されます。不正確なボーラスウィザー
ドの計算により、不正確なインスリン注入が行われ、重大な健康被
害につながるおそれがあります。

ポンプを保管モードにする方法
1. 単3電池をポンプから取り出します。詳細については、272ページの「電

池の取外し」を参照してください。

注：電池を取り外すと、ポンプは10分間、またはポンプ
が保管モードになるまで、要電池挿入アラームを発動し
ます。

2. 画面がオフになるまで を長押しします。

266



注意：ポンプは、-20 °C (-4 °F)以下または50 °C
(122 °F)以上の温度に曝さないでください。この温度範囲
外でポンプを保管すると、ポンプが破損するおそれがあり
ます。

保管後にポンプを使用する方法
1. ポンプに新品の単3電池を入れます。詳細については、58ページの「電池

の挿入」を参照してください。
ポンプエラーアラームが表示されます。

2. OKを選択します。
ポンプに電源停止アラームが表示されます。

3. OKを選択します。
日付および時刻画面が表示されます。

メンテナンス 267

■
メ

ン
テ

ナ
ン

ス



4. 時刻、時刻の表示方法、日付を入力します。
5. 保存を選択します。

「残存インスリン量が消去されました」アラートがポンプに表示されます。

6. OKを選択します。
基礎レートなどの設定がすべて正しく設定されていることを確認します。
必要に応じて、設定の復元オプションを使って前回保存した設定を再適用
します。詳細については、189ページの「設定の復元」を参照してくださ
い。

7. トランスミッタと測定器に対してペアリングプロセスを繰り返します。
トランスミッタの詳細については、124ページの「ポンプとトランスミッ
タのペアリング」を参照してください。測定器の詳細については、122
ページの「ポンプと測定器のペアリング」を参照してください。

ポンプの廃棄
ミニメド780Gシステムの適切な廃棄方法については、メドトロニック24時間
サポートラインにお問い合わせください。医療機器の廃棄に関しては、現地の
法規制に従ってください。
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測定器のメンテナンス
ポンプと測定器のペアリング解除
この手順に従って、アキュチェック™*ガイドLink血糖自己測定器とポンプの
ペアリングを解除します。

ポンプから測定器のペアリングを解除する方法
1. ホーム画面で を押し、 を選択します。

ペアリングされた機器画面が表示されます。

2. 機器とのペアリングを解除する測定器のシリアル番号を入力します。ア
キュチェック™*ガイドLink血糖自己測定器のシリアル番号は、測定器の
裏側に記載されています。
機器の情報画面が表示されます。

3. ペアリング解除を選択します。
機器のペアリング解除？画面が表示されます。
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4. はいを選択して確認します。キャンセルする場合は、いいえを選択します。

測定器からのポンプ削除
血糖自己測定器からポンプを削除するステップについては、アキュチェック™*
ガイドLinkの取扱説明書を参照してください。

トランスミッタとセンサのメンテナンス
ポンプからトランスミッタのペアリング解除
トランスミッタ交換時などポンプからトランスミッタのペアリングを解除する
際は以下の手順に従います。

ポンプからトランスミッタのペアリングを解除する方法
1. ホーム画面で を押し、 を選択します。

ペアリングされた機器画面が表示されます。

2. センサを選択します。
機器の情報画面が表示されます。
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3. ペアリング解除を選択します。
機器のペアリング解除？画面が表示されます。

4. はいを選択して確認します。キャンセルする場合は、いいえを選択します。

センサからのトランスミッタの取外し
センサからトランスミッタを接続解除する方法については、トランスミッタの
ユーザガイドを参照してください。

センサの取外し
センサの取外し方法については、センサのユーザガイドを参照してください。
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トランスミッタの洗浄
トランスミッタの洗浄方法については、トランスミッタのユーザガイドを参照
してください。

トランスミッタの保管
トランスミッタの保管方法については、トランスミッタのユーザガイドを参照
してください。

電池の取外し

注意：新しい電池を入れる必要がある、あるいはポンプを保管する
場合以外は、電池を取り外さないでください。電池が取り外されて
いる状態では、ポンプはインスリンを注入できません。古い電池を
取り外した後は、10分以内に新品の電池と交換して「要電池挿入
アラーム」を解除し、「電源停止」アラームが発生しないようにし
てください。電源停止の状態が発生した場合は、時刻と日付の設定
を再入力する必要があります。

電池の取り外し方：
1. ポンプから電池を取り外す前に、有効なアラームまたはアラートを解除

します。
2. ポンプクリップまたはコインを使用して、電池キャップを緩めて取り外

します。
3. 電池を取り出します。
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4. 古い電池は、適切な容器に入れ、電池の廃棄に関する地域の法規制に従っ
て廃棄してください。

5. 電池を取り出したら、要電池挿入画面が表示されてから新品の電池を入
れてください。
電池を取り出してポンプを保管する場合は、266ページの「ポンプの保
管」を参照してください。
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付録 A: アラーム、アラート、およ
びメッセージの一覧
この付録は、ミニメド780Gシステムで発生しうるアラーム、アラート、および
メッセージについての情報を提供するものです。

ポンプのアラーム、アラート、およびメッセージ
ミニメド780Gインスリンポンプに関する最も一般的または重大なアラーム、
アラートおよびメッセージを以下の表に示します。また、本表には意味、影響、
通知が表示される理由、および問題解決方法も掲載しています。

注：ミニメドモバイルアプリを使用して、モバイル端末でセンサ
グラフを表示します。ポンプのアラームとアラートは必ずすべて
読んでから承認してください。ポンプで同時に複数のアラームま
たはアラートが生成された場合、モバイル機器にはアラームまた
はアラートが1件のみ表示されます。

タイトルと内容 種類 説明 次の手順
残存インスリン量が
消去されました
すべての残存インス
リン量が消去されま
した。

アラート 現在の残存インスリン量は0単位
です。特定のアラームは残存イン
スリンを自動的に消去するため、
このアラームが発生します。

• OKを選択してアラートを解除
してください。

• ポンプの再起動前にモニタし
た残存インスリンは、新しい
ボーラスウィザードの計算に
は含まれません。残存インスリ
ンの消去後、ボーラスウィザー
ド機能の残存インスリン計算
値が信頼可能になるまでの所
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タイトルと内容 種類 説明 次の手順
要時間については、医療従事者
にご相談ください。

• 「1日の履歴」で前回のボーラ
スの時刻と量をチェックしま
す。

自動一時停止
インスリン注入が一
時停止しました。「自
動一時停止」設定時
間内にボタン操作が
行われませんでし
た。

アラーム 自動一時停止により、インスリン
注入が現在一時停止しています。
自動一時停止機能は、指定された
時間にボタンが押されない場合、
インスリン注入を自動的に一時停
止してアラームを発生させます。
インスリン注入は、アラームが解
除されて基礎インスリン注入が再
開されるまで一時停止されます。

• アラームを解除して基礎イン
スリン注入を再開するには、基
礎注入再開を選択してくださ
い。

• 血糖値を測定し、必要であれば
治療を行ってください。

電池不良
新しい単3電池と交
換してください。

アラーム ポンプの電池の残量が低下してい
ます。

• OKを選択して、アラームを解
除してください。

• 古い電池を取り出して、新しい
単3電池を入れてください。

使用できない電池で
す。
詳細についてはユー
ザガイドを参照して
ください。

アラーム 挿入した電池がポンプに適合しま
せん。

• アラームを解除するには、適合
しない電池を取り出してくだ
さい。

• 新しい単3電池と交換してく
ださい。

ボーラス未注入
ボーラス設定時間を
超過したため、ボー
ラスは注入されてい
ません。ボーラス注
入が必要な場合は、
再度注入量を入力し
てください。

アラート ボーラス値は入力されましたが、
30秒以内にボーラスの注入が行わ
れませんでした。

• OKを選択してアラートを解除
してください。

• ボーラスの注入を行う場合は、
血糖値を測定してボーラス値
を再入力したあと、ボーラスを
再注入してください。

ボーラス注入停止
ボーラス注入または
カニューレ充填を再
開することができま
せん。YY.YYY中
XX.XXXUのインス
リンが注入されまし
た。ZZ.ZZZUが未
注入です。注入が必
要な場合は、再度注
入量を入力してくだ
さい。

アラーム ボーラス注入中、またはカニュー
レ充填進行中に電池が切れたか、
ボーラス再開？メッセージが表示
されて解除されていません。

• 設定したインスリン量が注入
されていません。

• 単3電池を交換してください。
• OKを選択して、アラームを解

除してください。
• 必要であれば、残りのボーラス

量を注入してください。

設定値チェック
スタートウィザード
の設定が完了しまし

アラート 一部の設定が消去されているか、
出荷時の設定に戻っています。

• OKを選択して、アラートを解
除してください。

• スタートウィザードで設定さ
れていない値があればそれを
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タイトルと内容 種類 説明 次の手順
た。その他の設定を
行ってください。

確認し、必要に応じて値を再入
力してください。

重大なポンプエラー
注入が停止しまし
た。ポンプが正常に
作動していません。
ポンプの使用を中止
し、身体から注入
セットを取り外して
ください。他のイン
スリン注入手段を考
慮してください。詳
細についてはユーザ
ガイドを参照してく
ださい。

アラーム ポンプに解決不可能なエラーが発
生しました。たとえば、機械的な問
題などが考えられます。

ポンプはインスリンを注入するこ
とができません。注入ポンプを外
して、ポンプの使用を中止してく
ださい。

• 他のインスリン注入手段を考
慮してください。

• 血糖値を測定し、必要であれば
治療を行ってください。

• アラーム画面に表示されたエ
ラーコードを書き留めてくだ
さい。

• ポンプの問題については、メド
トロニック24時間サポートラ
インにお問い合わせください。

注入量上限超過
注入が停止しまし
た。血糖を測定して
ください。詳細につ
いてはユーザガイド
を参照してくださ
い。

アラーム 1時間当たりの注入上限に達した
ため、ポンプがインスリン注入を
一時停止しました。この上限値は、
最大ボーラス量および最大基礎
レートの設定に基づいています。
ボーラス中にこのアラームが発生
した場合、ボーラスは完了する前
にキャンセルされます。

• 血糖を測定してください。
• 基礎レート再開を選択してく

ださい。
• ボーラス履歴をチェックし、イ

ンスリンの必要性を再評価し
てください。

• 血糖値の測定を継続してくだ
さい。

ペアリングの上限
新しい機器(機器の
種類)とペアリング
にする前に、既存の
機器(機器の種類)を
削除する必要があり
ます。

メッセージ ポンプは、この種類の機器の最大
数とすでにペアリングされていま
す。
以下のリストでは、ポンプとペア
リングするにあたり、機器の種類
ごとの最大数が説明されています。

• 測定器 - アキュチェック™*ガ
イドLink4台

• CGM–ガーディアン4トランス
ミッタ1台

• モバイル機器 - 互換性のあるモ
バイル機器1台

• OKを選択して、メッセージを
消去してください。

• 機器の管理画面に移動し、機器
のリストから解除する機器を
選択してください。
削除を選択し、はいを選択して
確定するか、いいえを押して
キャンセルしてください。
ポンプと所定の機器をペアリ
ングしてください。

機器との互換性があ
りません
機器をこのポンプで
使用することができ
ません。

アラート ポンプは選択された機器とペアリ
ングすることができません。

• OKを選択してアラートを解除
してください。

• メドトロニック24時間サポー
トラインにお問い合わせくだ
さい。
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タイトルと内容 種類 説明 次の手順
機器認識不能
機器が通信範囲内に
ありペアリングモー
ドになっていること
を確認してくださ
い。

アラート ポンプは機器とペアリングしませ
んでした。

• OKを選択して、アラートを解
除してください。

• 機器がポンプとペアリング済
みでないことを確認します。

• 機器がポンプとペアリングす
る準備ができていることを確
認します。

• ミニメド780Gシステムとペア
リングしていない携帯電話や、
その他無線機器などの干渉源
と考えられる電子機器から、ポ
ンプが離れていることを確認
してください。

• 機器をポンプの近くに移動し
てください。

• 再度、ポンプと機器のペアリン
グを試みてください。

カニューレ充填？
カニューレを充填す
るには「充填」を、充
填の必要がなければ

「完了」を選択してく
ださい。

アラーム カニューレ充填?画面が15分間表
示されています。

• カニューレ充填を行うには、充
填を選択してください。

• カニューレへ充填する必要が
なければ、完了を選択し次の手
順に進んでください。

高血糖XXXmg/dL
注入セットをチェッ
クしてください。ケ
トン体を測定してく
ださい。インスリン
注射が必要か検討し
てください。血糖値
をモニタしてくださ
い。この血糖値でい
いですか？

アラート 血糖自己測定器の測定値が
250mg/dLを超えています。
このアラートはマニュアルモード
で表示されます。スマートガード
機能が有効な状態で高血糖
XXXmg/dLの場合、「スマートガー
ド機能アラートおよびメッセージ」
を参照してください。

• 遠隔送信された血糖値がポン
プで使用されないようにする
には、いいえを選択します。血
糖値を確認するには、はいを選
択してください。

• 血糖値を測定し、必要であれば
治療を行ってください。

要電池挿入
注入が停止しまし
た。直ちに新しい電
池を入れて下さい。

アラーム ポンプから電池が取り外されまし
た。
電池が取り外された時にボーラス
注入が進行中である場合は、「ボー
ラス再開？」メッセージが表示さ
れ、新しい電池を取り付けると音
が鳴ります。このメッセージは、注
入されたボーラス量を示します。

• 新しい単3電池と交換してく
ださい。

• 新しい電池を入れるとアラー
ムが解除されます。

• 新しい電池を入れないと、10
分後に電源がオフになります。
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タイトルと内容 種類 説明 次の手順
インスリン注入遮断
血糖を測定してくだ
さい。ケトン体の測
定を考慮してくださ
い。リザーバと注入
セットを確認してく
ださい。

アラーム ポンプで基礎インスリンまたは
ボーラスインスリン注入の遮断が
検出されました。

• 血糖値とケトン体を検査して
ください。必要に応じてインス
リン注射を行います。

• 注入セットとリザーバを取り
外してください。

• 巻戻しを選択し、新しい注入
セットとリザーバを使用して
プロセスを開始します。

アラームは、ボーラス注入中に発
生します。

• 1日の履歴画面で、アラーム発
生前に既に注入されたボーラ
ス量を確認してください。

• ボーラス注入がインスリン注
射に含まれていない場合は、残
りのボーラスを注入すること
を検討してください。

警告：注射器やペンを用いてインスリンを手動で投与した後は、医療従事者が決定した一
定時間はスマートガード機能を使用しないでください。スマートガード機能では、手動に
よる注射は考慮されません。そのため、スマートガード機能ではインスリンの過剰注入が
発生するおそれがあります。インスリンの過剰注入は、低血糖症を引き起こすおそれがあ
ります。インスリンの手動注射からスマートガード機能を再開するまでに必要な所要時間
については、医療従事者にご相談ください。

インスリン注入遮断
血糖を測定してくだ
さい。ケトン体の測
定を考慮してくださ
い。推定リザーバ残
量は、0Uです。リ
ザーバと注入セット
を交換してくださ
い。

アラーム インスリン注入が遮断されており、
リザーバ内のインスリンが0であ
ることがポンプで検出されました。

• 血糖値とケトン体を検査して
ください。必要に応じてインス
リン注射を行います。

• 注入セットとリザーバを取り
外してください。

• 巻戻しを選択し、新しい注入
セットとリザーバを使用して
プロセスを開始します。

アラームは、ボーラス注入中に発
生します。

• 1日の履歴画面で、アラーム発
生前に既に注入されたボーラ
ス量を確認してください。

• ボーラス注入がインスリン注
射に含まれていない場合は、残
りのボーラスを注入すること
を検討してください。
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タイトルと内容 種類 説明 次の手順
インスリン注入遮断
カニューレ充填が停
止しました。身体か
ら注入セットを取り
外してください。リ
ザーバと注入セット
を交換してくださ
い。

アラーム カニューレ充填中、インスリン注
入が遮断されていたことがポンプ
で検出されました。

• 血糖値とケトン体を検査して
ください。必要に応じてインス
リン注射を行います。

• 注入セットとリザーバを取り
外してください。

• 巻戻しを選択し、新しい注入
セットとリザーバを使用して
プロセスを開始します。

インスリン注入遮断
チューブの充填が停
止しました。再開す
るには、リザーバを
取り外し「巻戻し」
を行ってください。

アラーム チューブの充填中、インスリン注
入が遮断されていることがポンプ
で検出されました。チューブとリ
ザーバとの間に接続の問題がある
ことが考えられます。

• リザーバを取り外し、巻戻しを
選択してチューブの充填を再
開してください。

• チューブをリザーバから取り
外してください。

• チューブがねじれたり曲がっ
たりしていないことを確認し
ます。

• 同じ注入セットとリザーバを
使用し、ポンプに表示されてい
る手順に従ってください。

• このアラームが再度発生した
場合は、注入セットを交換して
ください。

取付未完了
リザーバを取り外し
て「巻戻し」を行い、
再度取り付けてくだ
さい。

アラーム 取付け開始後に が押されまし
た。

• リザーバを取り外し再開して
ください。

• 巻戻しを選択し、画面上の指示
に従ってください。

ポンプ電池残量低下
電池を交換してくだ
さい。

アラート ポンプの電池の残量が低下してい
ます。電池の残り時間は10時間未
満です。

• OKを選択して、アラートを解
除してください。

• 単3電池を直ちに交換してく
ださい。電池交換しないと、イ
ンスリン注入が停止し、要電池
交換アラームが発生します。

• ポンプがボーラス注入または
カニューレ充填を行っている
場合は、注入が完了してから電
池を交換してください。

低血糖XXmg/dL
低血糖の治療を行っ
てください。血糖値
が正常になるまで、
ボーラス注入は行わ
ないでください。血
糖値をモニタしてく

アラート 血糖自己測定器の測定値が
70mg/dLを下回っています。

• 遠隔送信された血糖値がポン
プで使用されないようにする
には、いいえを選択します。血
糖値を確認するには、はいを選
択してください。

• 血糖値を測定し、必要であれば
治療を行ってください。
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タイトルと内容 種類 説明 次の手順
ださい。この血糖値
でいいですか？
リザーバ残量低下
残りXX 単位です。リ
ザーバを交換してく
ださい。

アラート リザーバ残量低下タイマーで設定
した単位数によると、リザーバの
インスリン残量が低下しています。

• OKを選択して、アラートを解
除してください。

• すぐにリザーバを交換してく
ださい。

• このアラートの発生後にリ
ザーバが交換されなかった場
合は、インスリン残量が最初の
アラート時の半分量となった
時点で、2回目のリザーバ残量
低下アラートが表示されます。

設定管理エラー
注入が停止しまし
た。「設定の管理」の
バックアップ設定が
消去されました。現
在の設定は正常に作
動しています。注入
を再開するには

「OK」を押して下さ
い。詳細については
ユーザガイドを参照
してください。

アラーム ポンプエラーが発生し、ポンプを
再起動する必要があります。バッ
クアップ設定が失われましたが、
現在の設定は変更されていません。

• OKを選択してポンプを再起動
します。現在の設定は変更され
ていません。失われたのはバッ
クアップ設定のみです。

• ポンプが再起動したら、ポンプ
の表示画面の指示に従ってく
ださい。

• ポンプがボーラス注入中また
はカニューレ充填中である場
合は、「1日の履歴」を確認し、
インスリンが必要かどうか判
断してください。

最大充填量到達
3X.XU。チューブの
先端にインスリン液
が見えますか？

アラーム チューブを充填するための予測単
位数を上回りました。間もなくイ
ンスリンがチューブの先端に見え
るはずです。

• チューブの先端にインスリン
液が見えたら、はいを選択しま
す。

• チューブの先端にインスリン
液が見えない場合、いいえを選
択します。

• ポンプに表示される指示に
従ってください。

最大充填量到達
4X.XU。リザーバを
取り外して「巻戻し」
を行い、新リザーバ
の手順を開始して下
さい。

アラーム チューブを充填するための予測単
位数を上回りました。間もなくイ
ンスリンがチューブの先端に見え
るはずです。

• リザーバを取り外してくださ
い。

• インスリンがリザーバにまだ
残っているかどうかチェック
してください。リザーバにイン
スリンが残っている場合は、同
じリザーバを使用できます。

• 巻戻しを選択して、新しいリ
ザーバ手順を再開してくださ
い。
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タイトルと内容 種類 説明 次の手順
リザーバ未検出
リザーバを取り付け
る前に巻戻しを行っ
てください。

アラーム ポンプにリザーバがないか、リ
ザーバが正しい位置に固定されて
いません。

• 巻戻しを選択してください。
• リザーバにインスリンが充填

されていることを確認してく
ださい。

• 指示が表示されたら、リザーバ
を挿入して正しい位置に固定
されていることを確認します。

電源エラー検出
注入が停止しまし
た。設定値をケアリ
ンクにアップロード
するか、書き留めて
おいてください。詳
細についてはユーザ
ガイドを参照してく
ださい。

アラーム ポンプの内部電源を充電すること
はできません。ポンプは単3電池以
外では動作しません。

• OKを選択して、アラームを解
除してください。

• 血糖値を測定し、必要であれば
治療を行ってください。

• 単3電池は早く消耗する可能
性があるため、可能な限り速や
かにポンプ設定を記録してく
ださい。

• ポンプの問題については、メド
トロニック24時間サポートラ
インにお問い合わせください。

電源停止
電池を取り出してか
ら、または電池が切
れてから10分以上
経過しました。「OK」
を押して、日時を再
入力してください。

アラーム ポンプの電池を取り出してから10
分以上経過したため、ポンプの電
源が失われました。日付と時刻を
リセットする必要があります。

• OKを選択して、日付および時
刻画面に移動してください。

• 現在の時刻、時刻の表示方法、
日付を入力してください。

ポンプエラー
注入が停止しまし
た。現在の設定は消
去されました。ポン
プを再起動させる必
要があります。「OK」
を押してポンプを再
起動させ、設定を再
入力してください。
詳細についてはユー
ザガイドを参照して
ください。

アラーム ポンプでエラーが発生したため、
ポンプが再起動します。ポンプの
設定は出荷時設定に戻ります。

• OKを選択して、ポンプを再起
動します。

• ポンプが再起動したら、ポンプ
の表示画面の指示に従ってく
ださい。

• ポンプの再起動後、設定を
チェックしてください。必要で
あれば値を再度入力してくだ
さい。

• 「設定の管理」にバックアップ
が最近保存された場合は、設定
の復元を使用してください。

• ポンプがボーラス注入中また
はカニューレ充填中である場
合は、「1日の履歴」を確認し、
インスリンが必要かどうか再
評価してください。

• このアラームが頻繁に発生す
る場合は、アラーム画面(また
はアラーム履歴にもある)に表
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タイトルと内容 種類 説明 次の手順
示されたエラーコードを書き
留め、メドトロニック24時間
サポートラインにお問い合わ
せください。

ポンプエラー
注入が停止しまし
た。設定は変更され
ていません。ポンプ
を再起動させる必要
があります。注入を
再開するには「OK」
を押して下さい。詳
細についてはユーザ
ガイドを参照してく
ださい。

アラーム ポンプエラーが発生したため、ポ
ンプを再起動する必要があります。

• OKを選択して、ポンプを再起
動します。

• ポンプがボーラス注入中また
はカニューレ充填中である場
合は、「1日の履歴」を確認し、
インスリンが必要かどうか再
評価してください。

• このアラームが頻繁に発生す
る場合は、アラーム画面(また
はアラーム履歴にもある)に表
示されたエラーコードを書き
留め、メドトロニック24時間
サポートラインにお問い合わ
せください。

ポンプエラー
注入が停止しまし
た。設定は変更され
ていません。続行す
るには「OK」を押し
てください。詳細に
ついてはユーザガイ
ドを参照してくださ
い。

アラーム ポンプにエラーが発生しましたが、
再起動の必要はありません。問題
は解消されました。設定は変更さ
れていません。

• OKを選択し、基礎インスリン
注入を再開してください。

• ポンプがボーラス注入中また
はカニューレ充填中である場
合は、「1日の履歴」を確認し、
インスリンが必要かどうか再
評価してください。

• このアラームが頻繁に発生す
る場合は、アラーム画面(また
はアラーム履歴にもある)に表
示されたエラーコードを書き
留め、メドトロニック24時間
サポートラインにお問い合わ
せください。

ポンプ再起動
注入が停止しまし
た。設定は変更され
ていません。続行す
るには「OK」を押し
てください。詳細に
ついてはユーザガイ
ドを参照してくださ
い。

アラーム ポンプで問題が発生し、再起動さ
れました。設定は変更されていま
せん。

• OKを押して続行してくださ
い。

• ポンプがボーラス注入中また
はカニューレ充填中である場
合は、「1日の履歴」を確認し、
インスリンが必要かどうか再
評価してください。

• このアラームが頻繁に発生す
る場合は、アラーム画面(また
はアラーム履歴にもある)に表
示されたエラーコードを書き
留め、メドトロニック24時間
サポートラインにお問い合わ
せください。
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タイトルと内容 種類 説明 次の手順
要電池交換
電池残量は30分以
下です。インスリン
注入を確実に行うに
は、直ちに電池を交
換してください。

アラート 電池電力が低下しており、30分以
内に消耗します。

• OKを選択して、アラートを解
除してください。

• 単3電池を交換してください。

直ちに電池を交換
注入が停止しまし
た。注入を再開する
には電池を交換して
ください。

アラーム 電池残量低下のため、インスリン
注入が停止しました。ポンプ電池
残量低下アラートの発生後に、電
池が交換されていません。

インスリン注入を再開するには、
直ちに電池を交換してください。

推定リザーバ残量
0U
インスリン注入を確
実に行うには、リ
ザーバを交換してく
ださい。

アラート リザーバの推定残量が0Uです。 • OKを選択して、アラートを解
除してください。

• リザーバを交換してください。

ボーラス再開？
YYYU中XXXのイン
スリンが注入されま
した。ZZZUの注入
を再開しますか？

メッセージ ポンプの電池が取り出されたため、
ノーマルボーラス注入が中断され
ました。注入中断から10分以内で
あれば、このボーラスを再開する
ことができます。

• メッセージをチェックし、注入
したボーラス量を確認してく
ださい。

• ボーラス残量の注入をキャン
セルするには、キャンセルを選
択します。

• ボーラス注入を再開するには、
再開を選択します。

デュアルボーラス再
開？
YYU中XXのインス
リンが注入されまし
た。ZZUのXX:XX時
間注入を再開します
か？

メッセージ デュアルボーラスのスクエア分の
注入が中断されました。注入中断
から10分以内であれば、このボー
ラスを再開することができます。

• メッセージをチェックし、注入
したデュアルウェーブボーラ
ス量を確認してください。

• ボーラス残量の注入をキャン
セルするには、キャンセルを選
択します。

• ボーラス注入を再開するには、
再開を選択します。

デュアルボーラス再
開？
YYU中XXのインス
リンが注入されまし
た。ZZUノーマル
ボーラス注入と
AAUスクエアボー
ラスのXX:XX時間注
入を再開しますか？

メッセージ ポンプの電池が取り出されたため、
デュアルウェーブボーラスのノー
マル分の注入が中断されました。
注入中断から10分以内であれば、
このボーラスを再開することがで
きます。

• メッセージをチェックし、注入
したデュアルウェーブボーラ
ス量を確認してください。

• ボーラス残量の注入をキャン
セルするには、キャンセルを選
択します。

• ボーラス注入を再開するには、
再開を選択します。
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タイトルと内容 種類 説明 次の手順
スクエアボーラス再
開？
YYU中XXがXX:XX
時間注入されまし
た。ZZUのXX:XX時
間注入を再開します
か？

メッセージ スクエアウェーブボーラス注入が
中断されました。注入中断から10
分以内であれば、このボーラスを
再開することができます。

• メッセージをチェックし、注入
したスクエアウェーブボーラ
ス量を確認してください。

• ボーラス残量の注入をキャン
セルするには、キャンセルを選
択します。

• ボーラス注入を再開するには、
再開を選択します。

要巻戻し
注入が停止しまし
た。ポンプエラーの
ため、巻戻しが必要
です。続行するには

「OK」を押してくだ
さい。詳細について
はユーザガイドを参
照してください。

アラーム ポンプでエラーが発生しました。 • OKを選択し、ポンプが巻戻し
を完了した後アラームを解除
してください。

• メニュー画面でリザーバと注
入セットを選択し、新しい注入
セットとリザーバを使用して、
新しいリザーバの操作を開始
してください。詳細について
は、103ページの「リザーバお
よび注入セットの設定」を参照
してください。

• このアラームが頻繁に発生す
る場合は、メドトロニック24
時間サポートラインにお問い
合わせください。

ボタン動作不良
ボタンが3分以上押
されたままです。

アラーム ボタンが非常に長い時間押された
ままの状態をポンプが検出しまし
た。

• OKを選択して、アラームを解
除してください。

• このアラームがもう一度発生
した場合は、メドトロニック
24時間サポートラインにポン
プについてお問い合わせくだ
さい。

アラームが解除できない場合
• 258ページの「ポンプの問題」

を参照してください。
• ポンプではインスリン注入が

できないため、他のインスリン
注入方法を検討してください。

• 血糖値を測定し、必要であれば
治療を行ってください。

• ポンプの問題については、メド
トロニック24時間サポートラ
インにお問い合わせください。
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CGM (センサ)アラーム、アラートおよびメッセージ
グルコース値およびトランスミッタとセンサの状態に関する最も一般的または
重大なアラーム、アラート、メッセージを以下の表に示します。また、本表には
意味、影響、通知が表示される理由、および問題解決方法も掲載しています。
タイトルと内容 種類 説明 次の手順
高グルコース予測ア
ラート
センサグルコース値が
上限に近づいていま
す。血糖を測定してく
ださい。

アラート センサグルコース値が
指定した上限に近づい
ています。

• OKを選択して、アラートを解除してく
ださい。

• 血糖を測定してください。
• 医療従事者の指示に従い、血糖値のモニ

タリングを継続してください。
低グルコース予測ア
ラート
センサグルコース値が
下限に近づいていま
す。血糖を測定してく
ださい。

アラート センサグルコース値が
指定した下限に近づい
ています。

• OKを選択して、アラートを解除してく
ださい。

• 血糖を測定してください。
• 医療従事者の指示に従い、血糖値のモニ

タリングを継続してください。
高グルコースアラート
XXXmg/dL
センサグルコースが高
値を示しています。血
糖を測定してくださ
い。

アラート センサグルコース値が
指定した上限値以上で
す。

• OKを選択して、アラートを解除してく
ださい。

• 血糖を測定してください。
• 医療従事者の指示に従い、血糖値のモニ

タリングを継続してください。
低グルコースアラート
XXmg/dL
センサグルコースが低
値を示しています。血
糖を測定してくださ
い。

アラート センサグルコース値が
指定した下限以下で
す。

• OKを選択して、アラートを解除してく
ださい。

• 血糖を測定してください。
• 医療従事者の指示に従い、血糖値のモニ

タリングを継続してください。
低グルコースアラート
XXmg/dL
センサグルコースが低
値を示しています。イ
ンスリン注入がXX:XX
以降一時停止していま
す。血糖を測定してく
ださい。

アラーム センサグルコース値が
設定した下限値以下
で、「低グルコース前一
時停止」または「低グル
コース一時停止」イベ
ントによりポンプはイ
ンスリン注入を一時停
止させました。

• OKを選択して、アラームを解除してく
ださい。

• 血糖を測定してください。
• 医療従事者の指示に従い、血糖値のモニ

タリングを継続してください。

基礎注入再開
センサによる一時停止
後XX:XXに基礎注入が
再開されました。血糖
を測定してください。

メッセージ 「低グルコース前一時
停止」または「低グル
コース一時停止」イベ
ントが発生した後、ポ
ンプは基礎インスリン
注入を再開していま
す。

• OKを選択して、メッセージを消去して
ください。

• 血糖を測定してください。
• 医療従事者の指示に従い、血糖値のモニ

タリングを継続してください。
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タイトルと内容 種類 説明 次の手順
基礎注入再開
低グルコース設定が変
更されたためXX:XXに
基礎注入が再開しまし
た。血糖を測定してく
ださい。

アラート 「低グルコース前一時
停止」または「低グル
コース一時停止」イベ
ント発生後、ユーザが

「低グルコース前一時
停止」または「低グル
コース一時停止」機能
をオフにしたため、ポ
ンプは基礎インスリン
注入を再開していま
す。

• OKを選択して、アラートを解除してく
ださい。

• 血糖を測定してください。
• 医療従事者の指示に従い、血糖値のモニ

タリングを継続してください。

基礎注入再開
一時停止時間が最大値
の2時間に到達しまし
た。血糖を測定してく
ださい。

アラート 「低グルコース前一時
停止」または「低グル
コース一時停止」イベ
ントが発生した2時間
後、ポンプは基礎イン
スリン注入を再開して
います。

• OKを選択して、アラートを解除してく
ださい。

• 血糖を測定してください。
• 医療従事者の指示に従い、血糖値のモニ

タリングを継続してください。

基礎注入再開
一時停止時間が最大値
の2時間に到達しまし
た。グルコースはまだ
下限以下です。血糖を
測定してください。

アラーム 「低グルコース前一時
停止」または「低グル
コース一時停止」イベ
ントが発生した2時間
後、ポンプは基礎イン
スリン注入を再開して
います。

• ポンプは基礎インスリン注入を再開し
ましたが、グルコースはまだ下限以下で
す。

• OKを選択して、アラームを解除してく
ださい。

• 血糖を測定してください。
• 医療従事者の指示に従い、血糖値のモニ

タリングを継続してください。
血糖値未受信
ポンプをトランスミッ
タに近づけてくださ
い。「OK」を押し、血糖
値をトランスミッタに
再送信してください。

アラート トランスミッタは実測
血糖値をポンプから受
信することができませ
んでした。

• ポンプとトランスミッタを近づけてく
ださい。

• OKを選択してアラートを解除し、新し
い血糖自己測定器の測定値を入力しま
す。

較正許容範囲外
最大2時間センサ情報
を取得できません。入
力した血糖値でセンサ
を較正することはでき
ませんが、治療に使用
することはできます。

アラート システムが、入力した
血糖自己測定器の値を
用いてセンサの較正を
行うことができません
でした。このアラート
は、初日にのみ発生し
ます。

• 手をよく洗い、完全に乾燥させてくださ
い。

• OKを選択して、アラートを解除してく
ださい。

• 最長で2時間待つことを考慮し、その後
新たに血糖自己測定器の値を入力して
ください。

• 必要に応じて、メドトロニック24時間
サポートラインにお問い合わせくださ
い。

較正許容範囲外
最低15分間待って下さ
い。手を洗ったあと、血

アラート システムが、入力した
血糖自己測定器の値を
用いてセンサの較正を

• 手をよく洗い、完全に乾燥させてくださ
い。

• OKを選択して、アラートを解除してく
ださい。
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タイトルと内容 種類 説明 次の手順
糖を再度測定して較正
してください。

行うことができません
でした。

• 15分後に、新たに血糖値を入力してく
ださい。15分後の2回目の較正でも許
容範囲外のアラートが表示された場合、
要センサ交換アラートが発生します。

• 必要に応じて、メドトロニック24時間
サポートラインにお問い合わせくださ
い。

要センサ交換
新しいセンサを挿入
し、センサの使用を開
始して下さい。

アラート センサ装着確認のメッ
セージに対していいえ
が選択されました。こ
れはセンサが十分に挿
入されていないことを
表します。

• OKを選択して、アラートを解除してく
ださい。

• センサを交換します。詳細については、
センサのユーザガイドを参照してくだ
さい。

• センサが交換された後、150ページの
「センサの起動」を参照してください。

要センサ交換
2回目の較正も、許容範
囲外です。新しいセン
サと交換してくださ
い。

アラート 較正許容範囲外アラー
トは、入力された血糖
自己測定器の値と直近
のグルコース値の差が
大きすぎる場合に発生
します。
このアラートは、較正
許容範囲外エラーが2
回連続して生じた場合
に発生します。

• OKを選択して、アラートを解除してく
ださい。

• センサを交換します。詳細については、
センサのユーザガイドを参照してくだ
さい。

要センサ交換
センサに不具合が発生
しました。新しいセン
サと交換してくださ
い。

アラート トランスミッタで、解
決できないセンサの問
題が診断された場合、
このアラートが発生し
ます。

• OKを選択して、アラートを解除してく
ださい。

• センサを交換します。詳細については、
センサのユーザガイドを参照してくだ
さい。

接続チェック
トランスミッタとセン
サが確実に接続されて
いることを確認し、

「OK」を押してくださ
い。

アラート ポンプがトランスミッ
タを検出できなかった
ため、センサ信号を受
け取ることができませ
ん。

• OKを選択して、アラートを解除してく
ださい。

• センサが完全に挿入されている場合、は
いを選択します。センサが完全に挿入さ
れていない場合は、いいえを選択しま
す。

• センサを完全に挿入できなかった場合
は、新たなセンサを挿入してください。

• 必要に応じて、258ページの「ポンプの
問題」で詳細を参照してください。

要血糖値の入力
センサを較正するため
の血糖値を入力してく
ださい。センサ情報が
もう利用できません。

アラート センサを較正するに
は、実測血糖値が必要
となります。グルコー
ス値は、センサが較正
されるまで受信されま
せん。

• OKを選択して、アラートを解除してく
ださい。30分以内に実測血糖値が入力
されなかった場合、要血糖値の入力ア
ラートが再発生します。

• スヌーズを選択し、希望のスヌーズ時間
を入力してからOKを選択します。ス

290 付録 A



タイトルと内容 種類 説明 次の手順
ヌーズ時間が経過するまでに血糖値が
入力されなかった場合、要血糖値の入力
アラートが再発生します。

• 実測血糖値を入力し、センサの較正を行
います。

高センサグルコース
グルコースが
250mg/dL以上の状態
が3時間を超えました。
注入セットをチェック
してください。ケトン
体を測定してくださ
い。血糖値をモニタし
てください。

アラート グルコース値が
250mg/dL以上の状態
が3時間を超えました。

• OKを選択してアラートを解除してくだ
さい。

• 血糖を測定し、必要であれば治療を行っ
てください。

センサ信号中断
ポンプをトランスミッ
タに近づけてくださ
い。信号を受信するま
で15分程度かかること
があります。

アラート トランスミッタの信号
が、センサ初期化中ま
たは初期化後30分間受
信されません。

• ポンプをトランスミッタに近づけてく
ださい。ポンプがトランスミッタとの通
信を確立するまで、15分ほどかかるこ
とがあります。

• OKを選択して、アラートを解除してく
ださい。

トランスミッタ電池残
量低下
24時間以内にトランス
ミッタを充電をしてく
ださい。

アラート トランスミッタ内蔵電
池を24時間以内に充電
する必要があります。

• OKを選択して、アラートを解除してく
ださい。

• トランスミッタを速やかに充電してく
ださい。

低グルコース
XXmg/dL
グルコース値が
54mg/dL未満です。血
糖を測定し、治療を
行ってください。

アラーム グルコース測定値が
54mg/dL以下になりま
した。このアラームは
出荷時の設定であり、
変更したりオフにした
りすることはできませ
ん。このアラームは消
音できず、ポンプがス
マートガード機能とマ
ニュアルモードのどち
らを使用していても、
常に有効です。

• OKを選択して、アラームを解除してく
ださい。

• 血糖を測定し、必要であれば治療を行っ
てください。

注：XXは、ポンプに表示される直近のグルコース値を示しています。たとえグルコース値が54mg/dLを超
過しても、このアラームは解除されるまで持続します。
医療機器
緊急：救急車を呼んで
ください！私は糖尿病
患者です。

アラーム ポンプが低グルコース
値により一時停止とな
り、10分間以内にア
ラームに応答しません
でした。

• 解除を選択してください。
• 緊急：救急車を呼んでください！
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タイトルと内容 種類 説明 次の手順
未較正
センサ信号を確認して
ください。XX:XXまで
に較正を行ってくださ
い。

アラート トランスミッタは、較
正用実測血糖値をポン
プから受信することが
できませんでした。

• OKを選択して、アラートを解除してく
ださい。

• ホーム画面のステータスアイコンを
チェックして、ポンプにセンサからの信
号があることを確認します。センサ信号
がない場合は、260ページの「センサの
問題」を参照してください。

• グルコース値を中断なくモニタするに
は、ポンプ画面に表示される時刻まで
に、実測血糖値を入力または確認しま
す。

未較正
センサ信号を確認して
ください。再度血糖を
測定し、センサの較正
を行ってください。

アラート トランスミッタは必要
な較正用実測血糖値を
ポンプから受信するこ
とができませんでし
た。
グルコース値のモニタ
を再開するには、シス
テムの較正が必要で
す。センサグラフに「要
較正」と表示されます。

• OKを選択して、アラートを解除してく
ださい。

• 再度血糖を測定し、較正を行ってくださ
い。

信号干渉の可能性
電子機器から離れてく
ださい。信号を受信す
るまで15分程度かかる
ことがあります。

アラート 他の電子機器との干渉
が生じているため、ポ
ンプとトランスミッタ
の通信に悪影響を与え
ていることが考えられ
ます。

• 他の電子機器から離れてください。ポン
プがトランスミッタとの通信を開始す
るまで、15分ほどかかることがありま
す。

• OKを選択して、アラートを解除してく
ださい。

上昇アラート
センサグルコース値が
急激に上昇していま
す。

アラート センサグルコース値
が、あらかじめ設定し
た上昇アラート上限速
度以上の速度で上昇し
ています。

• OKを選択して、アラートを解除してく
ださい。

• 測定器を使って血糖値を測定します。
• 医療従事者の指示に従ってください。

センサ接続完了
センサが新しい場合は

「新センサ使用開始」
を、それ以外は「センサ
再接続」を選択してく
ださい。

メッセージ センサが接続されてい
ることがトランスミッ
タで検知されました。
ポンプは、これが新し
いセンサか、古いセン
サを接続し直したのか
を確認する必要があり
ます。

• 新しいセンサが接続された場合は、新セ
ンサ使用開始を選択してください。

• センサがすでに使用中で接続済みの場
合は、センサ再接続を選択します。

• いずれの場合も、「センサ準備中…」とい
うメッセージが2時間表示されます。準
備が終わると、ポンプはグルコース値の
受信を開始します。

センサ接続完了
新しいセンサの使用を
開始してください。

メッセージ ポンプはこれが新しい
センサであることを検
知しました。センサを
起動させ、準備を開始
する必要があります。

新センサ使用開始を選択してください。
アラートが閉じ、「準備中」メッセージが進
捗バーとともにセンサグラフに表示されま
す。
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タイトルと内容 種類 説明 次の手順
センサ期限切れ
新しいセンサと交換し
てください。

アラート センサの使用期間が終
了しました。

• センサを交換します。詳細については、
センサのユーザガイドを参照してくだ
さい。

• OKを選択して、アラートを解除してく
ださい。

センサ信号なし
詳細についてはユーザ
ガイドを参照してくだ
さい。

アラート 複数回試行してもポン
プがトランスミッタを
検出できなかったた
め、センサ信号を受け
取ることができませ
ん。

• OKを選択して、アラートを解除してく
ださい。

• それでもポンプがセンサ信号を見つけ
られない場合は、メドトロニック24時
間サポートラインにお問い合わせくだ
さい。

センサ更新中
更新には最長3時間か
かります。血糖値をモ
ニタしてください。入
力した血糖値でセンサ
は較正されませんが、
治療に使用することは
できます。

アラート 一時的な状況によりグ
ルコース値を使用する
ことができません。

• OKを選択して、アラートを解除してく
ださい。

• ポンプ画面の指示に従ってください。セ
ンサを交換する必要はありません。

低グルコース前一時
停止
注入が停止しました。
センサグルコース値が
下限に近づいていま
す。血糖を測定してく
ださい。

アラート センサグルコース値が
下降しています。「低グ
ルコース前一時停止」
によりインスリン注入
が一時停止し、グル
コース値が設定された
下限値に近づいていま
す。「低グルコース前一
時停止」機能は、スマー
トガード機能と併用で
きません。

• OKを選択して、アラートを解除してく
ださい。

• 血糖を測定してください。必要であれ
ば、医療従事者の指示に従って血糖値の
補正を行ってください。

低グルコース一時停止
注入が停止しました。
センサグルコース値
XXmg/dL。血糖を測定
してください。

アラーム センサグルコース値が
指定した下限以下で
す。「低グルコース一時
停止」機能は、スマート
ガード機能と併用でき
ません。

• OKを選択して、アラームを解除してく
ださい。

• 血糖を測定してください。必要であれ
ば、医療従事者の指示に従って血糖値の
補正を行ってください。

トランスミッタ電池
枯渇
直ちにトランスミッタ
を充電してください。

アラート トランスミッタの電池
を充電する必要があり
ます。センサグルコー
ス値は、トランスミッ
タが再充電されるまで
記録も送信もできませ
ん。

• OKを選択して、アラートを解除してく
ださい。

• トランスミッタを充電してください。
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スマートガード機能アラートおよびメッセージ
スマートガード機能に関する最も一般的または重大なアラーム、アラートおよ
びメッセージを以下の表に示します。本表には意味、影響、通知が表示される理
由、および問題解決方法も掲載しています。
タイトルと内容 種類 説明 次の手順
スマートガード開始
現在実行中のアクショ
ンがキャンセルされま
した。

アラート スマートガード機能へ
の移行中に許可されて
いない操作が選
択されています。

• OKを選択して、アラートを解除してく
ださい。

• ポンプがスマートガード機能に移行完
了するまで待ちます。

スマートガード終了
基礎レートxxxxが開始
されました。スマート
ガードのチェックリス
トを確認しますか？

アラート ポンプがスマートガー
ド機能を終了した理
由：

• センサがオフに
なった。

• ポンプが、最長4時
間グルコース値で
はなくインスリン
注入履歴に基づい
て基礎インスリン
を注入している。

このアラームは消音で
きず、システムがス
マートガード機能を使
用している限り常に有
効です。

• アラートを解除するには、いいえを選択
してください。スマートガードのチェッ
クリストを表示するには、はいを選択し
ます。

• 実測血糖値を入力します。
• 医療従事者の指示に従い、血糖値のモニ

タリングを継続してください。
詳細については、179ページの「スマー
トガード機能の終了」および180ページ
の「終了後スマートガード機能に戻る」
を参照してください。

スマートガード終了
インスリン注入は一時
停止したままです。

アラート ポンプがスマートガー
ド機能を終了した理
由：

• センサがオフに
なった。

• 一時停止イベント
メッセージが、4
時間以内に解除さ
れなかった。

• ポンプが、最長4時
間グルコース値で
はなくインスリン
注入履歴に基づい
て基礎インスリン
を注入している。

このアラームは消音で
きず、システムがス
マートガード機能を使
用している限り常に有
効です。

• 実測血糖値を入力します。
• 必要に応じて、基礎インスリン注入を手

動で再開します。
• 医療従事者の指示に従い、血糖値のモニ

タリングを継続してください。
詳細については、179ページの「スマー
トガード機能の終了」および180ページ
の「終了後スマートガード機能に戻る」
を参照してください。
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タイトルと内容 種類 説明 次の手順
要血糖値の入力
スマートガードで7時
間最大注入レートで注
入しています。スマー
トガードを続行するに
は、血糖値を入力して
ください。

アラート スマートガードが7時
間最大スマートガード
基礎注入レートで注入
を続けています。この
レートはシステムによ
り自動的に決定されま
す。

• OKを選択して、アラートを解除してく
ださい。

• 実測血糖値を入力して、オート基礎に戻
ります。

• 医療従事者の指示に従い、血糖値のモニ
タリングを継続してください。

要血糖値の入力
スマートガードで7時
間最大注入レートで注
入しています。スマー
トガードを続行するに
は、血糖値を入力して
ください。このイベン
トはポンプ一時停止中
に発生し、注入を再開
するにはアクションが
必要です。

アラート ポンプが一時停止され
ており、スマートガー
ド機能がグルコース値
を下降させることがで
きません。グルコース
値は、スマートガード
目標を引き続き上回る
ことが予測されます。

• OKを選択して、アラートを解除してく
ださい。

• 実測血糖値を入力します。
• 医療従事者の指示に従い、血糖値のモニ

タリングを継続してください。

注：
• アラートのタイトルは、表中にある以前のスマートガード最大注入アラートと同じです。
• ポンプが一時停止されると、注入は行われません。ただし、アラートは発生することがあります。

要血糖値の入力
スマートガード機能
が、最小注入レートの
制限時間に達しまし
た。スマートガードを
続行するには、血糖値
を入力してください。

アラート スマートガード機能が
最小注入レートの制限
時間に達しました。最
小注入時間は、最小注
入レートの理由によっ
て3～6時間です。

• OKを選択して、アラートを解除してく
ださい。

• 実測血糖値を入力して、オート基礎に戻
ります。

• 医療従事者の指示に従い、血糖値のモニ
タリングを継続してください。

要血糖値の入力
スマートガード機能
が、最小注入レートの
制限時間に達しまし
た。スマートガードを
続行するには、血糖値
を入力してください。
このイベントはポンプ
一時停止中に発生し、
注入を再開するにはア
クションが必要です。

アラート スマートガードが最小
注入の制限時間に達し
ました。最小注入時間
は、最小注入レートの
理由によって3～6時間
です。

• OKを選択して、アラートを解除してく
ださい。

• 実測血糖値を入力します。
• 医療従事者の指示に従い、血糖値のモニ

タリングを継続してください。

注：
• アラートのタイトルは、表中にある以前のスマートガード最小注入アラートと同じです。
• ポンプが一時停止されると、注入は行われません。ただし、アラートは発生することがあります。

要血糖値の入力
スマートガードを続行
するには、血糖値を入
力してください。

アラート スマートガード機能で
は、センサの信頼性を
確認するために血糖値
が必要となります。

• OKを選択して、アラートを解除してく
ださい。

• 実測血糖値を入力してオート基礎に戻
る、またはマニュアルモードからスマー
トガード機能に入ります。
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タイトルと内容 種類 説明 次の手順
高血糖XXXmg/dL
注入セットをチェック
してください。ケトン
体を測定してくださ
い。血糖値をモニタし
てください。この血糖
値でいいですか？

アラート 血糖自己測定器の測定
値が250mg/dLを超え
ています。
アラートは、スマート
ガード機能にのみ適用
されます。マニュアル
モード用の同等のア
ラートもあります。

「CGM (センサ)アラー
ム、アラートおよび
メッセージ」を参照し
てください。

遠隔送信された血糖値がポンプで使用され
ないようにするには、いいえを選択します。
血糖値を確認するには、はいを選択してく
ださい。

ケアリンクのアラートとメッセージ
ケアリンクソフトウェアに関する最も一般的なまたは重大なアラートおよび
メッセージを以下の表に示します。また、本表には意味、影響、通知が表示され
る理由、および問題解決方法も掲載しています。リストにないアラーム、アラー
ト、またはメッセージが表示された場合、OKを選択して通知を解除し、メド
トロニック24時間サポートラインにご連絡ください。
タイトルと内容 種類 説明 次の手順
ケアリンクアップロー
ダ未検出。
ケアリンクアップロー
ダの指示に従ってくだ
さい。

メッセージ 誤ったポンプコードが
入力されたか、ポンプ
がアップローダを検出
する前に検索がタイム
アウトしたため、ポン
プはケアリンクアップ
ローダを検出すること
ができません。

• OKを選択して、メッセージを消去して
ください。

• ケアリンクアップローダの指示に従っ
てください。詳細については、127ペー
ジの「ケアリンクソフトウェアへの機器
データのアップロード」を参照してくだ
さい。

ダウンロード遅延
インスリン注入に影響
はありません。ケアリ
ンクのダウンロードに
は通常より長く時間が
かかる場合がありま
す。続行するには「OK」
を押してください。詳
細についてはユーザガ
イドを参照してくださ
い。

アラート ポンプデータのダウン
ロードに、予想よりも
時間がかかっていま
す。データに影響はあ
りません。

• OKを選択して、アラートを解除してく
ださい。

• データのダウンロードが終了するのを
お待ちください。

• 問題が解決しない場合、またはダウン
ロードに進展がない場合は、メドトロ
ニック24時間サポートラインにお問い
合わせください。
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付録 B: 製品仕様
この付録には、詳しい製品仕様が記載されています。

仕様およびデフォルト設定
アラームとアラートのエスカレート
以下のアラートは、解除しないと音量が大きくなり、サイレンになる場合があ
ります。

• 高グルコース予測アラート
• 低グルコース予測アラート
• 高グルコースアラート
• 低グルコースアラート
• 基礎注入再開
• 血糖値未受信
• 較正許容範囲外
• 要センサ交換
• 接続チェック
• 要血糖値の入力

• センサ信号中断
• 未較正
• 信号干渉の可能性
• 高センサグルコース
• 上昇アラート
• センサ期限切れ
• センサ信号なし
• 低グルコースXXmg/dL (XXは

54mg/dL以下)
• センサ更新中
• トランスミッタ電池枯渇

ミニメド780Gインスリンポンプは、アラートが10分以内に解除されなければ
サイレンが鳴ります。10分間経過するまでは、ポンプは音とバイブ設定に基づ
いて、音が鳴るかあるいはバイブが作動します。
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分 音 バイブ 音とバイブ
0～5 ビープ音 バイブ ビープ音とバイブ
6～9 ビープ音とバイブ ビープ音とバイブ ビープ音とバイブ
10 サイレン＋バイブ サイレン＋バイブ サイレン＋バイブ

注：この画面が表示されると、医療機器アラームがサイレンを鳴
らします。

高度範囲
• 動作範囲：70.33kPa (10.2psiA)～106.18kPa (15.4psiA)
• 保管範囲：49.64kPa (7.2psiA)～106.18kPa (15.4psiA)

バックライト
種類 LED (発光ダイオード)
タイムアウト 15秒(デフォルト)、30秒、1分、3分
電池残量低下時のタイムアウト 15秒(デフォルト)、30秒

基礎注入
注入レート範囲 1時間あたり0～35単位または最大基礎レート量の

いずれか低い方。
最大基礎レートデフォルト 1時間あたり2単位
基礎レートパターン 最大8パターン。各パターンは24時間をカバーし、

最大48種類のレートを設定することができます。
レートは30分刻みで設定します。

基礎レートパターンの名称 固定名：基礎レート1、基礎レート2、基礎レート3、
基礎レート4、基礎レート5、就業日、休日、シック
デイ
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増減幅 • 1時間あたり0.025単位(0～0.975単位の範囲で
の基礎注入量)

• 1時間あたり0.05単位(1～9.95単位の範囲での
基礎注入量)

• 1時間あたり0.1単位(10～35単位の範囲での基
礎注入量)

実測血糖値
実測血糖値とは、血糖自己測定器から入力した最新の血糖値を指します。センサ
機能がオフの場合、アキュチェック™*ガイドLink血糖自己測定器を使用する
と、ホーム画面に血糖値が表示されます。ボーラスがプログラミングされている
場合、血糖値はボーラスウィザード画面にも表示されます。
有効期限 12分
範囲 10～600mg/dL

ボーラス注入
ボーラス注入速度オプション • 標準：1.5単位/分

• 急速：15単位/分
ボーラスプログラミングの増
減幅

• 0.025単位
• 0.05単位
• 0.1単位

注入液量/ストローク • 0.25µL (0.025単位のポンプストロークの場合)
• 0.5µL (0.05単位のポンプストロークの場合)
• 2.0µL (0.2単位のポンプストロークの場合)

ボーラスウィザード機能の出荷時設定

注：スマートガード機能を使用する際、ボーラスウィザード機能
はボーラス機能と呼ばれます。

項目 出荷時 限度値 最大利用可
能時間帯

増減幅

糖質単位 g (グラム) - 8 -
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項目 出荷時 限度値 最大利用可
能時間帯

増減幅

糖質/インスリ
ン比

なし 1～200g/U 8 0.1g/U (1–9.9g/U
の場合)、
1g/U (10g/U～
200g/Uの比率の
場合)

インスリン効果
値*

なし 5～400mg/dL 8 1mg/dL

目標血糖値* なし 60～250mg/dL 8 1mg/dL
残存インスリン
時間

4時間 2～8時間 1 15分

*マニュアルモードにのみ適用されます。

ボーラスウィザード機能の仕様
ボーラスウィザード機能は、現在の血糖値に応じて4種類の式を使用してボー
ラス量を推定します。以下の式が適用されるのは、糖質単位がグラムである場合
に限られます。

1. 現在の血糖値が目標血糖値上限を上回っている場合、ボーラスウィザード
機能で血糖値補正ボーラスの推定値から残存インスリンを差し引き、その
値を食事ボーラス推定値に加えることで、合計ボーラス推定値を求めま
す。ただし、血糖値補正ボーラスの推定値から残存インスリン量を差し引
いた結果が負の値(0未満)であった場合、合計ボーラス推定値は食事ボー
ラス推定値のみに基づいて求められます。

食事ボーラス推定値：
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糖質(g) ÷ 糖質比 = インスリン単位数
補正ボーラス推定値：
(現在の血糖値 - 目標血糖値上限) ÷ インスリン効果値 - 残存インスリン =
インスリン単位数
合計ボーラス推定値
食事ボーラス推定値 + 補正ボーラス推定値 = インスリン単位数

2. 現在の血糖値が目標血糖値下限を下回っている場合、ボーラスウィザード
機能は血糖値補正ボーラス推定値を食事ボーラス推定値に加えることで、
合計ボーラス推定値を求めます。

食事ボーラス推定値：
糖質(g) ÷ 糖質比 = インスリン単位数
補正ボーラス推定値：
(現在の血糖値 - 目標血糖値下限) ÷ インスリン効果値 = インスリン単位数
合計ボーラス推定値
食事ボーラス推定値 + 補正ボーラス推定値 = インスリン単位数

3. 現在の血糖値が目標血糖値上限と目標血糖値下限の範囲内にある場合、
合計ボーラス推定値は食事ボーラス推定値のみに基づいて求められます。
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食事ボーラス推定値：
糖質(g) ÷ 糖質比 = インスリン単位数

注：現在の血糖値が目標血糖値下限を下回る場合、ボー
ラスウィザード機能の計算上残存インスリン量は考慮さ
れません。

合計ボーラス推定値 = 食事ボーラス推定値
4. 血糖値を入力しなかった場合、合計ボーラス推定値は食事ボーラス推定値

のみに基づいて求められます。
次のリストには、ボーラスウィザード機能を使用する際に考慮すべきその他の
条件が記載されています。

• 最大ボーラス量または変更のためデュアルウェーブボーラスが推定値を下
回る場合は、ボーラスのスクエア分が最初に減少します。

• 選択した残存インスリン時間設定に基づき、ポンプは体内で有効なインス
リンの量をトラッキングします。これは、ホーム、ボーラス、手動ボーラス、
プリセットボーラスおよび1日の履歴の各画面に「残存インスリン」と表示
されます。これによりインスリンの過剰注入が予防され、低血糖のリスクが
低減します。

• ボーラスウィザード機能では、推定ボーラス量の計算に現在の血糖値、糖
質単位、および残存インスリンが使用される可能性があります。

• 残存インスリン曲線グラフは、ボーラス投与後のインスリンボーラスが血
糖値をどのくらいの時間低下させるのかを示します。インスリン残存率%
は、インスリンが体内に残存する時間の長さによって異なるレートで低下
します。
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グラフの出典：Mudaliar and colleagues, Diabetes Care, Volume 22,
Number 9, Sept. 1999, page 1501.

糖質比
糖質比の最大設定数 範囲

8 1～200g/U

注入精度
• 基礎レートが1.0U/hの場合、注入精度は±5%です。

基礎レートが0.025U/hの場合、注入精度は±10%です。
ボーラス量が0.1単位未満の場合の注入精度は±20%、ボーラス量が0.1単
位以上の場合の注入精度は±5%です。

• いずれのノーマルボーラスも、標準レート(25単位、1分あたり1.5単位)で
は16分41秒±3秒以内に、また急速レート(25単位、1分あたり15単位)で
は1分41秒±3秒以内に注入されます。

• 注入中、3.0mLリザーバを使用して発生する最高注入圧および閉塞限界圧
は、87.84kPa (12.74psi)です。閉塞を解消した結果生じる平均ボーラス量
は、0.0112mL (U-100インスリン1.12Uと同等)です。
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• 以下の図は代表的な注入精度曲線です。トランペットカーブは、インスリン
注入中の所定時間(観察時間)における予測インスリン量からの最大変動率
を示します。上のカーブはプラスの変動、下のカーブはマイナスの変動に
相当します。

イージーボーラス機能
イージーボーラス機能を使って、ポンプがスリープモードの状態でノーマル
ボーラスを設定して注入します。その際には、音とバイブを確認しながら、 を
使用します。
音モード範囲 0～20の増減幅または最大ボーラス量設定値のい

ずれか最初に到達した方
バイブモードの範囲 0～20の増減幅または最大ボーラス量設定値のい

ずれか最初に到達した方
デフォルトのステップ値 0.1単位
変更可能なステップ値 0.1～2単位増減幅で最大ボーラス量設定値まで
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環境条件
ミニメド780Gシステムは、日常生活において発生する大半の条件に耐えるよう
設計されています。磁場や放射線への曝露、防水機能、極端な高温・低温などの
環境条件の詳細については、25ページの「安全上の注意」を参照してください。

• 単3電池を外した状態でのポンプの保管温度範囲は、-20 °C (-4 °F)～
50 °C (122 °F)です。

• ポンプの動作温度範囲は5 °C (41 °F)～37 °C (98.6 °F)です。
• 動作の大気圧範囲は700hPa (10.2psi)～1060hPa (15.4psi)です。
• 保管可能範囲は、496.4hPa (7.2psi)～1060hPa (15.4psi)です。
• 動作中の相対湿度範囲は20%～90%です。
• 保管中の相対湿度範囲は5%～95%です。

基本性能
注入不足や過剰注入を避けるために、ポンプは次の機能を維持します。

• 注入精度
• 閉塞検出
• 空のリザーバの検出
• 電源停止の検出
• ポンプ治療ステータス–UIコンポーネント：LCD
• 通知予告と表示–UIコンポーネント：圧電スピーカー、LCD–上記のすべ

ての機能に適用

予想寿命
本ガイドに従って使用した場合、ミニメド780Gインスリンポンプの耐用期間は
4年です。
インスリンポンプの破損が懸念される場合は、メドトロニック24時間サポー
トラインにご連絡ください。
詳細については、257ページの「トラブルシューティング」を参照してくださ
い。
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医療に関するご質問やご相談については、医療従事者にお問い合わせください。

注入セットおよびカニューレの充填
• カニューレの充填は、0.025単位から5.1単位まで0.025単位刻みで行うこ

とが可能です。
• 標準充填速度は1分あたり1.5単位です。

急速充填速度は1分あたり15単位です。
• チューブへの充填を行う場合は、30単位の時点で警告が表示されます。2

番目の警告は40単位で発生し、ポンプを巻き戻す必要があることを示し
ます。

• 注入セットを充填するのに用いられたインスリンは、「1日の履歴」に記録
されます。このインスリンは、サマリ画面の1日の注入量(TDD)合計には含
まれません。

注入圧
チューブ充填中の最高注入圧および閉塞圧は、172.4kPa (25psi)です。

インスリン注入のデフォルト設定
ボーラス設定
項目 デフォルト設定 限度値 増減幅
ボーラスウィザー
ド機能：

オフ - -

イージーボーラス
機能：

オフ - -

イージーボーラス
のステップ値：

0.1U 0.1U～2U -

ボーラス増減幅： 0.10U 0.025U
0.05U
0.10U

-

デュアル/スクエ
アボーラス：

オフ - -

最大ボーラス量： 10U 0～25U(ボーラス
1回あたり)

-
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項目 デフォルト設定 限度値 増減幅
ボーラス後血糖測
定タイマー

オフ 0:30～5:00 0:30

基礎設定
項目 デフォルト設定 限度値 増減幅
最大基礎レート 2U/h 0～35U/h 0.025U (0.025～0.975U/h

の場合)
0.05U (1.00～9.95U/hの
場合)
0.1U (10.0U/h以上の場
合)

基礎レート 0.000U/h 0.000U/h～最大
基礎レート設定値

0.025U (0.025～0.975U/h
の場合)
0.05U (1.00～9.95U/hの
場合)
0.1U (10.0U/h以上の場
合)

一時基礎注入の
種類

パーセント パーセント、レー
ト

N/A

一時基礎注入パー
セント

100% 0～200% 5%

一時基礎レート 現在の基礎レート 0.0U/h～最大基礎
レート

0.025U (0.025～0.975U/h
の場合)
0.05U (1.00～9.95U/hの
場合)
0.1U (10.0U/h以上の場
合)

リザーバ残量低下タイマー
この値は、実際の量ではなく、表示されている残量に基づきます。
アラートの範囲 増減幅 デフォル

ト値
1回目のタイマーは5～50単位の時点で発生します。2回
目のタイマーは、指定した残量の半分になった時点で発生
します。2回目のタイマーは自動であり、変更することは
できません。

1単位 20単位
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最大ボーラス量
範囲 0～25単位
出荷時 10単位

ノーマルボーラス
インスリンの範囲は0.025～25単位であり、最大ボーラス量の設定によって制
限されます。

閉塞検出
閉塞が検出されると、インスリン注入遮断アラームが発生します。閉塞アラー
ムが発生するのは、注入できなかったインスリンが平均で2.48単位(標準ボー
ラス)または2.19単位(急速ボーラス)となった場合です。以下の表で、U-100イ
ンスリンを用いた場合の4種類の状況を例に挙げ、閉塞検出について説明しま
す。
レート アラーム前最短

時間
アラーム前平均
時間

アラーム前最長
時間

ボーラス注入(標準速度で
10単位)

80秒 103.48秒 124秒

ボーラス注入(急速速度で
10単位)

7秒 11.79秒 15秒

基礎注入(1.0U/h) 2.40時間 3.08時間 4.22時間
基礎注入(0.025U/h) 97.82時間 125.05時間 141時間

注：環境温度の変化、注入セットやリザーバ内の空気の存在など
の要因により、閉塞アラームが遅れる場合があります。

一時基礎レート(%)
デフォルト値は基礎レート設定の100%です。たとえば、基礎インスリンが1日
あたり6単位投入される場合、デフォルトの一時基礎量は1日あたり6単位に
なります。
範囲 0～200%
出荷時 基礎レート設定の100％
増減幅 5%
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安全性チェックプログラム
単一故障状態が発生すると、ポンプはインスリン注入を一時停止します。単一
故障状態での最大注入量は0.2単位です。

ポンプの寸法
ポンプの寸法(cm)は、長さ10.2×幅5.8×奥行き2.8以下です。
ポンプの寸法(インチ)は、長さ4.0×幅2.3×奥行き1.1以下です。

ポンプのメモリ
ユーザー設定とポンプ履歴はポンプメモリに保管されます。ポンプには最低35
日分の履歴が残ります。

ポンプの重量
電池と消耗品を除いたインスリンポンプの重量は117グラム未満です。

センサのデフォルト設定
高センサグルコース設定

項目 デフォルト
設定

限度値 増減幅

高グルコースア
ラート設定値

250mg/dL 100～400mg/dL 5mg/dL

高グルコースア
ラート 固定

オン(オフにで
きません)

250mg/dL (3時間) -

高グルコース予測
アラート

オフ - -

高グルコースア
ラート

オフ - -

高グルコース到達
時間

15分 5～30分 5分

上昇アラート オフ - -
上昇速度 2つの上向き

矢印
• 1つの上向き矢印

(1mg/dL/min)
• 2つの上向き矢印

(2mg/dL/min)
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高センサグルコース設定
項目 デフォルト

設定
限度値 増減幅

• 3つの上向き矢印
(3mg/dL/min)

• カスタムアラート値
(1.0～5.0mg/dL/min)

高スヌーズ 1時間 5分～3時間 5分

低センサグルコース設定
項目 デフォルト

設定
限度値 増減幅

低グルコースア
ラート設定値

60mg/dL 50～90mg/dL 5mg/dL

低グルコースア
ラート 固定

オン(オフにで
きません)

54mg/dL -

低グルコース前一
時停止

オフ - -

低グルコース一時
停止

オフ - -

低グルコース予測
アラート

オフ - -

低グルコースア
ラート

オフ - -

低スヌーズ 20分 5分～1時間 5分
基礎注入再開ア
ラート

オフ - -

スマートガード機能の設定
項目 デフォルト

設定
限度値 増減幅

スマートガード オフ - -
目標 100mg/dL 100～120mg/dL 10mg/dL
自動補正 オン 120mg/dL -
一時目標 オフ 150mg/dL -
一時目標時間 2時間 30分～24時間 30分
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可聴周波数
以下の表は、ポンプから鳴る各種の音とその周波数の一覧です。
音の名称 周波数
アラーム 1655Hz、その後3310Hz
代替アラーム 1850Hz
サイレン(音量増大アラーム) 1655Hz、その後3310Hz
アラート 934Hz
高センサグルコース 1312Hz、その後1410Hz、1500Hz、1619Hz、

1722Hz
低センサグルコース 1722Hz、1619Hz、1500Hz、1410Hz、1312Hz
センサグルコース喪失 1485Hz、その後1395Hz、1320Hz、1395Hz
メッセージ音 1655Hz
一時停止メッセージ音 2100Hz、1800Hz、2100Hzの順
タイマー音 934Hz
チューブ充填音 1850Hz
ボーラス注入キャンセル音 1485Hz、その後1655Hz、1485Hz
取付完了音 934Hz
リザーバ取付進行音 1850Hz
イージーボーラスの起動 1045Hz
イージーボーラスステップ1増
減幅

1175Hz

イージーボーラスステップ2増
減幅

1320Hz

イージーボーラスステップ3増
減幅

1395Hz

イージーボーラスステップ4増
減幅

1570Hz

イージーボーラスステップ5増
減幅

1760Hz
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IEC60601-1-2：第4版通知
IEC60601-1-2：第4版、医用電気機器の電磁両立性(EMC)に関する特別
な注意事項

1. 電磁両立性(EMC)に関する特別な注意：本製品は身体に装着し、住宅、家
庭、公共または職場環境において使用することを目的としています。こ
れらの環境では、ミニメド780Gシステムとペアリングしていない携帯
電話、Wi-Fi™*ネットワーク、Bluetooth™*無線技術、電子缶切り、電子レ
ンジおよび電磁誘導加熱式オーブンなどで使用される、「E」(V/m)面ま
たは「H」(A/m)面での一般レベルの電磁放射が存在しています。本製品
は、高周波エネルギーを生成・使用・放射するため、本ユーザガイドに
従って装着および使用されなかった場合は、他の無線通信に有害な干渉を
及ぼす可能性があります。

2. 携帯型および移動型RF通信機器も医療電気機器に影響を及ぼすことが
あります。モバイルまたは固定RFトランスミッタからRF干渉が生じた場
合、干渉の原因となっているRFトランスミッタから遠ざけてください。

IEC60601-1-2：第4版 5.2.1.1
ミニメド780Gシステムは、他の電気機器の近くでは使用しないでください。近
くで使用しなければならない場合、ミニメド780Gシステムが正常に機能して
いることを監視してください。

指針および製造業者の宣言
指針および製造業者の宣言－電磁エミッション

ミニメド780Gインスリンポンプは、以下の電磁環境で使用します。ミニメド780Gイ
ンスリンポンプがこのような環境で使用されていることを確認してください。

エミッション試験 適合性 電磁環境－指針
RFエミッション
試験：47 CFRパート
15、サブパートCセク
ション15.247/FCCパー
ト15サブパートBセク
ション15.109

• 6dBおよび99%帯域
幅：適合

• 最大出力：適合
• TXスプリアスエ

ミッション：適合

ミニメド780Gインスリンポンプ
は、目的とする機能を実行するた
めに電磁エネルギーを放射しま
す。近くの電子機器が影響を受け
る可能性があります。
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指針および製造業者の宣言－電磁エミッション
• パワースペクトル密

度：適合
• 帯域端における放射

エミッション：適合
高調波エミッション
IEC 61000-3-2

該当なし

電圧変動/フリッカーエ
ミッション
IEC 61000-3-3

該当なし

RFエミッション
CISPR 11 (2009)+A1

適合
グループ1クラスB

ミニメド780Gインスリンポンプ
は、飛行機内や、住居への低電圧
の公共電力供給網に直接接続さ
れた民家や施設などのすべての
建物での使用に適しています。

RTCA DO 160G
(2010) 20.5および21.5

適合

指針および製造業者の宣言－電磁イミュニティ
ミニメド780Gインスリンポンプは、以下の電磁環境で使用します。ミニメド780Gイ
ンスリンポンプがこのような環境で使用されていることを確認してください。

イミュニティ試験 IEC 60601-1-2
試験レベル

適合性レベル 電磁環境－指針

静電放電(ESD)
IEC 61000-4-2、
60601-1-2

接触放電±8kV
気中放電 ±2、
4、8、15kV

接触放電 ±8kV
気中放電 ±2、
4、8、15kV

一般的な家庭環境、商用
環境、または医療機関環
境での使用。

RF磁場によって引き起
こされる伝導妨害

3VRMS
150kHz～
80MHz
6VRMS
ISM帯域
150kHz～
80MHz

該当なし 本電池駆動式機器には
要件は適用されない。

電気的高速過渡/バー
スト
IEC 61000-4-4

±2kV
繰返し周波数
100kHz

該当なし 本電池駆動式機器には
要件は適用されない。

サージ
IEC 61000-4-5

ライン間：
±0.5kV、±1kV

該当なし 本電池駆動式機器には
要件は適用されない。

付録 B: 製品仕様 315

■
付

録
 B: 製

品
仕

様



指針および製造業者の宣言－電磁イミュニティ
対地間：
±0.5kV、
±1kV、±2kV

電圧ディップ、短時間停
電および電源ラインで
の電圧変動
IEC 61000-4-11

0% UT、0.5サ
イクル(0°、
45°、90°、
135°、180°、
225°、270°、
315°)
0% UT、1サイ
クル(0°)
25/30サイクル
で70%(0°)
250/300サイク
ルで0%

該当なし 本電池駆動式機器には
要件は適用されない。

電源周波数
(50/60Hz)電磁界
IEC 61000-4-8、IEC
60601-1-2

30A/m (連続
場、60秒)

30A/m
IEC
60601-2-24:19
98に従い
400A/m

電源周波数磁界は、標準
的な商用環境または医
療機関環境における標
準的な場所に特有のレ
ベルである必要があり
ます。

RF無線通信機器からの
近接場
IEC 61000-4-3

IEC 60601-1-2:
2014、表9

IEC 60601-1-2:
2014、表9

一般的な家庭環境、商用
環境、または医療機関環
境での使用。

注：UTは試験レベル適用前のAC幹線電圧です。

指針および製造業者の宣言－電磁イミュニティ
ミニメド780Gインスリンポンプは、以下の電磁環境で使用します。ミニメド780Gイ
ンスリンポンプのカスタマーまたはユーザは、ポンプがこのような電磁環境で使用さ
れていることを確認する必要があります。

イミュニ
ティ試験

IEC
60601-1-2
試験レベル

適合性レ
ベル

電磁環境指針

放射RF
IEC
61000-4-3
IEC
60601-1-2

10V/m
80MHz～
2.7GHz
80% AM
(1kHz)

10V/m
80MHz～
2.7GHz
80% AM
(1kHz)

モバイルおよび移動型RF通信機器は、ミ
ニメド780Gインスリンポンプの構成品
(ケーブルを含む)から推奨分離距離であ
る30cm (12in)よりも近い位置で使用し
ないでください。
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指針および製造業者の宣言－電磁イミュニティ
EN 301
489-17

電磁界の現地調査によって決定する固定
RF通信機器からの電界強度は、各周波数
範囲における適合性レベルよりも低いこ
とが望ましい。
以下の記号のある機器の近くでは干渉が
生じる可能性がある。

無線通信
ミニメド780Gインスリンポンプは、スマートデバイス接続機能を使用して通信
します。
動作周波数/変調タイプ 2.4GHz帯、GFSK
測定実効放射電力(ERP) 1.48mW (1.69dBm)
測定実効等方放射電力(EIRP) 2.42mW (3.83dBm)

オープンソースソフトウェア開示
本項には、本製品によって個別に呼び出され、実行され、リンクされ、提携され、
またはその他の方法で利用される可能性のあるオープンソースソフトウェア
について記載します。
そのようなオープンソースソフトウェアでは、各々のソフトウェアライセンス
契約の条件に従って、ユーザにライセンスが付与されます。
オープンソースソフトウェアの使用は、そのライセンスの条件によりすべて管
理されます。
オープンソースソフトウェアのソースコードとオブジェクトコード、および該
当するライセンスは、次のサイトで入手することができます。

• LZ4–圧縮ライブラリ(v1.9.1)：http://www.lz4.org
• SWIG (v3.0.12)：http://www.swig.org
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• FNV-1 hash algorithm (v5.1)：
http://www.isthe.com/chongo/tech/comp/fnv/ および
http://www.isthe.com/chongo/src/fnv/fnv64.c

• CRC32のアルゴリズムについては、
https://opensource.apple.com/source/xnu/xnu-792.13.8/bsd/libkern/cr
c32.cを参照してください。
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用語集
1日の履歴 入力されたイベント、またはインスリンポンプを使って

実行されるアクションの詳細。
BG 血糖値の頭字語。詳細については、血糖値(BG)を参照し

てください。
CGM 持続グルコースモニタの頭字語。詳細については、持続

グルコースモニタ(CGM)を参照してください。
CTスキャン コンピューター断層撮影スキャンの頭字語。
EMC 電磁適合性の頭字語。
ESD 静電放電の頭字語。
GPS 全地球測位システムの頭字語。
IV 静脈内投与の頭字語。
MRI 磁気共鳴画像の頭字語。
NiMH ニッケル金属水素化物の頭字語。
RF 高周波の頭字語。
SG センサグルコースの頭字語。詳細については、センサグ

ルコース(SG)を参照してください。
SN シリアル番号の頭字語。
TDD 1日総投与量の頭字語。
アクティビティガード 活動中や、子供がポンプを装着する場合に、リザーバを

固定しておくために使用されるアクセサリ。
アラート 注意を要する状態を通知するメッセージを伴ったビープ

音またはバイブ。
アラート設定値 低グルコースおよび高グルコースアラートがいつ発生す

るかを決定するための設定。
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アラーム インスリンポンプによるインスリン注入が行われてい
ないことを警告するメッセージを伴ったビープ音また
はバイブ。アラームは直ちに対応することが必要となり
ます。

アラーム履歴 最近発生したアラームおよびアラートに関する情報を保
存する機能。

インスリン効果値 1単位のインスリンで減少する血糖値。インスリン効果
値は補正ボーラス量の計算に用いられます。

イージーボーラス 音またはバイブによる確認のみを使用し、あらかじめ設
定した増減幅でノーマルボーラスを注入する機能。

オート基礎 現在のグルコース値に従ってスマートガード機能が注入
する、自動調整された基礎インスリン量。

カニューレ 皮下組織に留置される、短くて薄い柔軟性のあるチュー
ブ。インスリンはカニューレを通して体内に注入されま
す。

スクエアウェーブボー
ラス

指定された時間で均等に注入されるボーラス方法。

スマートガードボーラス
機能

任意の糖質摂取量および任意の血糖値またはグルコース
値に基づいて推奨ボーラス量を計算するための機能。2
つの任意の値のうち1つまたは両方を入力できます。

スマートガード機能 血糖値を目標グルコース値に調整するために、自動的に
基礎インスリン注入を制御するインスリン注入機能。

スリープモード インスリンポンプは完全に機能しているものの、画面が
暗くなっている状態。約2分間ボタンが押されないと、イ
ンスリンポンプは自動的にスリープモードに移行しま
す。

センサ(グルコースセンサ) 間質液中のグルコース値を測定するために皮下に装着す
る、CGMシステムの一部。

センサグルコース(SG) 皮下組織の間質液中に存在し、グルコースセンサによっ
て測定されるグルコース

タイマー 操作を忘れないようにするための通知の種類。
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デュアルウェーブボー
ラス

ノーマルボーラスに続いてスクエアウェーブボーラス
でインスリンを注入するボーラス方法。

トランスファガード リザーバに取り付けるプラスチック製の部品。リザーバ
にインスリン充填する際、リザーバをインスリンバイア
ルに接続するために使用します。

トランスミッタ グルコースセンサに接続する機器。トランスミッタはセ
ンサで測定したデータを収集し、そのデータをインスリ
ンポンプに無線送信します。

ノーマルボーラス 全インスリンを直ちに注入するボーラス方法。
ピストン インスリンポンプの一部で、リザーバに組み込まれ、イ

ンスリンをチューブに送るもの
ブロックモード すべての設定の変更を制限する機能。インスリン注入の

一時停止、またはアラーム・アラートの解除など、特定
の機能は引き続き実行可能です。

プリセットボーラス 摂取する頻度の高い特定の食事または軽食に対し、ボー
ラス量を設定・保存して注入する機能。

プリセット一時基礎 繰り返し使用する一時基礎レートを設定・保存する機
能。

ボーラスインスリン 糖質により予測される血糖値の上昇に対応する、あるい
は高血糖値を目標血糖値範囲まで下げるためのための
インスリン。

ボーラスウィザード機能 患者さんごとのボーラスウィザード設定を使用し、入力
された血糖値および糖質に基づいて推定ボーラス量を計
算する機能。この設定には、糖質比、インスリン効果値、
目標血糖値範囲、および残存インスリン時間が含まれま
す。

ボーラス後血糖測定タイ
マー

ボーラスのプログラミング後の血糖値チェックのタイ
マー。タイマーは、指定した時間が経過すると表示され
ます。

ボーラス注入速度 ボーラスインスリンの注入速度。
マニュアルボーラス 手動でインスリン投与量を入力して注入する機能。
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マニュアルモード マニュアルモードとは、スマートガード機能が無効なと
きに使用されるシステム機能を指します。

リザーバ インスリンを充填してインスリンポンプに挿入する小型
の容器。

ロック 誤ってボタンが押されることを防ぐための機能。
一時停止 一時停止機能には、「低グルコース前一時停止」機能と

「低グルコース一時停止」機能が含まれます。
一時基礎レート 指定した一定時間、現在の基礎レートを一時的に増減さ

せる機能。
上昇アラート グルコース値が急速に上昇しているときに発生するア

ラート。
上限値 高グルコース状態のアラートを表示するタイミングを決

定するのにインスリンポンプで使用される設定。
下限値 低グルコース状態のアラートを表示し、インスリン注入

を一時停止するタイミングを決定するのにインスリン
ポンプで使用される設定。

低グルコースアラート グルコース値が下限値に達したり、それを下回ったりし
た場合に発生するアラート。

低グルコース一時停止 グルコース値が下限値に達したり、それを下回るとイン
スリン注入を一時停止させる機能。

低グルコース予測アラー
ト

低グルコース値に近づいたら発生するアラート。

低グルコース前一時停止 グルコース値が下限値に近づいていることをセンサが予
測した場合に、インスリン注入を一時停止させる機能。

効果値 詳細については、インスリン効果値を参照してください。
基礎インスリン 1日を通し、インスリン必要量に合わせて、食間および睡

眠中にインスリンポンプによって持続的に注入される
インスリン。

基礎レート 1時間に注入される継続的基礎インスリンの量の設定。
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基礎レートパターン 24時間をカバーする1つ以上の基礎レートで構成される
セット

基礎注入再開アラート 「低グルコース前一時停止」または「低グルコース一時停
止」イベントが発生した後、グルコース値が必要な基準
を満たしたため、ポンプが自動的に基礎インスリン注入
を再開した時点で発生するアラート。一時停止時間の最
大値である2時間が経過したために基礎インスリン注入
が再開された場合、このアラートは常に発生します。

巻戻し 新しいリザーバをインスリンポンプに取り付けられる
ようにピストンが元の位置に戻る機能。

持続グルコースモニタ
(CGM)

皮下に留置されたグルコースセンサを使用して、間質液
中のグルコース量を持続的に測定するモニタリング機
器。

最大ボーラス量 1回の投与で注入可能な最大ボーラス量。
最大基礎レート 1時間あたりに注入可能な最大基礎インスリン量。
残存インスリン インスリンポンプから注入されるボーラスインスリン

で、血糖値を引き続き下降させます。
残存インスリン時間 ボーラスインスリンが残存インスリンとしてトラッキ

ングされる時間を示すボーラスウィザード設定。
注入セット 一方の端がリザーバに接続され、他方の端にニードルま

たはカニューレが取り付けられた、体内に挿入される
チューブ。インスリンはインスリンポンプから注入セッ
トを通って体内に送られます。

注入セット交換タイマー 注入セットを交換するためのタイマー。
注入一時停止 再開されるまですべてのインスリン注入を停止する機

能。注入の再開時は基礎インスリンのみが再開されます。
注入部位 注入セットが装着される身体部位
目標血糖値 ボーラスウィザード機能の使用時に血糖値補正に使用す

る高および低血糖値。
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省電力モード インスリンポンプは完全に機能しているものの、電力消
費を抑えるために画面が暗くなった状態。

糖尿病性ケトアシドー
シス

インスリンの値が低い場合、血糖値が上昇している場合、
身体がエネルギーとして脂肪を用いる場合に発生する重
篤な症状。このプロセスではケトンが生成され、これが
体内の酸塩基バランスを乱し、生命を脅かしかねない状
況につながります。

糖質比 1単位のインスリンで処理される糖質のグラム数。糖質
比はボーラス量の計算に使用されます。

自動一時停止 指定された時間の間にボタンが押されない場合に、イン
スリン注入を一時停止してアラームを発生させる機能。
アラームが解除されるとインスリン注入が再開されま
す。

自動補正 範囲内時間を最大化するために、ミニメド780Gシステ
ムで自動注入される補正ボーラス。自動補正は、スマー
トガード機能を使用している場合にのみ発生します。

血糖値(BG) 血液中の血糖の濃度を指し、通常血糖自己測定器で測定
されます。

血糖自己測定器 1 血液中の血糖値を測定する装置2 血糖を測定する装置
を示す用語

補正ボーラス 目標値まで高血糖値またはグルコース値を低下させる
ために使用するインスリン。

起動モード ポンプ画面がオンになっている状態。別の画面を使用中
でない限り、ホーム画面が表示されます。

較正 血糖値を使用してセンサグルコース値を計算するプロ
セス

較正タイマー 次回の較正期日が訪れた際に発生する、センサの較正を
促すタイマー。

通知 すべての通知は、患者さんの注意を促し、様々な情報を
伝えるよう考案されています。これにはアラーム、ア
ラート、タイマー、およびメッセージが含まれます。
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閉塞 カニューレまたはチューブの閉塞あるいはねじれによっ
て、適切なインスリン注入が妨げられている状態

間質液 体内の細胞を取り囲む体液
食事ボーラス 糖質による予測される血糖値の上昇に対応するために投

与されるインスリン量。
食事ボーラス未注入タイ
マー

指定した時間(食事時間周辺が多い)内にボーラスが注入
されなかった場合のタイマー。
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